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第１話　ウサギとチキン





　突然だが、ラブコメってものを見たことはあるか？

　アニメでもドラマでも小説でもなんでもいい。

　ちなみに俺おれの場合、初めて読んだラブコメは妹の持っている少女漫画だったが。

　いや、俺だって好きで妹の漫画なんかを読もうとしたわけじゃない。

　というのも、俺はガキの頃ころから妹に頭が上がらなかった。

　兄と妹。

　血は繋がっているが、俺たちの間にはそれこその×太くんとジャ×アンぐらいの差があったと言っても過言じゃない。よくクラスメイトに兄妹きようだいがいて羨うらやましいとか言われるが、それはあいつのことを知らないからだろう。

　まあ、中にはあいつでもイイってヤツもいたが、ソイツは深夜アニメの見すぎか、もしくはただただ兄妹ってモノに憧れてるだけに違いない。

　なにせガキの頃、女の子のくせに少年漫画が大好きだった妹は、俺の部屋に勝手に乗り込んできては、『お兄ちゃんのものはあたしのものっ！』みたいなノリで俺の持っている漫画を借りて……いや、強奪していった。

　普通なら一いつ揆きやクーデターが勃ぼつ発ぱつしてもおかしくない圧政だと思うんだが、当時の俺おれにそんな力はない。

　生なま半はん可かな反抗は容赦なく叩たたき潰つぶす。

　それが我が家の――坂さか町まち家の鉄則。弱じやく肉にく強きよう食しよく。ジュラ紀の地球も真まっ青さおの過か酷こくな生存競争が強いられる家庭環境である。

　なので俺にできることといったら、妹の部屋にネズミ小こ僧ぞうよろしく忍び込み、あいつの持っている少女漫画を盗み出すくらいだったのだ。

　今考えたら完全に当て付けである。

　もっとも我が家の暴ぼう君くんである妹がそれを見逃すはずがなく、瞬またたく間に実刑処分だったが。

　悲しいことに、そんなのが俺のステータス。はっきり言って特別天然記念物なみに絶滅寸前。阿あ寒かん湖こに生息するマリモくらい儚はかないよ。

　まぁそんなわけで、俺が最初に読んだラブコメは妹の少女漫画だったわけだ。

　これがなかなかに王道的な展開で、開始４ページで登校途中の男の子とトーストを口にくわえた女の子が十字路でぶつかるなんていう、かなりオーソドックスなラブコメだった。

　今どきこんなの流は行やるのか？　そんなことをガキなりに思ったのをよく憶おぼえている。

　さて――そろそろ本題に入ろう。

　なぜこんな話をしたかというと、なんと――そんなオーソドックスなラブコメ的展開が俺の身に起きたからだ。

　季節は六月終盤。

　あの悪夢のようなゴールデンウィークが終わり、初しよ夏かの日差しがアスファルトを焦がす頃ころ。俺たちにとって一年に一度の一大イベント――学園祭まであと数日を切り、そしてその先にある待望の夏休みを夢見て学園全体がソワソワしていた――ある日。

　何の前まえ触ぶれもなく、俺は登校途中で女の子とぶつかった。

　もちろん十字路で、もちろんトーストをくわえた女の子に、しかも割と――いや、かなり可愛かわいい女の子に……だ。

　普通だったらかなり喜んでいいかもしれん。

　ひょっとしたらこれを機に新たな恋が始まるんじゃねーのとか、ついに憧れ続けた二次元の世界にトリップできたとか、そのくらいの感慨は持っていいはずである。

　ただ――それには一つ、大きな問題があった。

　そう、一番厄介な問題は――その女の子が、徒歩通学じゃなかったことだろう。

　――原付。

　原付バイクである。

　恐ろしいことに、俺にぶつかってきた彼女は、バイク通学だったのだ――。



　　　♀×♂



「きゃああああああっ！　そこどいてぇ―――――っ！」

　そんな甲かん高だかい悲鳴と共に、俺おれの身体は宙を舞った。

　交通事故。

　しかも明らかな人身事故である。

　通学途中の俺は、住宅街の十字路で、横から猛然と走ってきた原付バイクに物の見事に跳ね飛ばされていた。

「ごぶはっ!?」

　呻うめき声を上げてふっ飛んでから、弾き飛ばされたボーリングのピンのごとくゴロゴロとアスファルトの上を転がる。

　いや、俺だって好きでこんなリアクション芸人みたいなことをしてるわけじゃないんですよ。反射的に受け身を取って衝撃を殺しているのだ。

　受け身が終わった後、ギシギシと衝撃に軋きしむ身体を起こす。

「うっ……」

　あー、痛いってー、死ぬかと思ったー……。

　軽く身体を動かしてダメージを測る。幸い軽傷で済んだっぽい。ただでさえ毎朝毎朝、部活の朝練に行く紅くれ羽はに叩たたき起こされてるんだ。無駄なケガなんかしたくない。つーか、やっぱり手芸部に朝練があるのはおかしいだろ。

　でも、バイクにはねられてこの程度ならラッキーなのかなぁ。

　そう思いながら両足で立ち上がる。

　我ながら頑丈な身体である。これも歪ゆがんだ家庭環境が生んだ副産物か。常人だったら間違いなく病院送りかご臨終に……。

「……って、あれ？」

　なんか視界がおかしいなと思ったら、かけていたメガネがなくなっていた。

　さっきの衝撃でどっかにふっ飛んだのか？　そこまで視力が悪いってワケじゃないんだが、スペアがないからなくなるとかなり困る。

　きょろきょろと周囲を見回す。

　おお、すげえ、結構派手なことになってるぞ。

　視界に映るのは、十字路の脇わきで無残にも引っくり返っているバイクとトーストと――。

「――げっ」

　それを見た瞬間、俺は思わず呻き声を上げていた。

　十字路ど真ん中。

　そこには、大の字で倒れたままピクリとも動かない、見慣れた制服の少女の姿が……。

「…………」

　やばい。

　あれ、たぶんご臨終してる……っ。

　目の前に広がる凄せい惨さんな事故現場に思わず目を背けたくなった。

　しかも事故の衝撃で制服のスカートがめくれ上がってしまい、柔らかそうなフトモモが惜しげもなく晒さらされて……その、かなりギリギリ。非常に対処し辛づらい状況である。

「……あの、もしもし？」

　肝心な部分に目を向けないようにしながら話しかけたんだが、返答は沈黙。

　やっぱりダメか？

　むー、でも、このまま放ほうっておくのもマズいような。現場保存とか言ってる場合じゃねえぞ。さすがに死んでたら目覚めが悪すぎる。

「……よし」

　ゆっくりと女の子の顔に耳を近づけて、呼吸を確かめてみる。

　うーん、でもよくわからないな。

　仕方なく、彼女の首に手を這はわせて脈を確認。

　うわー、温あつたけえ。ふにゅふにゅと柔らかい肌に触っていると、トクントクンと指に伝わってくる小さな脈動。お、よかった、生きてる生きてる。

　ホッと安あん堵どのため息でも吐きたいところなんだが、いつまでも女の子に触っているわけにもいかない。

　女性恐怖症。

　そう、歪ゆがんだ家庭環境が生んだもう一つの副産物。俺おれは女の子に触るのが死ぬほど苦手なのだ。自分で言うのも嫌なんだが、あんまり触ってると勢いよく鼻血が噴き出す。

「……ん？」

　ぺチぺチと軽くほっぺたでも叩たたいてやろうと、再び彼女を見て――気付いた。

　なんか……この子、すげえ可愛かわいいかも。

　ウェーブのかかった髪を二つに括くくったツインテール。活発そうな印象を抱く髪形に、柔らかそうな薄紅色の口唇くちびるに長いまつ毛。身長は女の子としては普通くらいで、わかりやすく言うと涼すず月つきと近この衛えの中間くらい。何かスポーツでもやってそうなほっそりとした体たい躯く。

　そして――そんなイメージは彼女の両脚にも。

　スラリと引きしまった脚と、それを包むニーハイのロングブーツ。うーん、そのワイルドでタイトなデザインと制服のギャップがなんとも……。

「んぅ……」

「うおっ!?」

　小さな口唇から漏れた吐息に俺は思わずのけぞった。

　パチリ、と。

　女の子の目ま蓋ぶたが開く。

　ちょっとつり上がった猫っぽい目。どことなく伝わってくる強気そうなイメージ。パチクリとまばたきをしてから、彼女はゆっくりと身体を起こした。

「あれ……アタシ……痛いたっ……」

「おい、大丈夫か？」

　見たところ他ほかにケガはないみたいだが、もしかしたら頭とかを打ってるかもしれん。事故の衝撃からか、ヘルメットも十字路の脇わきに転がってるし。

「う、うん……アタシは大丈夫だけど……」

　なぜか、彼女はそう言って急に押し黙った。

　………？

　なんだろう。

　どうしてこんなに気まずそうに黙ってるんだ。

　やっぱり、どこかケガしてるのかな？

　沈黙。

　数秒間の沈黙が流れた後――。



「どうしよう。あの人、絶対死んじゃった……」



　思わず「はい？」とスットンキョウな声を上げそうになった。

　意味がわからずフリーズする俺おれを無視して、彼女は取り返しのつかないことをしてしまったかのような重い声で、

「ア、アタシ……人をはねちゃった。どうしよう……すぐに１１０番しなきゃ……」

「………」

　大変だ。

　この人、さっきの事故で俺がお亡くなりになったと思っちゃってる。

　けど、一応ちゃんと心配してくれてるんだな。なんか気の強そうな外見だけど、案外根は優しいのかも。

「それか、やっぱり隠いん蔽ぺい工作。うん……そうよ。パトカーが来る前にさっさと証しよう拠こ隠いん滅めつしなくちゃ……」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。この女、可愛かわいい顔でとんでもねえこと口走ってやがる。

　俺のことを通りすがりの通行人か何かと勘違いしてんじゃん。

　やっぱり頭を打ってるのか、ただ単にパニクってるだけか。何にしても、１１０番より１１９番をした方がいい。

　でもまぁ、その前に誤解を解いとかなきゃなぁ。

「そんなに心配しなくても大丈夫だと思うぞ」

　俺おれの言葉を聞いて、彼女は「え？」ときょとんとした声を上げてから、もう一度ゴシゴシと目を擦こする。

　そして彼女は周囲の状況を確認してから、再び俺の顔をジーっと見つめて。

「………っ」

　瞬間、わかりやすいくらいに絶ぜつ句くした。

　まるでオバケでも見たような勢いで彼女の表情がビキビキと硬質化。

　酸欠の鯉こいみたいに口をパクパクさせてから、顔色を信号機よろしく赤から青へとカラーリング。そして「あ、あ、あああ……」と奇妙な呻うめき声を上げてから――。

「きゃああああああああっ！」

　道みち端ばたで露ろ出しゆつ狂きようにでも出くわしたような、強烈な悲鳴を上げた。

　もちろん、ここは住宅地のど真ん中である。

　………。

　いかん。

　これは、事態を余計にややこしくしてしまったのかもしれない。こんな場所でパニックになられてみろ。下へ手たをすれば近隣住民に痴ち漢かんと勘違いされて通報されるぞ。

「お、落ち着けって。俺は決してバケて出てきたわけじゃないから」

　誤解を解くために話しかける。

　すると彼女は「ひいっ」と悲鳴を上げて道路のブロック塀まで後ずさって座りこんだ。

「いやあああああ近づかないでっ！　バケモノ！　このバケモノ！」

「おい！　その言い方はひどすぎるだろ！」

　なんで初対面の人間にバケモノ呼ばわりされなきゃなんないんだよ。言っとくが俺の母親や妹の方がよっぽどモンスターだぞ。

「どうして？　どうして生きてるの？　あんなに強くはねたのに……」

「自覚があったのかよ」

「ブレーキかけるつもりで、うっかりアクセル全開にしちゃったのに」

「どうりではねられたときにブレーキ音がしねえと思ったよ！」

　まさかコイツ、最初から俺を殺す気だったんじゃねーか？　もし今の発言を録音してくれたヤツがいたら後で連絡をくれ。事によっては警察署に証拠品として提出せねば。

　にしても、我ながらよく軽傷で済んだもんだ。

　ひょっとしたら、最近身体を鍛え直してるのが良かったのか。

　ゴールデンウィークの事件以来、ときどき紅くれ羽はや近この衛えと我が家の地下道場で組み手をしているのだ。

　母さんがいなくなってからサボりぎみだったトレーニングも再開したし、耐久力が上がってるのかもしれん。組み手の方は相変わらず負けっぱなしだけどさ。

「あんた、どういう身体してるの？　ホントに人間？」

「失礼なこと言うな。俺おれは普通の人よりちょっと身体が頑丈なだけだ」

「頑丈？」

「ああ。先月も大型トラックに思いっきりはねられて入院したけど、三日で退院した」

「…………」

　彼女は、ひどく怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　………。

　……おい。

　なんだよ、そのリアクションは。

　そんな残念そうな目でこっちを見るんじゃねえよ。

「……なあ。名前はなんていうんだ？」

　唐突に自己紹介を要求。

　いや、もしコイツを救急車に乗せるとしたら救急隊員に名前を教える必要があるかもしれないし。身元の手掛かりぐらいは掴つかんでおかないと。

「……えっ」

　しかし。

　彼女はなぜか、俺の質問にぷいっと目を逸そらした。

「ど、どうしてそんなこと訊きくのよっ」

「……？　いや、だってお互いの名前くらいは知っとくべきだろ。そんなに困ることか。　その制服を着てるってことは、浪嵐学園うちの生徒なんだろ？」

「………」

　彼女は「うっ」と唸うなってから気まずそうに俯うつむいた。

　そして、ちょこちょこと桃色の口唇くちびるを動かして――。

「……山やま田だ」

「は？」

「いや、だから山田。それがアタシの苗みよう字じよ」

「……へぇー。で、名前は？」

「ルーシー」

「ルーシー山田!?」

「何よ。いい名前じゃない」

　フンと短く息を吐いてから、彼女は胸を張ってキッとこちらを睨にらみつけてきた。

　ルーシー山田。

　……偽名だ。

　絶対に偽名だ。

　じゃなきゃ日本人のくせにそんなかっこいい名前はありえねえ。

　まいったな、全然信用されてないじゃん俺おれ。そこまで怪しい言動をしたかな。人に慣れてない野ウサギみたいに警戒してるよコイツ。

「ちょっとはこっちを信用しろよ。そもそも、おまえが俺のことをはねたんだろ？」

「あんたが避けなかったのが悪いのよ。あと、さっきからおまえおまえってうるさい」

「なら本名を言え」

「ヤダっ」

「じゃあ学年。それくらい教えてもいいだろ？」

「……二年生よ。あんたは？　これで後輩だったらタダじゃおかないんだからっ」

「残念。俺も二年だ。クラスは別みたいだけどな」

　クラスメイトだったらさすがに気付く。うちの学園は結構生徒数が多いからな。たぶん一度も顔を合わせたことがないんだろう。

　――と。

「……ん？」

　ブロック塀に背中を預けて座る女の子。

　そのフトモモの間に、何やらキラリと輝く見慣れた物体が……って、おい。

　あれって、俺のメガネじゃん。

「ヤっ……ヤダっ、あんたどこ見てんのよっ！」

　彼女は、顔を赤くして自分のスカートを押さえた。そのせいで、メガネはスカートの裾すその中に隠れてしまう。

　それにしてもなぜあんなポジションに。

　うーん、マズイな。もしかしたら踏まれたりしてるかもしれん。あれは俺にとって大切なものだ。一いつ刻こくも早く回収せねば。

「な、なに？　なんでそんなにアタシのスカートを見るの？」

「いや、だってその中に俺の大切なものが……」

「大切なもの!?」

　彼女は再びバッとスカートに手を当ててから、ますます赤せき面めんした。なんだよ、間違ったことは言ってないぞ。それは俺にとって唯ゆい一いつ無む二にのメガネなんだ。

「あ、あんた……こんな住宅地のど真ん中で何を言って……」

「？　何って、俺はおまえのスカートの中にあるものが欲しいんだよ」

「なっ……」

「でも、自分じゃ回収しづらいから、おまえが取ってくれないか？」

「アタシが自分で取って渡すの!?」

「そうだよ。さすがに俺おれがやるわけにもいかないだろ」

　それこそ、ここは住宅地のど真ん中。

　女の子のスカートの中に手を突っ込むわけにもいかないしさ。

「で、で、でも、こんな場所でいきなりそんなこと言われても……」

「そんなことって、簡単なことじゃねえか」

「かっ……簡単って……」

「ああ、すげえ簡単だ。幼稚園児でもできる」

「あんた幼稚園児にそんなことやらせてんのっ!?」

　彼女は信じられないといった表情で叫んだ。

　いや、それくらいできるだろ。高校受験の面接のとき、緊張のせいでうっかりメガネを部屋に忘れてしまい、紅くれ羽はに届けてもらったことがある。うちの妹にできるんなら、幼稚園児にもできるはずだ。

「さすがに俺は幼稚園児にやってもらったことはないけどさ、妹にならあるぞ」

「なっ……」

「ポケットに入れて、ちゃんと高校受験の面接会場まで届けてくれたし」

「めっ……面接会場って……なんでそんな場所に？」



    


  
    
      



    


  
    
      「え？　だって必要だろ？　受かるためには」

「マジで!?」

「ああ、俺おれにとっては必需品。下へ手たなお守りとかよりよっぽど大だい事じだ」

「大事って……あんた、それを面接官に渡したわけ？」

「はあ？　んなわけねえだろ。なんで渡すんだよ」

　ワイロにすらならねえぞ。

　もちろん、俺が面接会場でしたことは……。

「渡さずに、ちゃんと自分で身に着けた」

「身に着けちゃったんだ!?」

「おかげでそのときの面接はすごく上う手まくいった」

「いやいやいや！　上手くいっちゃダメでしょ！」

「面接官の男性も『それどこの店に売ってるの？　私も欲しいなぁ』って……」

「いやああああああああっ！」

「？　まぁそんなわけで、あのときばかりは妹に感謝したけどさ」

「……で、でも、いくらなんでも妹もそんなもの届けるのは嫌だったんじゃ……」

「あー、そうだったかな。受け取ったときにお礼を言ったら『もう、兄さんったら恥ずかしいことさせるんだから』って赤くなってたっけ」

「そりゃ赤くなるわぁ―――――っ！」

　ビシッと彼女はツッコミを入れた。うん、俺から見てもキレのいいとても見事なツッコミだ。けどなぜにツッコミ？　紅くれ羽はは『受験するわけでもないのに会場に来るのは付き添いみたいで恥ずかしいっ』って言ってただけなのに。

「でも、ガリガリ君を奢おごるって言ったら許してくれたし」

「ガリガリ君一本で!?」

「ん？　なんだ。もしかしておまえもガリガリ君が欲しいのか？」

「い、いらない！　絶対いらないっ！」

「ならいいか。――けど、おまえは俺をはねたんだからそれくらいしてくれてもいいだろ？　おまえがどうしても嫌だって言うんなら……まあ、俺がやるけどさ」

「っ」

　彼女は耳までカアッと赤くして、うるうると瞳ひとみに涙を浮かべた。

　そして、数秒の沈黙が流れた後。

　――彼女は。

　ゆっくりと、何やら恥ち辱じよくに口唇くちびるを噛かみしめながら、モジモジと自分のスカートの中に手を伸ばして――。



「……やっぱり、無理……」



　スカートの裾すそを摘つまんだところで、ヘナヘナと手を下ろしてしまった。

　いや、無理って言われましても……。

　困惑する俺おれに、彼女は消え入りそうな声で、

「だから……あんたがやって」

「は？」

「だ、だから、あんたがやってって言ったの。アタシはそんなことできないから……っ」

　ツンっと、恥ずかしそうに視線を逸そらしてしまった。

　………。

　えーっと、どうしよう。

　とりあえず、周囲に人ひと気けがないかを確認。幸い（？）、猫一匹いないようなんだが……。

「い、いいのか？　後で金とか請求するなよ？」

「う、うん。ほら、さっさとしてよっ」

「………」

　と、とりあえず、状況確認。

　目の前で座り込む女の子。

　見慣れた浪ろう嵐らん学がく園えんの制服。

　きっちりとプリーツのついたスカート。

　ぷにぷにと柔らかそうなフトモモが作りだすわずかな隙すき間ま――。

「………っ」

　お、落ち着け俺。

　回収。

　そう、俺はメガネを回収するだけだ。

　決して、こんな往来でやましいことをしようってわけじゃない。

　脳内で映画『インディ・ジョーンズ』のメインテーマが鳴り響く中、ゆっくりと彼女のスカートの中に手を伸ばして――。

「ぷべら!?」

　衝撃が――身体を襲う。

　蹴けり。

　それもかなり強烈な一撃である。

　突とつ如じよ放たれた彼女の右みぎ脚あしが、俺の腹ふく部ぶに突き刺さっていた。

「おっ……おまえ、いきなり何すんだよ……」

　うおおおこの女、なんの躊ちゆう躇ちよもなく俺のミゾオチを蹴りやがった。しかもロングブーツのカカトで。マニアだったら間違いなく悶もん絶ぜつしてる一撃だぞ。

「黙れヘンタイっ！　さっきのは全部ウソ！　あんたがアタシの蹴けりの間合いに来るまで待ってたに決まってるでしょっ!?　そもそも、誰だれがあんたなんかに脱がせるかっ！」

「脱がせるって、おまえなんか勘違いしてるぞ。俺おれはただスカートの中の……」

「う、うるさい！　死ね！　アタシに蹴けられて死ねっ！」

「おい、少し落ち着……わっ!?」

　ひゅおんと風を切って繰り出される蹴りをかわす。

　むぅ、にしてもやけに鋭い蹴りだ。

　もしかしたら何か格闘技でもやってるのかもしれん。

「泣け！　叫べ！　そして死んじゃえっ！」

「くっ、だから落ち着けって！　そんなに暴れたら俺のメガネが危ないだろうが！」

　顔面めがけて飛んできたロングブーツをかわしてから、彼女の足元にあったメガネを拾う。……危ねえ。もうちょっとで踏みつぶされるとこだったぞ。

「………。なにそれ」

　ふと、間の抜けた声が響く。

　見ると、彼女はメガネを持つ俺をきょとんとした表情で見つめていた。

「まさか、それがあんたの欲しいものだとか言うんじゃないでしょうね？」

「あのなぁ……だからさっきからそうだって言ってるだろ。つーか、おまえは俺が何を欲しがってると思ったんだよ」

「うっ……」

　再び頬ほおを上気させてから、ぎゅぅ～っとスカートの裾すそを掴つかむ女の子。

　一体何がしたいんだこの女……って、いい加減名前がわかんないのもめんどくさくなってきたなぁ。

「……しゃあない」

　こうなったらこっちから自己紹介するか。

　やれやれと息を吐いてから、俺はゆっくりとメガネをかけた。

　しかし。



「――あ、」



　なぜか。

　彼女はメガネをかけた俺を指差して、表情を変えた。

　まるで、街まち中なかでバッタリ知り合いにでも会ったみたいな感じである。

「……？　なんだ？　俺のこと知ってるのか？」

　学園じゃずっとメガネをかけてるから、それで気付かれなかったのかな。さっきはねられたときはかけてたけど、あんな一瞬で顔を確認するのは無理だったろうし。

「――うん、よく知ってるわ。ホントに……どうして気付かなかったんだろう」

　と。

　それは――あまりにも一瞬の出来事だった。

「!?」

　――蹴けり。

　強烈なハイキックである。

　突然蹴り上がった彼女の右みぎ脚あしが、物の見事に俺おれのアゴを捉えていた。

「がっ……!?」

　がくん、と。

　糸の切れた操り人形みたいに、ヒザの力が抜けてしまう。

「………っ」

　……ヤバイ。

　――ピンク。

　ピンクだった。

　舞い散る桜のような薄桃色の布地に、ちょこんと可愛かわいらしいリボンがあしらわれていた。

「…………」

　……いや。

　待ってくれ。

　違うんだ。

　別にコイツが意外に可愛らしいパンツ穿はいてることにビックリしたわけじゃなくて、十分避けられるタイミングだったが、チラリズム的なことに全神経を集中させてしまったがために、かなりエグい角度で蹴りを喰くらってしまったというか……。

「……って、何の弁解にもなってないじゃん俺！」

　自分のバカさ加減にツッコんでから、フラフラとした足取りで後ろに倒れてしまう。

　視界が歪ゆがみ、意識が薄れるほどの衝撃。いや、これはすべてさっきの蹴りのせいであって、別にコイツのパンツを見たからでは……。

「ふぅん。こんなにあっさり喰らっちゃうんだ。あんた、あいつのお兄ちゃんにしては大したことないのね」

「……なっ」

　……お兄ちゃん、だと？

　おまえ……紅くれ羽はのことを知ってるのか？

　必死にそう問い返そうとしたが、気付いたときには、ロングブーツのカカトが仰あお向むけに倒れた俺おれの腹ふく部ぶに突き刺さっていた。

「ぐほっ!?」

　口から無む理り矢や理りに空気が吐きだされる。

　……いかん。

　これは、マニアじゃなくても死ねるぞ。

　しかも、この位置からだとプリーツスカートの中が見えそうで見えない。しかし、その分タイトなロングブーツに包まれたほっそりと引き締まった彼女の脚あしが視界を埋め尽くして……って、だからこんな状況で何を考えてるんだ俺は……！

「ホントに……ホントに信じらんない。どうしてあんたなんかが……っ」

　ロングブーツで俺をぐりぐりしながら、彼女は冷たい声で言い放つ。

　しっかりとした、嫌けん悪おを込めて。

　そして。

「――ねぇ、教えてよ」

　彼女は。

　疑問に満ちた目で、俺を見下ろしてから――。



「どうしてあんたなんかが――スバル様の友だちになれたの？」



「お、おまえ……」

　一体、誰だれなんだよ？

　疑問に固まる俺に、彼女はそのフワフワしたツインテールを揺らしながら、応えた。

「いいわ。せっかくだから教えてあげる。アタシは――宇う佐さ美み」

「……ウサギ？」

「………っ！　う・さ・み！　ウサギじゃないっ！」

　さらにカカトに力が込められる。ぐぅ……こ、呼吸ができねえ。なんてこった。まさかコイツ、俺を新しい趣味か何かに目覚めさせる気じゃねーだろうな。

「もう一回言ってあげるからちゃんと聞きなさい。アタシの名前は……」

　彼女――いや、宇佐美は。

　俺に言い聞かせるように、もう一度口を開いて――。



「浪ろう嵐らん学がく園えん手芸部二年――宇佐美マサムネ」



「………」

　とりあえず、結論。

　やっぱり、うちの学園の手芸部はマトモじゃないらしい。

　視界に映るロングブーツ。

　いったん宙に浮いたそのカカト。

　それが再びミゾオチに振り下ろされる瞬間、俺おれはそんなことを思った。



　　　♀×♂



「ぎゃあああああああっ！」

　不意に意識が覚かく醒せいした。

　目を開けた瞬間、がばりと横になっていた身体を起こす。

「……痛いたっ」

　腹ふく部ぶに残る鈍い痛み。

　シャツをめくって見ると……うわー、やっぱりアザになってるよ。この被害状況を見ると、さっき見た光景は悪夢でもなくどうしようもない現実であって……。

「くそ、あいつ……」

　ウサギ……いや、宇う佐さ美みマサムネだっけ？　あの性しよう悪わる女おんな、人のことをワイン造りのブドウみたいに踏みまくりやがって。おかげで断だん末まつ魔まじみた悲鳴を上げちまったぞ。

「……はあ、」

　落ち着くために、一度大きく息を吐いた。

　というか……ここはどこなんだ？

　状況がわからずに、周囲を見回していると……。



「ジロー……大丈夫か？」



　どこか不安そうなアルトボイス。

　声の方に視線を移すと、そこにいたのはアンティークドールみたいに整った輪りん郭かくをした完かん璧ぺきな美少年。ぴっちりとしたパンツにベスト。そしてどこか高貴な感じがする燕えん尾び服ふく。普通とは違う制服……いや、執しつ事じ服。

　近この衛えスバル。

　学園理事長の一人娘、涼すず月つき奏かなでに仕える男装執事。学園中の生徒から『スバル様』なんて呼ばれる王子様は、俺がいるベッドの脇わきのパイプ椅い子すに座りながら、透き通った瞳ひとみで心配そうにこちらを見つめていた。

「近衛？　えーっと、ここは……」

「保健室だ」

　近この衛えは落ち着いた声で言った。

　む、確かに。薬品の入った棚に二つの白いベッド。ツンと鼻につく消毒液の臭におい。ここはうちの学園の保健室。なんで俺おれはこんなところにいるんだ？

「驚いたぞ。登校してたらおまえが道みち端ばたで気絶していたから。そのまま放置するのもなんだったから、ここまで運んできたんだ」

　ああ、なるほど。どうやら俺は、あの宇う佐さ美みってヤツに脚あしでぐりぐりされて失神してしまったらしい。自分でも言いたくないけどさ。

「ジロー、もしかして車にでもはねられたのか？　おまえが倒れている近くに車のボディの破片みたいなものがいくつか落ちてたんだが……」

「ああ、まぁそんなもんだ。ちょっと打ち所が悪くて気絶してたみたい」

　若干事実を改ざんする。

　いや、だって女の子に蹴けられて蔑さげすまれてぐりぐりされて失神したとか言ったらなんかアレでしょ？　あいにく俺はそこまで特殊な性せい癖へきは持っていない。

「わざわざ運んでくれて悪いな。でも、大したケガはないみたいだ。おまえだって、俺の身体の頑丈さは知ってるだろ？」

「……うん。それはいいんだが……」

　なぜか、近衛は気まずそうに俺から視線を逸そらした。

　あれ？　なんか……今日のコイツちょっと変じゃないか？　普段だったらもっと無愛想で仏ぶつ頂ちよう面づらなのに。これじゃまるで、俺のことをすげえ心配してるみたいな。

「……なぁ、ジロー。一つ訊きいていいか？」

　近衛は、意を決したように口を開いてから、

「おまえは眠っている間『もうお許しください女王様ぁああああっ！』とか、よくわからない寝言を延々と叫んでいたんだが」

「！」

「あと『これ以上ぐりぐりされたら違う世界が見えてきちゃう！』とか」

「………」

「そして『二万！　二万円あげるからもう勘弁して！　あっ、やぁ、んっ、ひぁっ、もっ、もぅだめぇ……』と。仕し舞まいには……」

「ああああああああああっ！」

　俺は雄たけびを上げて近衛の言葉をさえぎった。

　……すげえ。

　さっき体験した出来事が、かなりダイレクトで反映されちゃってるじゃん。

「だ、大丈夫。ちょっと嫌な夢を見ただけだから」

「本当か？　悪あく霊りようか何かに取り憑つかれてるとしか思えない有あり様さまだったんだが……」

「心配するな。最近そういう夢をよく見るんだ」

「よく見るのか!?　ひょっとして心を病んでるんじゃないか!?」

「問題ない。決してそういう特殊性せい癖へきに目覚めたわけじゃないから」

「……むー。ならいいんだが……。というのも、今け朝さあの住宅街でちょっとした事件があったらしくてな」

「事件？」

　聞き返すと、近この衛えはやけに真剣な表情で、



「なんでも――通学途中の女子高生が痴ち漢かんの被害にあったとか」



　背中からものすごい勢いで脂汗が噴き出した。

　近隣住民めぇえええさてはマジで通報しやがったなああああっ。

「結構な騒ぎだったぞ。近くに住む主婦が女の子の甲かん高だかい悲鳴や男女が争う声を聞いたそうだ」

「へ、へぇー、そりゃ物ぶつ騒そうだなぁー……」

「さすがにおまえは無関係だと思って運びだしたんだが……よかったんだよな？」

「もちろんだ！　女の子のスカートの中に手を入れるとか、そういうことをしそうになったわけじゃないぞ！」

　脳内で通学ルート改変サミットが急きゆう遽きよ開催。あの住宅街はしばらく通らないようにしよう。もしかしたら警察官が張り込んでいる可能性がある。

「それより、涼すず月つきはどうしたんだ？　一緒じゃなかったのか？」

　これ以上の追及を避けるため、強引に話題をチェンジチェンジ。

　近衛は『監視のため』とか言ってときどき俺おれと二人で登校するんだが、今朝はそうではなかった。だとしたら涼月と一緒に登校していたはずである。そういうときは屋敷の車で送り迎えされてるっぽいのだが。

「ボクはおまえの付き添いでここに来たが、お嬢様は授業中だ。といっても、もう一限目が終わってしまうがな」

「そうなのか。まぁ一限はサボっちまったが、涼月がここにいないんならいいや」

　保健の仲なか本もと先生がいないのも気になるが、きっと職員室にでも行ってるんだろう。一限はあとで黒くろ瀬せにでもノートを見せてもらえばいいし。あー、でもあいつの字ってすげえ汚いんだよなぁ。

「………むー」

　不機嫌そうなアルトボイス。

　見ると、近衛が不満げに眉み間けんに小さなしわを寄せていた。

「ジロー。前々から言おうと思っていたんだが……おまえ、最近お嬢様のことを避けてないか？」

　ぎくっ。

「具体的に言うなら、ゴールデンウィークが終わったあたりからだ」

　ぎくぎくっ。

「おまえはあの頃ころから、お嬢様が治療プログラムを組んでも、予定が合わないとか言って断るようになった。いや、それだけじゃなく学園内でもお嬢様を避けている気がする」

　ひょっとして、お嬢様との間に何かあったのか？

　近この衛えは尋じん問もんする刑事の目でそう問い詰めてきた。今にもカツ丼どんとか振る舞いそうな勢いである。

　けど――コイツの言うことは間違っちゃいない。

　ここ最近、俺おれは涼すず月つきのことを避けていた。

『悪い、今日は録画した深夜アニメを徹夜で観賞しなくちゃいけないんだ！』とか、かなり無理な言い訳を作って女性恐怖症の治療を断ったりもした。

　そう、すべては、あのゴールデンウィーク最終日から。

　涼月奏かなでに――俺のファーストキスを奪われてからである。

「………」

　……ダメだ。

　思い出しただけでも気分が重くなる。

　よ、よりにもよって、はっ……初めてのキスがあのお嬢様とは……っ。

　正直な話、俺は精神的にかなり参っていた。どれくらい参っているかというと、気付いたらどこからかキテ×ツ大百科のエンディングテーマが聞こえてくるのだ。幻聴である。このままではあの黄色いカラクリロボットの幻覚が見えてくるのも時間の問題だろう。

　しかも、ただ奪われるならまだしも、相手はあの涼月奏である。

　絶対に、面白がってやったに決まってる。

　いや、俺だってあらゆる可能性を考慮しましたよ？　もしかしたらあいつは俺に気があるんじゃねーかとか、そんな突拍子もないことを考えたりもした。

　けど、それだけはありえない。

　だって、あの涼月だぜ？

　あの愉ゆ快かい犯はんのことだ。うろたえる俺を見て心底楽しんでるに決まってる。それにしてもやりすぎだろ。普通キスまでするか？　お嬢様のくせに若手芸人なみに身体はってやがる。

　でも――そろそろ限界だと思ってたんだ。

　さすがにいつまでも無理な言い訳が通じるとは思えない。

　だから、こちらも何か対策を立てたいところなんだが……。

「何か悩みがあるんだったら、ここで打ち明けた方がいいぞ」

　俺おれの心境を悟ったのか、近この衛えはマジメな口調で訊きいてきた。

「だって、ボクとジローは……その、友だち同士だろう？　友だちなら、相談に乗ってやることぐらいできる」

「近衛……」

　うわー、なんていいヤツなんだコイツ。主あるじとは大違い。心の友よ！　思わずそんなどっかのガキ大将みたいなセリフを叫びそうになるくらいの献身ぶりであった。

「でも、それには一つ条件がある」

　しかし。

　感銘を受ける俺に、執しつ事じはさも当然のようにそう言った。

「ボクがおまえの相談に乗る代わりに、おまえにはボクの要求を一つ聞いてもらう」

「……むっ」

　うーむ、そうきたか。

　ちょっと意外。

　こういうのは涼すず月つきの専せん売ばい特とつ許きよだと思ってたんだが、まさか近衛がこんな手段に出てくるとは。それとも、そこまで重要な要求なんだろうか。

　考え込む俺に、近衛はふぅっと息を吐いてから、まるで勇気を振り絞るような、一生懸命な口調で。

「――学園祭の日、ボクと一緒にいて欲しいっ」

　どこか不器用に、そう告げた。

「……学園祭？」

「ああ。もうすぐ学園祭があるだろう？　相談に乗る代わりに、ジローはボクと二人で学園祭を回って欲しいんだ」

「いや、それは別に構わないけど……おまえ、涼月と一緒には回らないのか？」

　主と執事なのに。しかも昔と――四月の事件が起きる前とは違って、今のコイツらは学園内でもかなり仲が良い。どうせなら、あいつと回った方がいいんじゃ。

「お嬢様は学園祭期間は委員長の仕事でお忙しい。ほら、クラス委員長は学園祭実行委員のサポートをするだろう？」

「それもそうだけど……」

　近衛の言う通り、うちの学園ではクラス委員長が、そのクラスの学園祭実行委員のサポートをするのが通例である。要は二人でクラスの出し物などを切り盛りするのだ。

　ちなみに、うちのクラスの学園祭実行委員は田た村むらって男子で、出し物はなんとコスプレ喫茶。

　これがコスプレさせた女子をウェイトレスにしようっていう若干マニアックな趣向の出し物なんだが、当然のごとく企画段階で女子の猛反対にあった。

　しかし、田た村むらはそれにまったく臆することなく戦い、最終的には多数決による決戦において勝利を――女子のコスプレを観賞する権利を勝ち取ったのである。

　もっとも、男子の誰だれかが『おまえ、女子の評判ガタ落ちだから、きっとこれから冷たい目で見られるぞ』と注意したら、田村が『いいんだ……俺おれ、そういうの好きだし』と衝撃的なカミングアウトをかましたときはちょっと引いたが。

　ともかく。

　ヘンタイ……いや、田村のおかげでうちのクラスの出し物はコスプレ喫茶に決まり、クラス総出で準備にあたることになった。

　当然、学園祭実行委員とクラス委員長は当日もその渦か中ちゆうにいるはずなのだが……。

「おまえのことだから、執しつ事じとして主あるじを手伝うとか言い出しそうなのに」

「……うん。ボクもそう言ったんだが……」

　近この衛えは少し困ったような顔で俯うつむいた。

「お嬢様が、私なんか気にしないで学園祭を楽しんできなさい、と。きっとボクに気を使ってくれたんだろう。でも……」

「でも？」

「その……学園祭をどう回ったらいいか、わからないんだ」

　近衛は、不安そうな表情でそう呟つぶやいた。

　……そういうことか。

　近衛は今年の四月――俺に女の子だってことがバレるまで俺以外の友だちがいなかった。それに涼すず月つきとの関係も修復されていなかった。

　だから、本当にわからないんだ。

　学園祭をどう楽しんだらいいか……が。だって、誰だれも友だちのいなかったコイツは、去年の学園祭をたった一人で過ごしていたはずなのだから。

「……バカだなぁ、おまえ」

　そういうことならわざわざこんな要求をしなくてもよかったのに。それこそ、俺はおまえの友だちなんだ。――いや、友だちだからこそ、もし断られたらどうしようって不安に思ってたのか。

「心配すんなよ。一緒に回ろうぜ、学園祭」

「……うん。ありがとう。きっと……楽しい学園祭になる」

　途端、近衛の顔は明るくなった。

「よし、次はジローの番だ。このボクに何でも相談するがいい」

「……わかったよ。そこまで言うなら打ち明ける。でも……驚かないで聞いてくれよ？」

「心配するな。ボクは執事だ。多少のことじゃ驚きはしない」

　ふふんと自慢げに近この衛えは胸を張った。いや、執しつ事じだからこそ驚くんじゃないか。なにせ自分の主あるじのキスの話題だからな。逆に激げつ昂こうされないか心配だよ。

「どうした。遠慮せずに何でも言ってくれ」

「あ、ああ。じゃあ言うぞ？　実は、俺おれのファーストキスについての話なんだけど――」

　ガタンッと。

　俺が言いかけたところで、近衛はパイプ椅い子すを揺らして立ち上がった。

　なぜか、ほっぺたがやけに紅こう潮ちようしている。

「どっ……どうして今その話になるんだ!?」

「いや、どうしても何も……って、おまえも詳しい事情を知ってるのか？」

　問い返すと、近衛はますます顔を赤くして黙り込んでしまった。むむ、まさか涼すず月つきのヤツ、近衛に話してたのか？

「おまえこそ、どうして今さらそんな話を……。まさか……お嬢様か!?」

　そうだよ、おまえの主にキスされたんだよとストレートに言ってやろうかとも思ったが、やめておこう。コイツのことだから卒倒しかねない。

「まぁ……そんなとこだよ。おまえの思ってる通りのことが起きたんだ。いきなりだったからビックリしたけどさ……」

　なるべくオブラートに包んで言った。

　すると、どうしてか近衛はあわあわと口をパクパクさせて、

「ボクだってビックリしたさ。だっ……だって、あれが初めてだったから……」

「いや、それもあいつから聞いたんだが……ホントなのか？」

　涼月いわく、あれがあいつにとってもファーストキスだったとか。でも、にわかに信じられん。イメージ的に、あいつはそういう経験が豊富そうな気が……。

「バカなことを言うな！　は、初めてだったに決まっているだろう……っ！」

　頑かたくなに涼月の疑惑を否定する執事くん。

　すごい剣けん幕まくだな。まるで自分にかかった疑いを晴らすような必死さを感じる。

「でも、どうして今さら……もう二ヶ月も前のことなのに……」

「二ヶ月？」

　はて？　キスされたのは先月だから一ヶ月前になるんじゃ。

「けど……あれは全部おまえが悪いんだぞ！　あのときは、ししし仕方なく……」

「確かに、避けられなかった俺も悪いし、もう終わったことだから仕方ないとも思う。でも……初めてだったんだぜ？」

「うっ……そ、それもそうだが……」

「だろ？　あーあ、できることならやり直したいくらいだよ」

　まったく、どうにか今から時間を巻き戻せないものか。

　そんなことを考えながら深々とため息を吐いていると――。

「な、な、なっ……」

　近この衛えが、驚きよう愕がくに目を見開きながらあんぐりと口を開けていた。

　大丈夫かコイツ。なんかアゴが外れそうな勢いだぞ。

「ジロー……い、いいい今なんて……」

「？　いや、だからやり直したいって」

「そんなに……その、やり直したいのか？」

「ああ、できることなら今からでも」

「今から!?」

　急に近衛の声が裏返った。

　そんなの当然だろ。なにせあれが紛れもなく俺おれのファーストキスだったはずなのだ。それは涼すず月つきにとっても一緒なんだけど、そっちはできることならクーリングオフしたい。

「しかし、こんな場所で……いきなりそんな大胆なことを言われても……」

「こんな場所って……別に構わないだろ。今は俺たち以外に誰だれもいないんだし」

　話し合うだけなら申し分ない。

　そもそも、相談してくれって言ったのはおまえじゃんか。それにそこまで大胆なことを言っているか？　俺はただ過去のトラウマを抹消したいだけなのに。

「確かに、ボクらは今二人きりだが……」

　ぎゅぅぅぅっと、近衛は頼りなさげに制服の裾すそを小さな掌てのひらで握った。

　？　なんでコイツはこんなに恥ずかしそうにしてるんだろう？　やっぱりこんな相談をされるのは嫌だったのかな。

「でも、最初に『してくれ』って言ったのはおまえじゃなかったか？」

「ボクがいつそんなことを言った!?」

「いや、言っただろ。何でもしてくれって」

「!?　言ってない！　たっ……確かに相談してくれとは言ったが……」

　ほら、だから言ったんじゃねーか。始めたからには終わるまで相談に乗ってくれなきゃ困る。持ちかけたからには、ちゃんと最後まで話し合わせてくれ。

「俺は、もう何から何までおまえに打ち明けたんだ。今さら引き返すことなんかできない」

「………っ！」

「頼む。だから……ちゃんと、最後までさせてくれ」

「さっ、最後!?　それって……っ」

「決まってるだろ？　俺が満足するまでだ。この一ヶ月、俺はずっと悩んでたんだから」

「っ！」

　どうしてか、近衛は頭から湯気が立ち上りそうなくらい紅こう潮ちようした。

　そして、かなり長い時間俯うつむいてから。

「……わ、わかった」

　下を向いたままで、消え入りそうな声で了承した。

「でも、さささ最後までするのはちょっと……。ほら、ここは保健室だ。もしかしたら誰だれかが来るかもしれないし……。それに……ボクにも心の準備が……」

「………？」

　つまり、もっと落ち着ける場所で話し合おうってことか？　むー、かなり長い話し合いになることを近この衛えも予感しているのかもしれん。心の準備ってのは意味がわからないが。

「だから……ここでするのは、とりあえず――だけということで」

「ん？　今なんて言ったんだ？　途中がゴニョゴニョしてよく聞こえなかった」

「なっ……いっ、今さら言わなくてもわかるだろうがっ！」

　くそぅ……ジローのいじわる……っ。

　そんな風ふうに、近衛は消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　――と。

「……んっ」

　ゆっくりと。

　彼女は、まるで何かを怖がるみたいに静かに目ま蓋ぶたを閉じた。

　そして、小さな口唇くちびるをちょこんと前に出す。

　………。

　あれ？

　何か、取り返しのつかない展開に突き進んでる感じがするのは気のせいだろうか？　このままだと、まったく予期していなかったエンディングに辿たどり着いてしまうような……そんな気さえする。

「ほら、するんなら……早くしてくれ」

「？　するって……何を？」

「っ！　おまえがそこまでひねくれたヤツだとは思ってなかったぞ！」

　近衛は。

　微かに瞳ひとみを潤うるませ、拗ねたように「むーっ」と唸うなってから。

「だから……キスだ」

「………は？」

「『は？』じゃない！　まさか……ここまでしてとぼける気なのか？　おまえが……おまえがしろって言ってきたくせに……っ」

「…………」

　………。

　ヤバイ。

　なんか状況がわけわからんことになってる。

　どうしてこうなった？

　目の前にはスバル様。

　整った輪りん郭かくに小さな口唇くちびる。

　ほんのりと赤い、きれいな桜色――。

「……んぅ」

　――彼女は。

　何かを堪こらえ切れなくなったのか。

　頬ほおを染めたままで、ゆっくりと、俺おれの身体によりかかるように体重を預けてきて――。



「あなたたち、こんなところで何をしているの？」



　保健室に響き渡る凛りんとした声。

　思わず声のした方に視線を向けると、ドアを開けて保健室に入ってきたのは艶やかな黒髪をツーサイドアップにした美少女の姿。

　近この衛えと同じ、一般生徒とは違うどこか高貴な印象を受ける制服。思わず見とれてしまうような凛り々りしい表情に抜ばつ群ぐんのプロポーションを持った、正しよう真しん正しよう銘めい筋すじ金がね入りのお嬢様。



    


  
    
      



    


  
    
      　涼すず月つき奏かなで。

　彼女は、向かい合う俺おれたちをどこか冷めた視線で観察していた。

「お、お嬢様!?　ち、違うんですっ！　これは、ジローが強引に……っ！」

　凄まじい勢いで俺の身体から離れる執しつ事じくん。

　おい。強引にって、いきなりキスするとか言い出したのはそっちなんじゃ……。

「ふぅん、そうなんだ」

　涼月はちらりと俺を一いち瞥べつしてから、いつもの落ち着いた感じでこっちへ近づいてきた。

　うう、なんでこんなに普通なんだコイツ。あの衝撃的な事件から約一ヶ月、未いまだに俺の心の傷は癒えてないってのに。

「まぁ、何をしようと構わないけど、気を付けてね。学園じゃあなたは男の子ってことになってるんだから、私以外に見られたら誤解されちゃうわ」

「うっ……も、申し訳ありません……」

　近この衛えは飼い主にしかられた犬のようにシュンとうなだれた。

　そのまま俺をジト目でギロリとひとにらみ。

（全部おまえが悪いんだからなっ）

　小声で呟つぶやいてから、ギラギラとプレッシャーをかけてくる。

　いや、だから俺が何をしたんだよ。

「おはよう、ジローくん。なんだかこうやって話すのは久しぶりね」

　ベッドの横に来た途端やけに優しい表情で微笑ほほえむ涼月。

　ふざけんな。おまえとの会話に、俺が大人おとなしく応じると思ったか。

「じゃあな、近衛。俺は先に教室に戻ってるよ」

　言いながら、ベッドを飛び降りて出口へと向かう。

　このお嬢様のことだ。どうせ塞ふさがりかけた俺の心の傷を強引に切開するに決まってる。なのでここはディスコミュニケーション。逃げるが勝ちである。

「――ダメ。逃がさないわ」

　ガシッと。

　いきなり涼月の細い腕が俺の腕に回され……いや、身体ごと抱きついてきた。

「……っ!?　て、てめえっ！」

　ぎゃあああなにすんだこの女。さては俺が逃げるのを予測してやがったな。

「は、離せ！」

「あら、どうして？」

「どうしてって……おまえは俺が女性恐怖症だって知ってんだろ!?」

「そうね。だからこれはちょっとした治療よ」

「治療って……！」

　どう考えても荒療治じゃん。まさかコイツ、最近俺おれが治療プログラムをサボってたことを怒ってるのか？　それにしても唐突すぎだろ。近この衛えだって目を丸くして驚いてるぞ。

「ぐっ……！」

　……いかん。

　ざわざわと鳥とり肌はだが増殖して、全身から冷や汗が噴き出してきた。

　発作の前兆である。

　それに、二の腕あたりに押しつけられた……この柔らかで弾力のある感触は……！

「わ、わかった！　わかったから離してくれ！　さすがにまた失神したくねえんだよ！」

　耐え切れずに腕をバタバタさせながら叫ぶと、涼すず月つきは「はい」とすぐに手を離した。

　……あれ？

　なんか、このお嬢様にしてはやけにあっさりと解放してくれたような……。

「へぇー、ジローくんってなかなかいい趣味をしてるのね」

　凛りんとした響き。声のした方に視線を向けると、そこにいたのは赤いプラスチックの塊かたまりを右手に持った涼月……って、おい。

　あれって、俺のケータイじゃん。

「はっ！　まさか、さっきのタックルのときにスッたのか!?」

　やられた。

　デビル涼月め。やけにあっさり拘束を解くと思ったら、本当の目的はドサクサに紛れて俺のケータイを制服のポケットから抜き取り、人質ならぬ物質にすることだったのか。

　それにしてもなんて手て際ぎわの良さ……いや、この場合は手て癖くせの悪さとも言うが。

「さあ。これでもう逃げられないわね」

　はっきりとした勝利宣言。

　くそっ………まだだ！

　いくら涼月でも、戦闘能力的にはただの女の子である。

　それなら、力押しでなんとかなる。あまり暴力的なことはしたくないが、強引にケータイを奪い返してしまえば――。

「――なんて、物ぶつ騒そうなことを考えているかもしれないけど、ごめんなさい。たった今、このケータイの防犯ロックを作動させたわ」

「！」

「あと、暗証番号も変えちゃった」

「!?」

「まったく、不用心ねぇ。ケータイの暗証番号四ケタが自分の誕生日だなんて」

「………」

「ちなみに、後ろのポッケに入ってたおサイフはこっち」

　うわー、ジローくんって全財産が五百八十円しかないのね、と涼すず月つきは左手に持った俺おれのサイフの中身を見て薄ら笑いを浮かべた。

　……降参します。

　白しろ旗はた上げて降参しますから、人の財政状況を公表するのはやめてください。

　あと、暗証番号も元に戻して……。

「じゃあ、お喋しやべりしましょう。終わったら返してあげるから」

「……はい、わかりました、涼月さん」

　ああ、頼むから誰だれか今すぐこの女の弱点をリサーチして俺にメールしてくれ。報酬は五百八十円。安いと思うかもしれないが、悲しい事にそれが今の全財産なんですよ。

「……つーか、授業はどうしたんだよ。まだ一限目が終わるには早いぞ」

　保健室の時計を見ると、休み時間までにはまだちょっと時間がある。表向き優等生なコイツが、授業をサボるとは思えないんだが。

「一限目はさっき終わったわ。といっても、授業じゃなかったんだけどね」

「？　どういうことだ？」

「先生が休みで自習になったの。なんでも、急に体調を崩したとか」

　むっ。それはラッキー。これでノートを写す必要もなくなったし、サボった件も不問にされそうだ。

「それと――それについて、あなたたちに一つ報告することがあるの」

「報告？」

「ええ。実は――うちのクラスの学園祭の出し物が、急きゆう遽きよ変更されることになったわ」

「……は？」

　………。

　ちょっと待て。

　この女、いきなり何言ってんの？

「自習の時間を有効活用しようということで、ＬＨＲロングホームルームで学園祭の話し合いをしてたのよ。そこでコスプレ喫茶についての反対意見が多く出ちゃってね」

「ちょ、ちょっと待て！　確かに前から反論は多かったけど、ちゃんと多数決で決まったことだろ！　それに、田た村むらは!?　学園祭実行委員のあいつが変更なんて許すはずが……」

　そう、我らが学園祭実行委員・田村。

　あいつのおかげで、俺たちは多数決という名の非常に民主的な手段で女子を圧倒し、コスプレ喫茶の権利を勝ち取ったってのに。

「ああ、田村くんね」

　涼月は、至し極ごく冷静な口調で我らがヘンタイの名を告げてから。

「――彼は死んだわ」

「田た村むらぁあああああああっ!?」

「冗談よ。でも、ケガをして病院に運びこまれたのは事実」

「なっ……まさか涼すず月つき！　おまえの仕し業わざか!?」

　秘かに田村に刺し客かくでも送ったのかもしれない。なにせいきなりクラスメイトにキスする女だ。それくらいはやりかねん。

「人聞きの悪いこと言うのね。田村くんは、今け朝さ登校途中で不運にも乗用車にはねられたとか。命に別状はないけど、しばらくは入院生活だそうよ」

「な、なんだそりゃ……」

　ちくしょう、根性見せろよ田村。俺おれだってバイクにはねられたけどこうして登校して来てるんだぞ。おまえの株価は昨さつ今こんの内閣支持率なみに大暴落だ。

「心配しないで。クラス委員長の私が学園祭実行委員の仕事も兼任することになったし、出し物自体は、コスプレ喫茶からそこまで大きく変わったわけじゃないから」

「はあ？」

　どういうことだ？　だって、女子はあれだけ反対してたのに。

　困惑に固まる俺に、涼月は口唇くちびるを少し吊つり上げて、邪悪な微笑ほほえみを浮かべた。

「そう――コスプレ女装喫茶。それが私たちのクラスの出し物。今回は、女子に代わって、男子に一肌脱いでもらうことになったの」

「なっ……」

　もはや、俺はショックで口もきけなかった。

　……なんてこった。

　女子のコスプレを観賞するどころか、自分のコスプレを拝むことになろうとは。しかも女装って……。

「あの……お嬢様」

　不意に。

　黙っていた近この衛えが口を開いた。

「と、ということは……ボクも、その……女装するんでしょうか？」

「！」

　そうだ。女子の代わりに男子がコスプレするってことは、当然近衛も――普段は男装してるコイツも、女の格好をするってことに。

「ええ、そうね。そもそもこんな企画になったのはそれが原因なのよ。みんな、よっぽどあなたの女装姿が見たいみたい」

「……っ！　おい、いいのかよ!?」

「何が？」

「だって、近この衛えは最初から女の子なんだぞ！」

「ジローくんはスバルの女装姿が見たくないの？」

「うっ……」

「しかも衣装はとっておきの……あ、ごめんなさい。これは秘密だったわ」

「!?」

　うわー、なんだよそれ。見てえ。すげえ気になる。なにせ先月の猫耳執しつ事じの破壊力は凄まじかったからな。

「私だってこんなややこしい展開になるとは思ってなかったの。けど、ちゃんと多数決で決まったことだし」

「多数決って……もともとうちのクラスは男子の方が二、三人多かったじゃねえか！」

　人数なら男子の方が勝っていた。田た村むらがいなくなっても、そう簡単に票数は引っくり返らないんじゃ。

「何を言ってるの？　だから引っくり返ったんじゃない」

「……は？」

「だって――多数決に参加していない男子が、ここに二人もいるんだもの」

「！」

　ああああしまった！　俺おれと近衛の票を完全に忘れてた！　近衛だって、自分の女装を避けるために、こっち側に票を入れていたかもしれないのに……！

「それに、スバルの女装の件だって心配ないわ。この子が女の子だってバレないように、ジローくんがサポートすればいいのよ。あなた、ゴールデンウィークのときにスバルにそう言ったんでしょう？」

　いや、思い返せばそんなことも言ったような気がするけど、あのときとは状況が違うだろ。今度は俺の家の中じゃなくて学園内だ。バレる要素が多すぎる……！

「スバルはどう？　コスプレ女装喫茶。あなた可愛かわいい服が大好きよね。よく通販で取り寄せたファッション雑誌を切り抜きとかしてるし」

「うっ……」

「あなたが普段から着たがっていた女の子っぽい衣装も好きなだけ着られるわよ。しかも、みんなの前で堂々と」

「か、可愛い衣装ですか……」

　男装執事は戸惑いながらも、数秒後には「えへへ」と頬ほおを緩ませた。

　デビル涼すず月つきめ。自分の執事の扱い方をよくわかってやがる。まさか近衛の少女趣味を利用するとは。

　……学園祭、か。

　これは、とても楽しんでるヒマはなさそうだぞ。

「さて、そろそろ二限目の時間ね。それじゃ、ジローくんは先に教室に戻っていて」

「？　別に構わないけど、なんだよ。おまえら授業サボるのか？」

　だとしたら珍しい。というか初めてじゃねーか。優等生の近この衛えと涼すず月つきが、授業をサボるなんてのは。

「サボるわけじゃないわ。実は今け朝さ、下げ駄た箱ばこにこんな物が入っていたの」

　言って、涼月はピンク色の封筒を俺おれに見せた。

　なんだこれ？

　なんか、やけに乙女チックな封筒だけど……。

「実は、ラブレターなの」

「ラブ……って、今どきか!?」

「そう、これで休み時間に人ひと気けのない教室に呼びだされちゃった。一人で行くのもなんだから、スバルを連れていくけれど」

　涼月は事もなげに言った。

　確かに涼月は学園男子の憧れの的だし、それこそ一年のときからかなりの数の告白を受け、容赦なく断ってきたってウワサがあるが……。

「ねぇ、ジローくんはどう思う？」

　唐突に。

　涼月は上目遣いで俺に訊たずねてきた。

「どう思うって……何が？」

「このラブレターのことよ。やっぱり私、待ち合わせ場所に行った方がいいのかしら？」

「？　まぁそりゃな。だって、おまえもそのつもりじゃないのか」

「………」

　涼月はいつもの調子で表情を変えないまま「ふぅん」と小さく息を吐いた。

「じゃあ――もし私が了承したら」

「は？」

「だから、もし私がこのラブレターの相手と会って、その告白を了承したら、あなたはどう思う？」

「………？」

　うーん、いきなりそんなことを言われましても。コメントし辛づらいな。むしろこのお嬢様と付き合うことになる相手が気の毒なくらいだ。

「……別に。付き合っちまえばいいんじゃねーか？」

　さすがに本音を伝えるわけにもいかないので、テキトーなことを言った。

　すると、涼月はちょっと黙ってから「……そう」と呟つぶやいた。

　……あれ？

　なんか……ちょっとだけ表情が険しくなった感じがするんだが、気のせいかな？　いや、かなりよく見てないと気付かない微妙なレベルなんだけどさ。

「ねぇ、スバル」

　と。

　涼すず月つきは、急に自分の執しつ事じに話しかけて。

「あなたはどうする？　私が待ち合わせ場所に行って、もしこのラブレターの相手に無む理り矢や理りキスとかされちゃったりしたら」

「！」

　ダラダラと背中から大量の冷や汗が流れていく。

　こ、この女、先月キスした人間がここにいるってのに、なんて質問をしやがるんだ。

「キス……お嬢様に無理矢理ですか？」

　うーん、と。

　執事くんは軽く思し案あんしたあと、真剣な表情ではっきりと、

「殺しますね」

「!?」

「どんな理由があろうと、お嬢様にそんなことをするヤツはボクが許しません」

「……あ、あの、近この衛えさん。もっと平和的な解決方法があるんじゃ……」

「むっ。何を言うジロー。たとえ相手が誰だれであっても、お嬢様の口唇くちびるを奪うようなヤツにはそれ相応の罰を与えるに決まっているだろう」

　言って、コルセットのせいでぺったんこな胸を張る男装執事。

　ガタガタぶるぶる。

　俺おれの身体をマグニチュード８の地震が襲っていた。もちろん震源はこの暴力執事である。

「ふふ、ありがとうスバル。頼もしいわ。それはそうとジローくん。大丈夫？　なんだか顔色があまりよくないみたいだけど、保健室にある頭痛薬でも飲む？」

「………」

「今なら口移しで飲ませてあげるのに」

「なっ!?」

　ぎょっとすると、涼月はクスッと口唇を歪ゆがめながら「デタラメよ」と呟つぶやいた。

　……わざとだ。

　涼月奏かなで。

　この女、わざわざ俺をビビらせるためにこんな会話をしやがったな。くそっ、無意味に俺の心を追いこみやがって。俺が何かおまえの怒りを買うようなことをしたのかよ。

「それじゃ、またねジローくん。私たちも告白を断ったら教室に行くから」

　俺にケータイとサイフを返してから、涼月は近衛を引き連れて保健室から出て行った。

「……はあ、」

　さて、こっちも授業に行きますか。

　ベッドから降りて身体を軽く動かしてみる。

　うん、上々。やっぱり今朝の事故で大したケガはしなかったっぽい。どっちかっていうとあの女に踏まれたところの方が痛いくらいである。

「くそっ……あの性しよう悪わるウサギめ」

　誰だれもいない保健室で毒づいた。もとはと言えば、こんな展開になったのも全部あいつにバイクではねられたせいじゃねーか。

「ん？　ウサギじゃなくて宇う佐さ美みだっけ」

　まぁいいや。

　たぶん、あいつと話す機会なんてそうそうないだろうし。

　それより、もうすぐ二限が始まる。遅れないようにさっさと教室に行かないと――。



「――誰だれが性悪よ」



　不意に。

　そんな愛想のない、トゲトゲしい声が聞こえた。

　声のした方向には、保健室のドア。

　そこにいたのは、見間違えるはずもなく今け朝さ方俺をバイクではねた女の子――。

「それに、ウサギじゃなくて宇佐美。まったく、何度言ったらわかるの？」

　そう、宇佐美マサムネ。

　彼女は、ムスっとした表情で保健室のドアにもたれかかりながら腕を組んでいた。

　そして、吊つり目で俺をにらみつけてから、一言。

「一緒に来て、坂さか町まち近きん次じ郎ろう。あんたに、大事な話があるの」

「…………」

　……まあ。

　とりあえず、愛の告白じゃないんだろうなぁ。

　相変わらずこちらをにらみつける彼女を見ながら、俺はそんなことを思った。



    


  
    
      
　

第２話　屋上シークレット





「あんた、アタシと付き合いなさい」

　それは、あまりにも唐突な命令だった。

　屋上。

　ときどき俺おれと近この衛えが昼メシを食べるのとは別の、浪ろう嵐らん学がく園えん第二校舎の屋上である。

　初しよ夏かの日差しが降り注ぐ下。

　彼女――宇う佐さ美みマサムネは突然そんなことを言い出した。

「……はい？」

「『はい？』じゃない。アタシと付き合いなさいって言ったの。正確には、アタシの恋人のフリをして。期間は学園祭が終わるまで。言っとくけど、あんたに拒否権はないんだからねっ」

「…………」

　……いや。

　拒否権がないも何も、激しく意味がわからないんですけど。

「何よ。なんか不満でもあるの？」

「……当たり前だろ。つーか、なんで屋上なんだよ」

「アタシはここがお気に入りなの。あんまり人が来ないから、一人になれるし」

「はあん」

　まぁバカとナンチャラは高いところが好きって言うし。

　それでも、いきなりこんなところに連れて来られて付き合ってるフリをしろだ？　超展開すぎだろ。どっかに伏ふく線せんでも張ってあったか。

「仕方ない。それじゃ、あんたにもわかるように説明してあげるわ」

　あんた――『Ｓ４』って知ってる？　と。

　宇佐美はフワフワしたツインテールを揺らしながら訊たずねてきた。

「名前だけは聞いたことあるよ。たしか、この学園で一番でかい近衛のファンクラブだろ？」

『Ｓ４』……つまりは『シューティングスタースバル様』。この浪嵐学園で最大勢力を誇るスバル様ファンクラブである。

　はっきり言って、いいウワサは聞かない。

　入会するには契約書に血けつ判ばんを押さなくちゃいけないとか、裏切ったヤツはパラシュートなしでスカイダイビングさせるとか、そんな都市伝説めいた逸いつ話わがあるくらいだ。

「アタシ、あれの会員なんだ」

　事もなげに言う宇う佐さ美み。

　いや、薄々そうなんじゃねーかって思ってたよ。

　だとしたらコイツがこれだけ俺おれを嫌ってるのも納得がいく。『Ｓ４』の会員は、スバル様と仲が良い俺のことを目の敵かたきにしてるらしいのだ。

「でも、それがおまえと付き合うことに何の関係があるんだよ」

「話は最後まで聞きなさい。実は――今度の学園祭で、アタシたち『Ｓ４』の秘密イベントがあるの」

「……まさか、ウワサに聞く近この衛えグッズの販売会か？」

　近衛が入学してから、うちの学園祭では非公認の闇やみ市いちやアンダーグラウンドオークションが開催されるようになり、様さま々ざまなスバル様グッズがやり取りされているとか。これも都市伝説の類たぐいだと思ってたんだが、まさか実話だったとは。

「それもあるけど、今年は趣向が違うの」

「趣向？」

　聞き返すと、宇佐美はやけに真剣な顔になった。

「――戦争よ」

「……は？」

「だから、戦争が起きるのよ。そう、この学園の覇権を賭けた空くう前ぜん絶ぜつ後ごの大戦争がね」

「………」

　コイツ、頭大丈夫か？

　もしかしたらいけないドラッグとかに手を染めているのかもしれない。だとしたらあの凶暴っぷりも納得がいく。早急に保健室か生徒指導室に連れていかねば。

「……ちょっと、何よその目は」

　俺の思考を読みとったのか、宇佐美が釘くぎを刺した。

「今年の学園祭では戦争が起きるのよ。アタシたち『Ｓ４』と、この学園にあるもう一つのスバル様ファンクラブの巨大派閥――『スバル様を温かい眼差しで見守る会』との全面戦争がね」

「げっ」

　その言葉を聞いた瞬間、俺は思わず呻うめき声を上げた。

　それもそうだ。

　だって、『スバル様を温かい眼差しで見守る会』のメンバーは、その……あっちの趣味の女の子たちなのである。

　つまりは腐ふ女じよ子しってヤツだ。

　コイツらは俺と近衛がボーイズラブ的な関係だと信じてやまない狂信者たちで、四月の一件――要は俺が近衛の秘密を知って友だちになって以来、コイツらのせいで俺たちの間にはそんなウワサが付きまとうようになった。

　当然、それは『Ｓ４』の耳にも入っていて、俺おれはスバル様に手を出したとして危うく社会的に抹殺されそうになったのだが、そうならなかったのは反対勢力であるこの『見守る会』が圧力をかけたからだとか。

　あれから二ヶ月。

　水面下ではベトナム戦争も真まっ青さおの凄せい惨さんなゲリラ戦が繰り広げられているという身も凍るようなウワサもあったのだが……。

「もう冷戦の時代は終わったわ。『Ｓ４』vs『見守る会』。今度の学園祭で、この二つの団体の雌雄を決するあるイベントが行われるの。負けた方は、勝者の勢力に飲み込まれるわ」

「飲み込まれる？」

「勢力図が変わるって意味。『Ｓ４』と『見守る会』は今ギリギリのバランスでお互いを牽けん制せいしあってる状態なの。でも、このイベントが終われば今後の優越がはっきり決まるってこと」

　だからねっと告げて。

　宇う佐さ美みは、ビシッと俺のことを指差した。

「あんたは学園祭までの間、アタシと付き合ってるフリをしなさい。つまりは、イベントが始まるまでに少しでもこっちを優位にしたいってわけ」

「まぁ、言いたいことはなんとなくわかるけど……」

　要は、戦いが始まる前の揺さぶりなんだろう。

　そのイベントの前に俺が女と付き合っている……つまりは俺と近この衛えがＢＬ的な関係じゃないというウワサを流すつもりなのだ。

　そうすることで、俺と近衛がボーイズラブだと信じている『見守る会』の連中に揺さぶりをかける。やってることが選挙の裏工作に近いぞ。

「きっとこれは神様が決めたことなのよ。今朝あんたとアタシが出会ったのもたぶんそのせい。あれでアタシはこの計画を思いついたんだから」

　自慢げに普通サイズの胸を張る宇佐美。どんな神様だよ。こんなくだらねえことに介入してくるってことはよっぽどヒマなんだろうなぁ。

「あのな。そんな話に俺が乗るとでも思ったのか？」

　乗るわけねーだろ。

　悔しいが、俺が勝って欲しいのは『見守る会』の方。裏でＢＬだと騒がれネタにされるのはなんかアレだが、表向きに命を狙ねらわれるよりはマシである。

「心配しないで。イベントでアタシたちが勝った暁あかつきには、もうあんたに手を出さないよううに『Ｓ４』の上層部に掛け合ってあげる。アタシたちの――いや、アタシの目的は、あくまで『見守る会』をぶっ潰つぶすことだもん」

「……むっ」

　確かに、それなら俺おれが協力しても何ら問題ない気がする。というか、むしろメリットがあるかもしれん。上う手まくいけば、俺のＢＬ同人誌を一いつ掃そうできる。

　……でもなぁ。

「何よ、その乗り気じゃない顔は。まさか……アタシと付き合うフリをすることが嫌なの？　アタシのルックスじゃ不満？」

「いや、そういうわけじゃないけどさ」

　ルックスは問題ない。というかむしろコイツは傍はたから見てもかなり可愛かわいいくらいだから、付き合うとかいうと逆に緊張するくらいだ。

「そっ……そうなの？　だったらいいじゃないっ」

　ふと、宇う佐さ美みはなぜかちょっと照れたように顔を赤く染めた。

　……もしかして、ルックスが問題じゃないって言われたことが嬉しいのかな？　意外に女の子らしいヤツ。

　けど、いくら女の子らしかろうが――問題はある。

　そう――問題は、コイツが俺の女性恐怖症を知らないことだ。

　付き合うフリをするってことは、当然しばらくの間コイツと一緒に行動するってことになる。いつ自分の秘密がバレないかずっとハラハラしてるのだ。きっと産業スパイにでもなった心境だろう。

　うーむ、これはどうしたものかと、俺が腕を組んで悩んでいると。

「そんなに嫌なの？　まぁＢＬのあんたからしたら、女の子と付き合うのは嫌かもしれないけどさ」

「………」

　……チョット待テ。

　コノ女、今ナンテ言イヤガッタ？

「おい！　おまえ、今俺のことをなんて言った!?」

「は？　いや、だからあんたってＢＬ……つまりはボーイズラブなんでしょ？」

「うわあああああっ！」

　ああああうそだ嘘うそだウソだ同学年の女子に本気でＢＬだと勘違いされちゃってる……！

「え？　違うの？　こんなの周知の事実じゃない」

「周知の事実ってなんだよ!?」

「だって、あんた……スバル様と付き合ってるんでしょ？」

「付き合ってねえよ！　あいつはただの友だちだ！」

「ただの友だちって、まさか……せ、せっくすふれんど？」

「違う！」

「最低っ！　あんたスバル様の身体だけが目当てなのねっ！」

「違うっつってんだろこのエロウサギ！」

「だっ、誰だれがエロウサギよ！　アタシは当たり前のことを言ってるだけだもんっ！」

「当たり前って……」

　うわあああひでえ。今まで必死に目を逸そらして来たけど、やっぱり俺おれの学園内でのイメージってそういうもんだった。なんかすげえショック……。

「そもそも『Ｓ４』と『見守る会』が対立してるのも、あんたがスバル様と付き合ってるっていう確固としたウワサがあるからなのに」

「ウワサって……だからなんでそんなもんができんだよ」

　俺が近この衛えを学園内で押し倒したことでもあったか？　……いや、冷静に考えればそんなこともあった気がする。でもあの現場は誰にも押さえられてないはずだ。

「だって、あんたたち仲良いいじゃない！　よくお昼とか一緒に食べてるし！」

「そんなの友だちだったら普通だろ」

「スバル様は普通じゃないの！　主あるじの涼すず月つき奏かなで以外誰も寄せ付けなかったあの人が、あんただけには心を許してる！　それだけでも十分異常なのよっ！」

「そ、それは……」

　理由は簡単だ。

　俺が近衛は女の子だって知ってるからである。秘密がバレることを怖がっているあいつは、徹底的に他人を寄せ付けないが、すでに秘密を知ってる俺だけは例外なのだ。

「それに……ほら！　アタシは証拠を持っているんだからっ！」

　バッと、宇う佐さ美みは自分のケータイの画面を俺に見せつけた。

「………っ！　お、おまえ、どうしてこれを……!?」

　画面に映し出されたものを見て、俺はただただ驚きよう愕がくするしかなかった。

　なんとそこには、うちの女子の制服を身に纏った近衛が映っていたのである。

「二ヶ月くらい前、隣町に一人で買い物に行ったときに偶然撮ったの。コレ、どういうこと？　なんでスバル様が女装してるの？」

「………」

「しかもこのとき、あんたスバル様にヌイグルミをプレゼントしたり、二人で抱き合うみたいに身体を寄せ合ったりしてたでしょ？　そして……極めつけは……！」

　宇佐美は、軽けい蔑べつしたような目で俺をにらんでから、

「キス……男の人同士でキスしようとしてたじゃないっ！」

　顔を真まっ赤かにして、そう叫んだ。

　………。

　マズイ。

　これは、本格的にマズイ。

　ここで俺おれが変に否定すれば、もしかしたら近この衛えが女の子だって感づかれるかもしれない。

「それに、最近ほんの少しだけど、こんなウワサがあるの」

　宇う佐さ美みは、軽く息を吸ってから。

「実は、スバル様には女装趣味があるんじゃないかって」

「！」

「あの人、なんか最近女の子っぽいっていうか、そんな仕し草ぐさが多くなったって話なの」

「………」

「だから、もしかしたらスバル様は女装とかに興味を持ってるんじゃないかって勘ぐってるヤツらもいるわけ。ま、あのスバル様に限ってないと思うけどさ。この画像の女装だって、あんたが無む理り矢や理りやらせたんでしょ？」

　そうよね？　と訊たずねて上目遣いに俺の顔を覗のぞきこんでくる宇佐美。

　……な、なんてこった。

　言われてみれば、近衛は最近女の子っぽい仕し草ぐさを……というか、ボロを出すのが多くなった気がするが、そんな誤解が生まれていたとは……。

　火のないところに煙けむりは立たない。今はなくても、そのうちスバル様は女なんじゃないかなんて意見が出るかもしれん。

　それだけは――絶対に避けなくちゃならない。

　女の子だってことがバレたら、あいつは涼すず月つきの執しつ事じをやめなくちゃいけないんだ……！

「………っ」

　熟考の末。

　断だん腸ちようの思いで、俺はある計画を実行に移すことを決めた。

　某お嬢様風にいえば、デタラメ。

　友だちの秘密を護まもるために……俺は、苦く渋じゆうの決断を下すことにしたのである。

「……わかった、ホントのことを言うよ。おまえの言う通り、俺と近衛は――そ、そういう関係なんだ」

「！　やっ、やっぱり！　ウワサは本当だったんだ！　ていうことは、あんたは、その、つまり……」

「………っ！　ああそうだよ！　ＢＬだよ！　ＢＬさんだよ！　悪いか!?」

「わ、悪いかって、アタシにそんなこと聞かれても……」

「だったら人の趣味にピーチクパーチク口出しすんなや！」

「うっ……ゴ、ゴメン。でも、それならちゃんと言ってみせてよ」

「この期に及んで何を!?」

「自分は紛れもなくＢＬです、って」

「おっ……俺おれはっ！　男が大好きなんだぁああああああああああ―――――っ！」

　六月も終盤。

　初しよ夏かの日差しがさわやかに降り注ぐ空の下。

　声の限りに、俺は絶叫していた。

　完かん璧ぺきに、ヤケクソだった。

　………。

　あれ、なんでだろう。

　太陽が、にじんでよく見えないや。

　それに……なんだか、男として大だい事じなものをうっかり手放してしまった気がする。

　ごめんなさい、お母さん。

　なぜかそんな言葉が俺の頭の中をぐるぐると遊覧飛行していた。

「あ、あの、ゴメンね？　まさか本気で言……ううん。アタシも、あんたがそこまで真剣だったとは思ってなかったもん。だから……その、ちょっと落ち着こう？」

　ものすごく優しい顔で、宇う佐さ美みは俺を気遣ってきた。

　……痛いてえ。

　なんなんだよこの状況。なんで俺はＢＬ野郎として同学年の女子に気遣われなきゃなんねえんだよ。

　ううっ、これも全部近この衛えの秘密を護まもるため。いや、マジで！　信じてください！　俺が好きなのは女の子なんだ！

「でも、これでわかったでしょ？　あんたはアタシの計画に協力するしかないの。あんたは、アタシの恋人のフリをする。断ったら、この画像をこの学園中にバラまくわ」

　げっ。

「言ったでしょ。あんたに拒否権なんかないんだからっ」

　うわー、この女いきなり強気になりだしたよ。

　でも、付き合うフリをするのはやばい。

　最悪の場合、コイツに俺の女性恐怖症がバレるかもしれないし……。

「まさか、ここまで言ったら逃げないわよね。それとも、もしかして女の子と付き合うのが怖いの？　さすがにそこまでのチキン野郎じゃないでしょ？」

「なっ……ざ、ざけんな！　誰だれがチキン野郎だ！」

　俺は必死になって宇佐美の言葉を否定した。

　しかし、彼女はニヤリと得意げに口唇くちびるを歪ゆがめて、

「ふぅん。だったら証明してみなさいよ、坂町近次郎」

「!?」

　こ、このタイミングで俺おれのフルネームを呼ぶだと？　ま、まさかこの女……気付いたのか？　今まであのお嬢様しか気付かなかった、俺の名前の秘密に……！

「どうしたの？　早く証明してみせてよ、サカマチキンジロー」

「………」

「サカマ、チキン、ジロー」

「………」

「さっさと証明しろって言ってんのよ、このチキン野郎っ！」

「ぎゃあああああああっ！」

　耐え切れずに、俺は絶叫していた。

「フン。あんたがここまで名前通りのチキン野郎だとは思わなかったわ。女の子と付き合うフリをするのすら怖いなんてね」

「て、てめえ……！」

　くそっ、この性しよう悪わるウサギ。

　上等だ。

　そこまで言うんだったら、やってやろうじゃねえか。

「わかった。恋人のフリでもなんでもしてやるよ。ただし、学園祭が終わるまでだからな」

　嫌々ながらも、俺は宇う佐さ美みの言葉を承諾していた。

　考えてみれば、女の子と恋人のフリをするのは悪いことじゃない気もする。

　俺の秘密がバレる危険があるが、同時に俺の女性恐怖症を改善するチャンスかもしれん。女の子と一緒にいることはきっと俺にとってもプラスになるはずである。たぶん。

「うん。これで交渉成立。いい？　このことは、アタシたち二人だけの秘密だからねっ」

　ツインテールを揺らしながら、宇佐美は得意げに笑った。

「じゃあ早さつ速そく、呼び名を決めましょ」

「呼び名？」

「そうよ。アタシたちはこれからしばらく恋人同士ってことになるんだから、フレンドリーな名前で呼び合わなきゃ不自然じゃない」

「フレンドリーって……まさか、『うさみん』とか呼ばれたいのか？」

「……あんた、また蹴けられたいわけ？」

　ギロリとにらまれた。むむ、もしかしたらこのあだ名に嫌な思い出でもあるのかな。なんかやけに殺気立ってるぞ。

　気を取り直すように、宇佐美は一度息を吐いてから、

「宇佐美。呼び捨てでいいわ。あんたは今からアタシのことを宇佐美って呼んで」

「………。宇佐美ねぇ……」

「あと、あんたの呼び名はアタシがいいヤツを考えといたから」

　彼女は、なぜか得意げに胸を張ってから――。

「バカチキ」

「……は？」

「いや、だからバカチキ。これからあんたはバカチキよ。どう？　バカでチキンなあんたにはピッタリなあだ名だと思わない？」

　……どこがだ。

　それだったら俺おれもおまえのこと『うさみん』って呼ばせろよ。

　そんな風ふうに文句の一つでも言ってやろうと思ったが……。

「これからよろしくね、バカチキ」

　宇う佐さ美みはそう言って上目遣いでこちらを覗のぞきこんできた。

　屈くつ託たくなく、ただ無む邪じや気きに微笑ほほえみながら――。

「………。お、おぅ。……よろしく、宇佐美」

「？　どうしたの？　なんか顔が赤くなってない？」

「な、なんでもねえよ！　こっち見んな！」

　反射的に、俺は宇佐美の視線から顔を背けていた。

　……くそぅ。

　不覚にも、赤せき面めんしてしまった。

　けど、あれは反則だろ。

　だって……コイツ、笑うとメチャクチャ可愛かわいいじゃん。

「さて、じゃあそろそろ教室に戻りましょ。もうすぐ三限も始まるし。あ、ちなみにお昼は一緒に食べるわよ。もちろん、あんたの奢おごり。恋人なんだから当然よね？」

「………」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。

　中身は全然可愛いくねえよコイツ。

　どうやら俺のネーミングセンスが間違ってたっぽい。コイツはとても『うさみん』なんて呼べるヤツじゃねえ。

「……この、性しよう悪わるウサギ」

「ん？　なんか言った？　このバカチキ」

　互いに毒づきながら、俺たちは屋上のドアへと向かう。

　まぁ、このおかしな関係も学園祭が終わるまでだ。

　それまでなら、我慢できないこともないだろう。

　ため息をつきながら、俺は屋上のドアに手をかけようとして――。

「――あ、大だい事じなことを言い忘れちゃってた」

　宇佐美は、思い出したように口唇くちびるを動かした。

「ねぇバカチキ。アタシの計画に賛同したってことは、学園祭が終わるまではあんたとアタシは恋人同士。つまり――相棒ってことよね」

　だったら――一つだけ約束して。

　そんな風ふうに、彼女はやけに真剣な表情で告げた。

「アタシに、嘘をつかないで」

「……嘘うそ？」

「そう、嘘。アタシ、他人に嘘をつかれるのが大っ嫌いなんだ。だから、誓って。絶対にアタシに嘘をつかないって。その代わり、アタシもあんたに嘘をつかないから」

「……はぁん」

　ずいぶん念入りな言い方じゃねーか。

　嘘をつかないのは構わないけど、やっぱりコイツ、俺おれのこと全然信用してないっぽい。相棒っていうわりには敵意丸出しだ。

「わかったよ。でも、そんな約束をする前に、ちょっとは俺のことを信用したらどうだ。そこまで他人を疑ってたら疲れるし……ほら、友だちとかなくすぞ？」

　なんていうか、顔は良いくせに中身がひねくれてるというか。せっかく可愛かわいいんだから、もうちょっと素直になればいいのに。

「……大丈夫よ」

　俺の忠告に、宇う佐さ美みは、どこか寂しそうな声で呟つぶやいた。

「……アタシ、友だちなんかいないし」

「え？」

「……ううん、何でもない。とにかく、あんたはアタシに嘘をつかなければいいの。そうすれば、あんたのことをちょっとは信用してあげる。わかったわね、バカチキ」

　こちらの返答を拒むような強い調子で言って、宇佐美は俺から視線を逸そらした。

　……前ぜん言げん撤てつ回かい。

　宇佐美マサムネ。

　コイツ、ひねくれてるどころじゃねえ。

　ゆがんでる。

　他人が自分に嘘をつかないって確証がなきゃソイツを信じられないのかよ。

　神経質で素直になれなくて、警戒心が強く簡単には他人を信用しない。

　ウサギ。

　これじゃ、まるっきり人に慣れてない野ウサギみたいな――。

「何よ。アタシの顔になんかついてる？」

　ボーっとしていたら、ジト目でにらまれてしまった。

「………」

　……まぁ、いいか。

　どうせコイツとの付き合いも学園祭が終わるまでだ。

「……ん？」

　ふと、俺おれは重要なことに気付いた。

「なあ、もしかして……学園祭当日も恋人のフリしなきゃなんないのか？」

「？　当たり前でしょ。あんたとアタシは学園祭をデートのフリして二人で回るの。そうすれば『見守る会』のヤツらだってイベントどころじゃなくなるはずよ」

　げっ。それはマズい。

　なにせ、さっき近この衛えと学園祭は一緒に回ろうと約束してきたばかりである。

　むむ、どうしよう。これは、何か対策を練らなくちゃ――。



「……ジロー？　こんなところで何をしてるんだ？」



　突然。

　屋上に響き渡るアルトボイス。

　ちょうど、俺がドアを開けようとしたところで、向こうからドアが開いたのだ。

「こ、近衛!?　どうしてこんなところに!?」

　そう、近衛スバル。

　ドアを開けた執しつ事じくんは、並んで立つ俺と宇う佐さ美みを見て目を丸くしていた。

「どうしてって…二限におまえが来なかったから、ちょっと探していたんだ。いつもの屋上にいなかったからこっちに来たんだが……ジロー、その隣にいる子は誰だれだ？」

　透き通った瞳ひとみが俺の隣にいる宇佐美に向けられる。

　………。

　やばい。

　なんとなくだが、この状況はとてつもなくやばい気がする……。

「あ、あぅ、しゅっ……しゅばるしゃま……っ」

　俺の背中に隠れるように、宇佐美は瞬時に後ろに回り込んでいた。

　近衛と目を合わさないためなのか、視線をキョロキョロさまよわせながら、恥ずかしそうに頬ほおを染めている。

（お、おい、なんか言えよ。近衛がこっち見てるぞ）

　俺の制服の裾すそを掴つかんで放さない宇佐美に小声で抗議すると、ブンブンと顔を振って拒絶された。

（ヤダヤダヤダっ！　なにバカなこと言ってんのよこのバカチキ！　アタシみたいな一般生徒がスバル様と会話できるわけないでしょっ！　あんたがなんとかしなさいよっ！）

　うわー、キャラ変わりすぎだろコイツ。さっきまでの強気な態度はどこへやら。宇う佐さ美みはそれこそ巣穴に隠れるウサギみたいに俺おれの背中に張り付いていた。

（そんなこと言われても……。どうしろっていうんだよ）

（決まってるじゃないっ！　アタシがあんたの恋人ってはっきり言えばいいのよっ）

　うげっ。

（それに、あんたとスバル様ってそういう関係なんでしょ？　だったら、あんたからはっきり言うしかないわ。うん、そうすればスバル様もきっと納得してくれるもんっ）

　いやいや、そもそもそういう関係じゃねーし。それにあの近この衛えがそう簡単に納得するとも思えん。

「……さっきから二人で何をコソコソ喋しやべっているんだ？　そんなにボクに言いにくいことなのか？」

　疑わしいものを見るような視線が俺に突き刺さる。真正面には無愛想なジト目でこっちをにらみつけるスバル様。

　くそっ……こうなったらやるしかない。

　もう、どうなっても知らねえぞ。

「しょ、紹介するよ。コイツの名前は宇佐美マサムネ。そ、その、いきなりだけど、俺たち……付き合ってるんだ」

「………は？」

　ポカンと。

　俺の返答に、近衛は小さな口をまん丸に開けた。

　そして、何を思ったのか「ははっ」と乾いた声で笑った。

「ふんっ。冗談にしてはあまり面白くないな。その子と付き合ってるだと？　ジローに限って、そんなことがあるわけがないぞ」

「………」

　おい、何なに気げに失礼なこと言ってないかコイツ。文句の一つでも言ってやろうと思ったが、近衛はずいっと俺の後ろにいる宇佐美の顔を覗のぞきこんだ。

「さぁ、ホントのことを教えてくれ。いや、教えろ。おまえは、ジローのなんなんだ？」

　ひゃうっと小さな悲鳴が聞こえた。

　無理もない、今の近衛はそれこそスバル様モード――誰だれも近寄らせない学園の王子様である。不機嫌そうな仏ぶつ頂ちよう面づらと、そこから放たれる無言のプレッシャー。初めて喰くらったときは俺だって気け圧おされたからな。

　にしても、今日のプレッシャーはやけに強い。今にも噛かみつきそうな勢いだ。

「どうした。何か言ったらどうだ。それに……ど、どうしてそんなにジローの制服にしがみついている？」

　さらに容赦なく突き刺さるプレッシャー。

　むむ、何か知らないが今日のスバル様はいつにも増してご機嫌ナナメだぞ。

　凄まじく真剣な目つき。コイツがこんな風ふうになるのは購買のパンを選ぶときくらいだと思ってたんだが……なんだろう、なんか気に入らないことでもあるのかな。

　なんにしても、これは放ほうっておけない。

　そんな風に――俺おれが思った瞬間だった。



「あの……アタシたち、ホントに付き合ってるんですっ！」



　ついに耐えきれなくなったのか、宇う佐さ美みが意を決して叫んでいた。

「なっ……」

　今度は逆に、近この衛えが後ずさった。

　窮きゆう鼠そ猫を噛かむ。まさにそんな感じだろう。思わぬ反撃にあった執しつ事じくんは、「むっ……」とうなってから困ったように俺の方に目線を逸そらした。

「……ジロー？　いい加減からかうのはやめてくれないか。どうしてこの子までボクを騙だまそうとするんだ？」

　透き通った瞳ひとみを疑問でいっぱいにしながら俺を見つめてくる近衛。



    


  
    
      



    


  
    
      　だが。

「だ、騙だましてなんかないです！　アタシとこの人は付き合ってるんですっ。今度の学園祭だって、二人でデートするって約束しちゃいましたっ！」

　宇う佐さ美みの言葉に、近この衛えは「えっ……」と表情を固くした。そのままパクパクと口を開いてから、再び俺の方に不安げな表情を向ける。

「……ジロー。この子の言っていることは本当なのか？　学園祭の日も、この子と二人だけでデートするのか？」

「………っ」

　その問いに――俺は、無言で頷うなずくしかなかった。

　ズキリ、と。

　胸の奥が痛んだ気がした。

　でも、これは近衛の秘密を守るためなんだ。そう、コイツが執しつ事じをやめないために――。

「……っ！」

　瞬間――衝撃が襲う。

　ボディブロー。

　しかもグーである。

　近衛の放った右みぎ拳こぶしが、正確に俺のミゾオチを捕えていた。

「みっ……見そこなったぞ……！」

　それは、どこか泣きだしそうなアルトボイス。

　衝撃に倒れた身体で見上げると、近衛が息を荒げながら薄っすらと瞳ひとみを潤うるませていた。

「約束したのに……二人で一緒に学園祭を回るって、ちゃんと約束したのに……っ」

　――ジローのうそつきっ。

　口唇くちびるを尖とがらせてそう呟つぶやいてから、近衛は一いち目もく散さんに屋上から走り去って行った。

「……ねぇ、バカチキ。その……大丈夫？」

　宇佐美が倒れた俺をらしくない心配そうな顔で覗のぞきこんできた。

「ああ、大したことねーよ。言ったろ。俺はわりと頑丈な身体してんだ」

　俺は屋上に大の字になったままで答えた。

　……けど、どうしてだろう。

　近衛とは最近ずっと組み手をしてた。

　だから、あんなパンチの一発くらい、ぜんぜん平気なはずなのに。

　視界に映るのは初しよ夏かの青空。

　その澄み切った青色の下で……俺は、しばらく立ち上がる気になれなかった。



    


  
    
      
　

第３話　学園祭エキサイティッド





「なあ、ジロー。俺おれさ、一つわかったことがあるんだ」

　俺の横で、クラスメイトの黒くろ瀬せヤマトが鬱うつ屈くつした調子で呟つぶやいた。

「最近マンガやアニメの世界じゃ、男が女装するキャラクターが流は行やってるらしいんだよ。でも……でもさ、現実にさ、女装が似合う男ってあんまりいないと思うんだ」

「……黒瀬。もういい。それ以上言うとなんか悲しくなってくるから」

　学園祭当日。

　すっかり喫きつ茶さ店てんスタイルへと準備を終えた教室の前で、客寄せ中の俺たちはため息を吐いた。

　すでに学園祭は始まっている。

　天気にも恵まれたせいか、結構な人数が入場しているそうな。もとからこの浪ろう嵐らん学がく園えんの学園祭はこの辺りではかなり人気がある。期間は一日だけなのだが、その分内容が濃く凝縮していて、個性的な出し物も多いからなんだとか。

　当然、我らがクラスもそんな個性的な出し物に含まれるワケで……。

「にしても、この店名はないよなぁ……」

　黒瀬は……いや、もはや黒瀬と呼ぶのもおこがましいかもしれない。ピチピチの真っ白なナース服を無む理り矢や理り着こんだガタイのいいクラスメイトは、教室の前に展示された長方形のデカい立て看板を見て顔を青くしていた。



『コスプレ女装喫茶・どうしてこうなった』



　……いや、ね。

　ホント、どうしてこうなったんだろうね……。

「おまえはまだいいぜ。これって元々は女子が着るはずだった衣装らしいんだ。だから、俺みたいな身体のヤツが着るとこんなすげえピチピチに……」

　ガタイのいい元柔道部員はその大きな背中を丸めてガックリとうなだれていた。

　ちなみに、俺の格好は婦警さんである。

　いや、男の俺が着ている時点でもはや婦警ではないと思うんだが、その他ほかにもバニーやらチアガールやら、ホール担当の男子は面白がった女子の技によって強引にアラモードチェンジ。なんていうことでしょう。一人残らず即席コスプレアイドルと化していた。

　おかげで教室内はちょっとした魔界状態。クラスメイトたちは『今年は親が見に来るのに……』や『どうしよう、ぼく、ちょっと気持ちよくなってきちゃったよ……！』と、それぞれ青春のトラウマや新たな性せい癖へきやらをオートマチックに大量生産中なのだった。

　しかし、そんな従業員たちの心境とは裏うら腹はらに喫きつ茶さ店てん自体は大成功。開店直後から人ひと足あしが途絶えることなく、外に行列までできる始末。

　言わずもがな、その原動力となっているのは間違いなく……。

「きゃ～、スバル様ぁっ！　次はこっちのテーブルですぅっ！」

　店内となった教室から甲かん高だかい声が響く。

　思わず覗のぞくと、そこには教室の机を使って作ったいくつかの大きな客用テーブルに座りながらレモンイエローの歓声を上げる女子生徒たち。

　その中心にいるのは――そう、スバル様こと近この衛えスバル。

　チャイナドレスである。

　例に漏れず男の子として見なされている近衛もコスプレ戦士となったのだが、その破壊力にはクラスメイトの俺おれたちですら驚嘆していた。

「おっ、お客様、ご注文は以上でよろしいでしょうか？」

　恥ずかしさに頬ほおを染め、瞳ひとみに涙を浮かべながら接客を強要されるスバル様。普段の強気で無愛想な態度とのギャップが激しすぎる。これだけでも見る価値はあるね。

「うおー、すげぇなあれ。さすがはスバル様。男であの可愛かわいさは反則だよなぁ」

　一緒に覗のぞいていたピチピチナースが背せ筋すじの凍るセリフを吐いた。そりゃそうだよ。だって、あいつは女の子だもん。

　髪を結った可愛かわいらしいおだんごヘアーと、陶器のような真っ白の肌に映える真っ赤なチャイナドレス。やけに攻撃的なデザインで、普通じゃありえないくらい胸元が開いてて強調されているし、脇わきのスリットは日に本ほん海かい溝こうのごとく深い。おかげでスバル様の真っ白なフトモモがこれでもかと曝さらされている。

　近衛本人も羞しゆう恥ち心のせいか、はたまた女の子だとバレることへの焦しよう燥そうからか、頬をほんのり上気させている。はっきり言って可愛かわいすぎ。かなり心臓によろしくないぞ。

　そんなわけで、教室内は季節を先取りアーリーサマー。ガスコンロにかけたフライパンのごとくヒートアップしていた。

　これでも少しはマシになった方で、当初は真ん中に台を設置してスバル様を踊らせようなんてとんでもねえことを発案した女子もいた。チップがたくさん貰もらえるよと満面の笑顔で言ったそいつは喫茶店をストリップ劇場か何かと勘違いしてるに違いない。

「何をしてるの？」

　学園の王子様の接客風景を眺めていると、凛りんとした声に呼び止められた。

　田た村むらが病院送りとなったため、臨時で店長となった涼すず月つきである。

　女子なのでいつもの制服姿のクラス委員長は、教室を覗のぞきこむ俺を見て、呆あきれたような顔をしていた。

「今は忙しいんだから、客寄せはやめて中の仕事をやって」

　相変わらずの落ち着いた態度でそう言うと、自分も颯さつ爽そうと店内の仕事へと戻っていく。サッカーなら涼すず月つきのポジションはミッドフィルダー。イタリア代表なみに見事なゲームコントロールで、クラスメイトに的確な指示を飛ばしている。

「しゃあねえ、俺おれらも接客するか」

　やれやれ、と息を吐きながら教室内に戻ろうとすると――不意に、ぐいっと肩に手を回された。

　驚いて見ると、そこにはやけに険しい顔で俺のことを至近距離から見つめるピチピチナースの姿が。

「お、おい、どうした黒くろ瀬せ？　まさかそっちの趣味に目覚めたか？」

　だとしたら笑えねーぞ。このガタイに押し倒されたらたぶん勝てない。ナースｖｓ婦警。教室内でまさかの緊急オペ。当然クランケはこの俺だ。

「……いやさぁ、結構前から言おうと思ってたことなんだけどよォ……」

　黒瀬は、大げさにタメを作ってから、

「おまえ、涼月奏かなでと仲良くね？」

「！」

　その質問に俺は一瞬で鳥とり肌はだが立った。もちろん、ナース姿の男と肌を密着させることに予想以上のキモさを感じていることも要因の一つなんだが、それよりも質問の内容の方が割合は大きい。

　女子にとっての王子様が近衛なら、涼月奏は男子にとっての憧れの的まと。深しん窓そうのお嬢様。近衛とは違った意味で近寄りがたい雰囲気を出しているあいつは、男子とあまり話すことがない。

　そんな高たか嶺ねの花であるお嬢様と、俺は割と普通に会話している。しかも先月キスまでしてしまった。

　すべては近衛の秘密の件で共犯関係を築いているからなんだが……むー、まさかそれをコイツに問い詰められるとは。

　どうしよう。

　そんな風ふうに返答に困っていると……。

「いや、言わなくてもいいぜ。俺さ、もう全部わかってんだ」

　ヒソヒソと小声で思わせぶりなセリフを吐いたあと、黒瀬は俺の耳元に口を近づけた。

「おまえ――涼月奏のことが好きなんだろ？」

「……はい？」

　疑問の声を上げると、黒瀬は「おいおい、とぼけんなよ」と息を吐いた。

「俺、考えたんだ。なんでおまえがあの気難しいスバル様と友だちになったのかをな。すべては、あのお嬢様に近づくためなんだろ？」

「黒くろ瀬せ。悪いこと言わないから今すぐ病院に行った方がいいんじゃないか？」

「ごまかすなって。だからおまえはＢＬだなんてウワサを立てられてもスバル様と仲良くしてんのさ。すべては涼月奏に近づくためにな。少なくとも俺おれたち男子はそう見てる」

「………」

　あまりの迷推理に、俺は呆あきれて黙り込むしかなかった。

　なんで？　なんで俺はナース服の男子からこんなくだらねえ推理を聞かせられてんの？　だんだん気分まで悪くなってきた。コイツがニセモノじゃなかったら間違いなくリポビ×ンＤを所望してるよ。

「ま、涼すず月つき奏かなではスバル様と双そう璧へきをなす学園のアイドルだ。一般生徒のおまえが憧れるのも不思議じゃねえ。けど、おまえ……最近困ってんだろ？」

「何にだよ。あいにく金には困ってねーぞ」

　いや、実際ちょっと困ってるが、おまえに頼るくらいなら闇やみ金きんに手を出すよ。

「決まってんじゃん。おまえ――スバル様とケンカしたろ？」

「……なっ」

「あ、やっぱ図星だな。おかしいと思ったんだよ。最近おまえら仲悪わりぃから」

　ぎゃははっという豪快な笑い声。

　むむ、侮っていた。思わぬ名推理だぞ黒瀬ヤマト。さては休み時間にこっそりゲームの脳トレをやってた成果がやっと出たのか？

　思わず、俺は店内でオーダーを取る近この衛えに視線を向ける。

　偶然にも視線に気付いたのか、近衛も俺の方を見て目が合う――が、すぐにぷいっとそっぽを向かれてしまった。

　そう――あの屋上の一件以来、ずっとこんな感じなのである。

　会話をしようと話しかけても、一緒に昼メシを食べようと誘っても、ことごとくツンと無視される。これじゃまるで出会ったばかりの頃ころに戻ったみたい。

　おまけに、こんなことになった原因である宇う佐さ美みの計画も上う手まくいっていない。

　近衛の代わりにあいつと学食でメシを食べたり（もちろん俺の奢おごり）、一緒に下校したりしたのだが……。

「……痛つっ」

　ズキリと、微かに痛む頭をさすった。

　そう、この痛みの理由を思い出すには、ちょっとだけ記憶を遡さかのぼらなきゃならない――。



　　　♀×♂



「というわけで、買い物に付き合って」

　揺れるツインテール。

　屋上での事件があった日の放課後。

　宇う佐さ美みは駅ビルにある水着売り場で、常とこ夏なつっぽいＢＧＭをバックに言った。

「というわけでって……いきなりこんなところに連れて来られても」

　なんでも、学園祭デートの予行練習をしようとか。お互い慣れとかないとね、ということらしいのだが、少なくとも俺おれがこの暴力ウサギに慣れることはたぶんないと思う。

「なんで水着を買うんだよ。プールの授業はもう始まってるぞ」

「そんなの知ってるわよ。これはクラスの出し物で使うの」

「……出し物？」

　ついつい訊たずねると、なぜか宇佐美は目を伏せてちょっと恥ずかしそうにしてから。

「水着喫茶・灼しやく熱ねつアバンチュール」

「……は？」

「アタシたちのクラスの出し物の名前。なんか各自水着姿で接客するんだって。だから、その……」

　あー、なるほど。それで水着を選ぶのを手伝って欲しかったわけね。つーか、俺じゃなくてクラスの女子とかと一緒に行けよ……って、コイツ友だちいないんだっけ。

「わかったよ、さっさと選ぼうぜ」

「う、うんっ。じゃあちょっと目ぼしいのを選んでくるから、ここで待っててっ！」

　早口で告げるなり、宇佐美は女性水着コーナーへと一いち目もく散さんに走っていった。

　むー、本日の俺のお役目はファッションチェックっぽい。にしても水着喫茶ね。考えることはどこも同じか。ネーミングセンスまでどっこいだぞ。

　待つこと十分ほど。

　俺もテキトーに夏休み用の新しい水着なんかを見繕ってると、宇佐美が買い物かごにいくつかの水着を入れて帰ってきた。

　そのまま試着室の前で「開けたら殺す」と殺気を込めて呟つぶやいてから、宇佐美はカーテンの向こう側へと消えた。どこの鶴つるの恩返しだ。中でウサ耳でも出してんじゃねーだろうな。

　微かすかに聞こえる布ずれの音の後。

　ほどなくして、中から「入っていいわ。ただし首だけね」とツンツンした声。一瞬ギロチンにでもかけられるのかと思ったが、たぶんカーテンを開けるのが恥ずかしいんだろう。

　仕方なく、ひょっこりと首から上をカーテンの隙すき間まから試着室に入れると――。

「………っ！」

　瞬間、俺おれは絶ぜつ句くしていた。

　そこにいたのは、水着姿でどこか居い心ごこ地ち悪そうに顔を紅こう潮ちようさせる宇う佐さ美みマサムネ。

　ビキニでも、ワンピースでもない。

　黒のピッチリした布地に鮮やかな赤いラインが入ったスタイリッシュなデザイン。

　競泳水着。

　どう見ても、水泳部とかが着るヤツであった。

「お、おまえ、もうちょっとなかったのかよ。ビキニとかワンピースとか」

　見ると、かごの中に入っている購入候補もすべて競泳水着。まさかコイツ、そういう性せい癖へきじゃねーだろうな。

「ヤダっ！　そんな派手な水着なんか嫌に決まってるでしょっ！　クラスのヤツらの前でそんな恥ずかしい格好するなんて！　でも授業の指定水着そのままじゃダサいから……っ」

　ゴニョゴニョと途切れ途切れに言う宇佐美。

　コイツなりの苦肉の策だったってわけか。

　でも――逆にそれが悪くないんじゃないかと思う。

　ピッチリとした競泳水着は宇佐美の細身の身体をより引き締めて見せるし、水着の黒のせいでなめらかな肌の白さとのコントラストが抜ばつ群ぐんに発揮されている。つーか……これってサイズが若干合ってないんだと思う。だって、やけに胸の辺りが強調されて……。



    


  
    
      



    


  
    
      「……どう？　似合ってるかな？」

　珍しく不安げな声。俺おれが黙っているから心配になったのかもしれない。

「いや、悪くねえよ。サイズが若干小さい気がするけど」

　下手なビキニとかの直球勝負よりも断然破壊力がある気がする。内角を鋭くエグる変化球みたいな感じ。

　率直な感想を述べると、宇う佐さ美みは「そ、そう……」と消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　………。

　もしかして、ちょっと照れてるかな？

「……じゃあこれにするっ。ちょうどいいサイズは売り切れだったから。はい、ファッションショーは終了。さっさと首引っ込めないと切り落とすわよ」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように早口で捲まくし立てる宇佐美。ヘイヘイ、と仕方なく試着室の外に帰還。なんというか、もうちょっと見ててもよかったような。

「バカチキ」

　と。

　不意にカーテンの向こうから名前を呼ばれて、

「はい、これ」

　スルッとカーテンを少し押しのけて伸ばされた手。思わず、その手が掴つかんでいたものを受け取ると……って、おい。

　これって、さっきの競泳水着じゃん。

「ちょっと買ってきて。お金は渡すから」

　驚きよう愕がくに固まる俺の精神にさらなる追撃が加えられた。

　か、買ってこいって……！

「ふざけんな！　なんで俺が同学年の女子の競泳水着を買ってくるんだよ！」

　思わずレジのカウンターを見ると、最悪なことに店員さんは若い女性の方だった。どんな罰ゲームだよ。コンビニでエロ本を買うのとはレベルが違うぞ。

「だっ、だって水泳部でもないのにそんな本格的な競泳水着を買うとか恥ずかしいんだもんっ！　変な趣味の人だって思われたらどうするのよっ！」

　うえー、自意識過剰すぎだろコイツ。あの女性店員がそこまで疑うとは思えん。さっきからこっちを見てニコニコ営業スマイル浮かべてるし。

「俺は水泳部でもないし、ましてや女ですらねえぞ！」

「きっと察してくれるわよ」

「間違った方向にな！　絶対に変な趣味の人だと思われる！」

「大丈夫。あんたが買ってる間にアタシは店から抜け出すから」

「一人だけ逃げる気かてめえ！」

　この状況だけでも十分やばい人だよ。試着室の真ん前で女性用競泳水着を鷲わしづかみにしながら絶叫する俺おれ。いつ警備員がタックルしてきてもおかしくない。

「……ん？」

　と、そこまで言って重要なことに気付いた。

　買ってきて。

　……ってことは、これってさっき宇う佐さ美みが選んだ水着だよな。つまり、さっきまであいつはこの水着を着てたわけで……。

「ちょっと！　あんた何黙ってんのよ！　ま、まさか匂においとか嗅かいでるの!?」

　カーテンの向こうから届くシャウト。ひいっ、場所ってものを考えろ。心なしか女性店員の視線が鋭くなった。この前テレビで見た万引きＧメンみたいな顔してる！

「サイテー！　いくらチキンだからってそんな脱ぎたてを！」

「このエロウサギ！　誰だれがそんなことするか！」

「なっ……まさか、匂いだけじゃ飽き足らず!?」

「とりあえずそのバカな妄想を引っ込めろ！」

「ヘンタイ！　いくら脱ぎたてだからって、なっ……鍋なべでコトコト煮込むなんて……！」

「おまえは俺をどんなレベルのヘンタイだと思ってんの!?」

　というか、どっから鍋が出てきた!?

　くそっ、こんな競泳水着……って、うわあああ今気付いたけどちょっと温かいじゃんコレ！　なんか時限爆弾でも渡された気分！

「お客様、ちょっとよろしいですか？」

「ひいっ！」

　声の方を見ると、さっきの店員さんがレジの向こうからこっちへ歩いてきていた。心なしか足取りが怯おびえている。うえー、完かん璧ぺきに変質者だと勘違いしちゃってんじゃん。

「チクショウ！」

　反射的に、俺はガシャッとカーテンに手をかけた。さっさとこの爆弾を処理せねば。その解除方法は一つ。さっさとこのバカウサギに返すことである。

「きゃっ!?　ばか、今開けたら――」

　ひどく慌てた宇佐美の声が聞こえたが……遅かった。

　ガシャッと。

　俺はカーテンを開けて――。

「!?」

　そして――更なる衝撃が俺を襲う。

　試着室の中。

　まず目に付いたのは、隅のほうに綺き麗れいに畳たたまれた浪ろう嵐らん学がく園えんの制服。

　次はニーソックスに包まれた引き締まった脚あし。

　黒と白。

　なめらかな肌と漆しつ黒こくのニーソックスの鮮やかなコントラスト。

　そして視線を上げると、そこにいたのは……薄桃色の可愛かわいらしい下着を身に纏まとった宇う佐さ美みマサムネ。

「…………」

　………。

　……いや。

　順番がおかしいだろ。

　とりあえず俺おれがツッコミを入れたいのは、なんで下着の次にニーソックスを穿はいてんだよ……なんてことじゃなく、どうして着替えも終わってないのに俺に水着を渡したかってことである。

　推測するに、宇佐美自身もこの買い物にかなりテンパっていて物事の順番を間違えたか、俺が水着を買いに行っている間に落ち着いて服を着たかったのかもしれん。

　しかし――そんなことはどうでもいい。

　今重要なのは、顔を耳まで真まっ赤かに紅こう潮ちようさせた宇佐美の右脚が、俺の左側頭部に凄まじい勢いで迫っていて、例のごとく俺は思春期男子特有のパッションに支配されているがために回避不能なワケで――。

「ぐはあっ!?」

　衝撃と呻うめき声。

　ニーソックスに包まれた脚による強烈な蹴けりをモロに喰くらった瞬間。

　俺の意識は――物の見事に闇やみへと落ちていった。



　　　♀×♂



「……はあ」

　回想終了。

　未いまだに痛む数日前の傷跡を押さえながら、俺は深く重いため息を吐き出した。

　そんなわけで。

　メシを奢おごり、個人的な買い物にも付き合い、そのあと店から逃げ出すなんて恥ずかしいマネまでしたのに、俺たちが付き合ってるというウワサはこれっぽっちも流れない。まぁ買い物の件はウワサとは関係ない気がするけどさ。

　宇佐美曰いわく、『見守る会』が俺たちの情報が広まらないように手を回してるとか。

　それでもあいつは戦争――つまりは今日の対決イベント前のデートで挽ばん回かいできると息巻いていたが……ぶっちゃけ俺おれはもう疲れ果てていた。

　ああ、こんな計画はさっさと終わらせて、近この衛えに事情を説明して仲直りしたい。

「そう落ち込むなって。なんでスバル様とケンカしたかは知らねえけど、おまえだってホントは仲直りしてえんだろ？　だったら、俺が協力してやっからさ」

　黒くろ瀬せはグウっと親指を立てて自信満々に笑った。

　わーい、さすが親友、だてに中学からのクサレ縁じゃないぜ、今のおまえは白衣の天使だよ……なんて、俺が感謝すると思ったのかピチピチ……いや、ガチムチナースが。

　読めたぞ。

　この男が俺にこんな話を持ちかけてきた理由が。

「だからさ――俺にもスバル様を紹介しやがれ」

「やっぱりそうきたか」

　傍はたから聞いたら男子が男子を紹介してくれと言っているというちょっとアレな要求だが、黒瀬の目的は違う。

　コイツは、近衛と仲良くなって、あわよくば涼すず月つきとも仲良くなろうとしているのだ。ったく、何が憧れるのも不思議じゃねえだ。結局自分も憧れてるだけじゃん。

　にしても、こういうヤツって他ほかにもいるのかなぁ。まあ、涼月は学園のアイドルだから仕方ないけど。

「安心しろ。俺ならおまえらを仲直りさせることができる。とっておきのプランがあるんだって」

「はっきり言って説得力がなさすぎるぞ」

　なにせ今のコイツはピチピチナースさんで、中身は女子目当ての下心１００％だぜ？　サタンと取引する方がまだ良心的な気がする。

　普通なら門前払いで断るんだが……。

「……しょうがねえ。わかった。おまえのプランに乗る」

　嫌々ながらも、俺は頷うなずいてしまった。

　正直、俺だって近衛とは仲直りしたいし、あいつの秘密を守るためとはいえ、約束を破ってしまったっていう罪ざい悪あく感かんはある。

　頼れるものなら、どんなものにも頼りたい。

　たとえ、それがどんな泥船だったとしてもだ。

「よっしゃ、さすが親友！　愛してるぜジロー！」

「頼むからその格好でそのセリフはやめてくれ。マジで吐きそうになるよ」

　皮肉っぽく言ってやると、黒瀬はぎゃははと笑った。

「ま、心配すんな！　俺のプランに狂いはない！　大おお船ぶねにでも乗った気でいろよ！」

　言って、黒くろ瀬せは俺おれを教室内へと引っ張って行く。

　え？　まさか、今からそのプランとやらを実行する気なの？　だとしたら心配すぎる。ここまで幸さい先さき不安な船旅もねーぞ。

「なあ、スバル様……じゃなくて、近この衛え。ちょっといいか」

　俺の手を引っ張ったままで、黒瀬は接客中の近衛に話しかけた。

　チャイナドレスの執しつ事じくんは、ちらりと俺の方に目をやったが、やっぱりすぐにそっぽを向いてしまった。うう、やっぱり気まずい。俺たちの間には相変わらずピリピリしたムードが漂っている。

「なんだ？　ボクは今接客で忙しいんだが」

「ま、そう言わずに。ちょっと廊下まで来いよ」

　明らかに不機嫌ムード全開のスバル様に話しかけられただけでも黒瀬はすごいと思う。さすが中学時代に柔道で全国大会に出場した猛も者さ。もしくは空気が読めないただのバカか。

「ほら、おまえに渡したいものがあるんだって」

「なっ……おまえ、何をする！」

　嫌がる近衛を黒瀬は強引に手を掴つかんで引っ張って行く。

　瞬間、店内の視線が俺たちに突き刺さった。

「あいつら、スバル様に何を……」「いいよね？　ヤっちゃってもいいよね？」「止めないでぇえええあのヘンタイどもは私の手でブチ殺すのぉおおおっ！」

　急げ、黒瀬。このままじゃ俺たちは明あ日すの朝日すら拝めなくなる。

　冷たい殺気が飛び交う中、なんとか黒瀬は近衛を廊下の端まで引っ張り出した。

「一体なんなんだ？　こんな場所に引っ張りだして。はっきり言うが、今のボクはちょっと機嫌が悪いぞ」

　ギロリと近衛はジト目で俺たちをひとにらみ。うわー、全然ちょっとじゃねえ。チャイナドレスの近衛はかなりのご機嫌ナナメである。

「オイオイ、そう怒るなよ。せっかくジローが仲直りしたいって言ってるのにさ」

「……むっ」

　近衛の透き通った瞳ひとみが俺の方に一直線に向けられる。相変わらずのジト目なのだが、その奥で薄っすらと光が差し込んだ気がした。

　……あれ？

　まさか、思いのほか上う手まくいきそうなのか。よし、がんばれ！　ガチムチナース！

「そうだよ。ほら、ジローだって、おまえと仲直りしたいためにこんなプレゼントまで用意したんだぜ？」

　言って、黒瀬は背中から綺き麗れいに包装された何かを取りだした。なんてとこに隠してんだよおまえは。

「……プレゼント？」

「ああ、そうだよ。ジローだって、一生懸命おまえのために選んできたんだ。ま、コイツが面と向かって渡すのが恥ずかしいって言うから俺おれが渡すんだけどさ」

「ジっ……ジローが……ボクのために……？」

　徐々にだが、近この衛えの怒りゲージが下がっていく気がした。むむ、もしかしたら意外にこういうストレートなアプローチに弱いのかも。

「さあ、受け取ってくれ。これがジローからの気持ちなんだ」

「う、うんっ……」

　ちょっと恥ずかしそうに頬ほおを染めながら、近衛は黒くろ瀬せからプレゼントを受け取った。

「あ、開けてもいいのかな？」

「もちろん。ビックリするぜ。俺が言うのもなんだが、絶対におまえが喜ぶものだよ」

　瞬間、近衛はパアっと顔を明るくして包装に手を伸ばした。その顔にはクリスマスに枕まくら元もとでプレゼントを見つけたようなキラキラした期待が溢れている。

（す、すげえぞ黒瀬。正直、ちょっと見直した）

　近衛に聞こえないように後ずさってから、俺は黒瀬に小声で話しかけた。

（だろ？　だから言ったんだよ。大おお船ぶねに乗った気でいろってさ）

　ぎゃははっと笑う黒瀬。うわぁ、なんて頼りがいがあるヤツなんだコイツ。さっきまで半信半疑だった自分が恥ずかしくなる。ナース姿のガタイのいいクラスメイトが、それこそナイチンゲールにでも見えてきそうだ。

（けど大丈夫なのか？　おまえ、あいつの好みとか知ってたっけ？）

　唯一心配なのはそこである。一体何をプレゼントしたんだろう？　絶対に近衛が喜ぶものって……。

　うーんと考え込む俺に、黒瀬は満面の笑顔で、一言。

（安心しろって。男なら、絶対に喜ぶものだから）

（…………）

　瞬間、言葉にできない嫌な予感が俺の心を急襲した。

　なんだかものすごく取り返しのつかないことをしてしまった気分。

　順風満帆に見えた航海だったが、大船は大船でもうっかりタイタニック号に乗っちゃってたみたいな……そんな強烈な不安が脳内を埋め尽くす。

　案あんの定じよう――三秒後。

　その予感は、物の見事に的中したのだった。

「きゃああああああっ!?」

　女の子みたいな甲かん高だかい悲鳴。

　見ると、近衛は受け取ったプレゼントを投げ出していた。

　ひゅおん、と風を切って投げ出されたソレはちょうど真正面にいた俺おれの手の中に。

　ソレ……いや、その雑誌の表紙にはツインテールの気の強そうな雰囲気の女性が、服をはだけさせながら、かなりきわどいポーズで写っているわけで……。

「あれ？　もしかして気に入らなかった？」

　一人だけ状況を理解していない黒くろ瀬せが俺の手の中にあるエロ……いや、成人向け雑誌を見ながら疑問の声を上げた。

「てめえ！　なんてもんをプレゼントしてんだ！」

「ああ？　何言ってんだ。スバル様だって男の子だぜ？」

「ひょっとしたら女の子みたいに繊細かもしれないでしょ！」

「えー、あのスバル様が？　それにジローだってこういうの大好きじゃん」

「なんでいきなり俺に振るんだよ!?」

「は？　憶おぼえてないのか？　中学のとき『俺、ツンデレも好きなんだ』って言って――」

　そこまで言って、黒瀬は黙った。

　執しつ事じナックルである。

　恐るべきことに、突とつ如じよ打ち込まれた近この衛えのリバーブローが、ガチムチナースの急所にクリーンヒットしていた。

　野球だったら打球がライナーで外野フェンスに直撃してるレベルの衝撃だと思う。その証拠に「あびばっ!?」と奇声を上げてフッ飛んだガチムチナースは、勢いそのままに近くのドア――不幸にも女子トイレのドアを押し開けて中へとダイブしていった。

「え？　何、今の音……」

「あの、大丈夫ですか……って、きゃあっ、なにこの人!?」

「いやあああヘンタイよおおおナース服を着たガチムチのヘンタイさんよぉおおおっ！」

　中から響く阿あ鼻び叫きよう喚かんの大合唱。女子トイレ内は突とつ如じよ乱入してきた一人のガチムチナースによって一瞬で地じ獄ごく絵え図ずへと変へん貌ぼうしていた。

　……うん、たぶんあいつなら大丈夫。きっとデッキブラシとかでボコボコにされても軽傷で済んでいるはず。運悪く巡回中の風紀委員に取り押さえられるかもしれないが、それよりも今は……。

「……ジロー」

「ひいっ！」

　アルトボイスに振り返ると、チャイナドレスの執事くんがヒクヒクと小さな口唇くちびるをひくつかせながら、ぶるぶると怒りに震えていた。

「ボクのために一生懸命選んでくれたんだったな。だったら、ちゃんとお礼をしなくちゃいけないな……」

「ま、待ってくれ！　違うんだ！　これは全部黒瀬が仕組んだことなんだ！　俺はただ、おまえと仲直りしたくて……！」

　非情にも黒くろ瀬せにすべての罪を押しつけた。いや、たぶんあのバカにすべてを任せた俺おれも悪いんだけど。

「……ふぅん。そうだったのか。でも、心配するな」

「こ、近この衛え！　わかってくれたのか！」

「ああ。さっきみたいなひどいことはしないぞ」

　ニッコリと。

　近衛は、その端たん整せいな顔に執しつ事じ仕込みの営業スマイルを浮かべてから。

「おまえの場合は、ちゃんと遺ゆい言ごんも聞いてやる」

「ちょっ……近衛さん!?」

「大丈夫。すぐ楽になる。それに……ジローは、あの表紙の女の子が好みなんだろう？」

「なんでそこにこだわるの!?」

「う、うるさいな！　だって……あの子もあんな風ふうな髪形だったぞ！」

「あの子って……」

「おまえの……こ、こここ恋人だっていう子だ。あの子もあんなツインテールだった！」

「そっ……それは……」

「わざわざボクにプレゼントするなんて、さては……み、見せつけてるのか……っ！」

　近衛は「何がツインテールだ……何がツンデレだ……」と口唇くちびるを尖とがらせながら唸うなった。いや、どうしてコイツはこんなに怒ってるんだ？　まさか前世でツンデレに弾圧されたことでもあったのか。

　ざわざわと騒ぎだす廊下。

　俺たちの周りには好奇心にそそられたギャラリーたちが集まりつつある。「へぇー、コスプレ女装喫茶ね。ずいぶん気合の入った宣伝だなぁ」「もしもし？　今すぐこっち来いよ！　チャイナガールと婦警さんが修羅場になってんだ！　しかも中身は両方男だぜ!?」

　湧わき上がる声援と歓声のオーケストラ。

　教室の軒先は一瞬で某ネズミの国のパレードも真まっ青さおの熱狂の渦と化した。

　さすがは学園祭。

　ムードというか、熱気というか。普段とは違う独特の非日常な空気に当てられて、どいつもコイツも勝手に盛り上がってやがる。空気中にアルコールでも入ってんじゃねえか。

「お、おい、落ち着けって近衛」

　武力抗争では勝ち目がないと判断して、平和的な融和政策にチェンジチェンジ。

　だが。

「黙れ。このリア充じゆうめ」

「リ、リア!?　おまえ、どこでそんな言葉を……」

「この前読んだ本に書いてあった。おまえみたいに彼女がいて、現実リアルが充実してるヤツをそう呼ぶらしいな。ボクは、そんなヤツは大嫌いだ」

「近この衛え……」

「気安くボクの名前を呼ぶな。リア充じゆうにそんなことされたら虫むし唾ずが走る。それに……プレゼントって言うから……ちょっとだけ期待したのに……」

「………」

　……そうだよな。

　男装してるけど、近衛だって女の子だ。プレゼントって言われて嬉しかっただろうし、期待だってしていた。それなのに、俺おれはあんなものを……。

「絶対に……イチゴ大福がもらえると思ったのにっ」

「なんでイチゴ大福!?」

「ちょうど昨日きのうから食べたかったんだ」

「そんなもんわかるか！」

「……ジロー。イナゴ大福じゃなくて、イチゴ大福だぞ？」

「それは言われなくてもわかってるよ！」

　確かに字は似てるけどさ。でもイチゴ大福って……確かに近衛は甘いものとか好きだったな。というかこのハラペコ執しつ事じに苦手な食べ物なんてあるのか。

「聞け。イチゴ大福はすごいんだぞ。あのフニュフニュとしたおモチにあま～いあんこ、そして甘酸っぱくも瑞々しいイチゴの酸味が、口の中でもにゅもにゅと合わさって……」

　ほわほわと蕩とろけるような笑顔を浮かべながら、近衛は俺から貰もらえるはずだったプレゼントに夢を馳せていた。でもなぁ、他人のマイブームなんてわかるわけないしなぁ。

「というわけで、死ね」

「どういうわけだよ!?」

「うるさい。イチゴ大福もくれないリア充は、ここで天に召されるがいい。それが執事の選択だ」

　それが――俺にとっての最終宣告だった。

　うなりを上げながら、近衛の執事ナックルが空気を裂いて疾走する。

　くそっ、まさか自分がリア充と見なされて殺される日がくるとは。

　迫りくる鉄てつ拳けんに俺がそう後悔したときだった。

「あなたたち、いい加減にしなさい」

　廊下の喧けん騒そうを切り裂く凛りんとした音ね色いろ。

　見ると、教室から出てきた臨時店長こと涼すず月つき奏かなでが、争う俺たちを腕組みしながら観察していた。

「スバル。ジローくんと遊ぶのもいいけど、そろそろ仕事に戻ってくれない？　このままあなたが帰って来ないと、暴動が起きそうだから」

「うっ……」

　トドメを刺す寸前で止められた執しつ事じは「しかし……」と不満げに唸うなったが、

「何？　主あるじの言うことが聞けないのかしら」

　ニッコリと微笑ほほえむお嬢様。

　瞬間、執事くんは「ひっ」と短い悲鳴を上げて、すぐさま拳こぶしを下ろした。どうやら笑顔の下に隠れた黒い何かを感じ取ったようだ。

　近この衛えは、最後に俺おれのことを「ふんっ」と一いち瞥べつしてから、そそくさと教室に戻って行った。ううっ……仲直りどころか、ますます関係が悪化しちまったぞ。

「……助かったよ、涼すず月つき。おまえがいなかったら危なかった」

「お礼は要いらないわ。私はクラス委員長としてクラスの出し物をまとめているだけよ。まぁ、それももうすぐ終わりだけど」

「終わり？」

「ええ。軽い用事があるから私は席を外すの。その間の管理は何人かの女子に頼んでおいたから」

　相変わらずのクールな態度で言う涼月。

　むむ、用事ってなんだろう。コイツのことだから、また告白でも受けたのかな。

「それはそうと、ジローくん」

　涼月は、チラッと俺の方に目をやってから。

「最近スバルと仲が悪いみたいだけど、何かあったの？」

「！」

「それと、近ごろあなたが他ほかのクラスの女の子とよく一緒にいるって話を聞いたんだけど、どういう関係なのかしら。もしかして彼女さん？」

「うっ……」

　いきなりの質問に、俺は押し黙るしかなかった。

　……迂う闊かつだった。

　あの黒くろ瀬せですら気付くんだ。

　このお嬢様が、俺と近衛のギクシャクに気付かないわけがなかった。

　しかも、悪いことに宇う佐さ美みのことまで勘付いてるっぽい。

　これは上う手まい弁解を考えねば。

　そんな風ふうに黙りながら思考していると――。

「まあ、別に構わないんだけどね」

　意外にも。

　あっさりと、涼月は俺への質問を切り上げた。

「……構わないって……どういう意味だよ」

「言葉通りの意味よ。私はスバルとは違って全部知ってるの。あなたが誰かさんと恋人ごっこをしていることもね」

「………っ！」

　……おいおい。

　勘が良すぎだろこの女。

　気付いてるどころか、全部バレてるじゃねーか。

「な、なんでわかった？」

「あら、当たってた？　かまをかけたつもりだったんだけど、図星だったのね」

「!?」

「だって、女性恐怖症のチキン野郎なあなたにそう簡単に恋人ができるとも思えないし」

「………」

「たぶん、あなたとスバルの仲が悪くなったのもそのせいなんでしょう。大方、学園祭を一緒に回る約束をしてたけど、そのことで断るしかなくなってしまった……とか？」

　どこまでも愉たのしそうに、彼女は口唇くちびるを吊つり上げた。

　……ダメだ。

　涼すず月つき奏かなで。

　やっぱり、コイツにだけは勝てる気がしない。

「あなたのことだから、そんな風ふうになったのには仕方のない理由があるんでしょうけど……気を付けてね。ちゃんと断ったからって、スバルがこのまま黙っているとは思えないから」

「？　どういう意味だよ？」

「そのままの意味よ。あの子は意外と頑固だから、ちょっとやそっとじゃへこたれないってこと。まあ、どうしようもなくなったら、私を頼ってね」

　謎なぞめいた言葉を言ってから、涼月はあっさり「じゃあね」と俺おれに背を向けた。

「……むっ」

　この様子だと、とりあえずは傍観を決め込んだのか。

　まあ、俺もそっちの方が助かる。

　下へ手たにバラされたらそれこそスバル様は黙っていない。あいつのことだから、宇う佐さ美みのことを問い詰めかねない。

　そうしたら、計画が破は綻たんした腹いせに例の画像をバラ撒まくとかされそうだ。あの性しよう悪わるウサギなら十分あり得る。

　何より――涼月がからんできたら余計にややこしいことになりかねない。

　それについては、用事とやらに感謝するべきだろう。

　このまま、コイツが大人おとなしく去っていってくれれば――。

「――あ、そうそう。ねぇジローくん。一つだけ、どうしてもわからないことがあるんだけど、聞いてもいい？」

　唐突に。

　涼すず月つきは両手を後ろに組んだままくるりとターンして言った。

「なんだよ？　別に、答えられる範囲なら言ってもいいぞ」

　けど、ほとんどバレてるようなもんじゃん。

　あと知られてないことっていったら、それこそ恋人ごっこをしてる理由だけなのに。

「ええ。あのね――」

　なぜか。

　涼月は、屈くつ託たくのないさわやかな表情で微笑ほほえんでから。

「さっきからあなたがとっても大だい事じそうに持っているその成人向け雑誌。表紙に書いてある『実録！　ツンデレお嬢様のイケナイ学園祭！』ってタイトルには、一体どんな意味があるのかしら」



　　　♀×♂



「遅い。二分二十八秒の遅刻よ」

　浪ろう嵐らん学がく園えん校門前。

　そこで、宇う佐さ美みマサムネは相変わらずのトゲトゲしい声で言った。

「うるせえぞ、うさみん。こっちも色々あったんだよ」

　いや、ホントにね。

　あの後、俺おれは婦警さんの格好をしたままで涼月に『ざけんな！　おまえは全然ツンデレじゃねえぞ！』と抗議したが、『なんならデレて見せましょうか？』と答えられ、あまりの恐怖に逃走した。デレた涼月。略してデレ月。色んな意味で怖すぎる。

　ただいまの時刻はちょうどお昼を回ったぐらい。

　正午に校門前ここで待ち合わせというのが、今日のデートの取り決めだった。十分許容範囲だと思ったのだが、さすがは性しよう悪わるウサギ。相変わらずの神経質ぶりである。

「遅刻は遅刻よ。このバカチキ」

　ロングブーツのつま先で俺の足を軽く蹴けってから、宇佐美は不満げに息を吐いた。

「女の子を待たせるなんて男の風かざ上かみにも置けないわ。バカなの？　死ぬの？　チキンなの？」

「たった二分半じゃねーか。カップ麺めんも作れねえ短時間だぞ」

「………。その二分半の間……アタシがどれだけ心配したと思ってるの？」

　少しだけ、宇う佐さ美みは顔を俯うつむかせた。

　え？　ひょっとしてマジで心配してくれてたの？　たった二分半遅刻しただけなのに。

　……まいったな。

　どこか寂しそうな表情。

　こんな顔されたら、後悔で胸が締め付けられて……。

「うん。あんたが来る途中でうっかり女子生徒に痴ち漢かんして逮捕されたんじゃないかって、すっごく心配したわ」

「いらねえこと心配してんじゃねえよ！」

「あ、ゴメン。心配するまでもなかったか。あんたＢＬＣだもんね」

「ＢＬＣ？」

「ボーイズ・ラブ・チキン」

「わざわざ英語にしやがった!?」

「こうするとＢＬＴサンドみたいで……ぷふっ、面白いっ」

「何がそんなに面白いんだよ！」

「だってほら、ＢＬなチキン野郎を男二人がサンドしちゃってんのよ？」

「気色悪いこと考えさせんなや！」

　ううっ……近この衛えの秘密を守るためとはいえ、女の子にこんな誤解を抱いだかれなきゃならんとは。

　バッと周囲を確認する。

　幸い、今の問題発言を聞いていたヤツはいなかったようだ。

　けれど、校門から校舎へと続く道は、見物客やらそれを必死に引きとめようとする模も擬ぎ店てんの客引きでごった返していた。

　昼になり、学園祭の賑わいもおそらくピーク。

　確かに――ここなら大勢の人の目がある。俺おれと宇佐美が付き合ってるっていうウワサを流すには、格好のポイントかもしれない。

「さぁ、デートよデート。もうイベントまで時間がないの。誰だれかさんの遅れを取り戻さないとね」

「おまえもしつこいな。こっちだって服を着替える時間があったんだよ」

　さっきまで俺は婦警さんだったんだぞ。昨日きのうコンビニで立ち読みしたファッション雑誌にだって、あんな格好でデートに行けとは書いていなかった。

「おまえだって、ちゃんと着替えてきたんだろ？」

　水着喫茶・灼しやく熱ねつアバンチュールだっけ？　さすがに例の競泳水着で来るわけないし……。

「えっ」

　しかし、なぜか宇佐美は戸惑うように視線を彷徨さまよわせた。

　……まさか、着替えるのが面倒で水着の上から着てきたとか……。

「さ、さあ、行きましょっ！　早くしないと学園祭が終わっちゃう！」

　はぐらかすように言って歩き出す宇う佐さ美み。

　………。

　まあ、いいや。

　コイツが制服の下に何を着ているかはちょっと気になるが、もうそんなことに心を迷わすのはやめよう。

　この奇妙な関係も今日で終了。

　対決イベントさえ終われば俺おれは晴れて自由の身である。そうしたら、この性しよう悪わるウサギともオサラバだ。

「じゃ、よろしくねバカチキ」

「？　よろしくねって、何が？」

　意味がわからずに聞き返すと、宇佐美は「え？」と声を上げた。

「何言ってるのよ。デートなんだからあんたがリードするに決まってるでしょ」

「げっ」

「……ちょっと、『げっ』って何？　まさか、あんた何にも考えてきてないわけ？」

　ジトーっと軽けい蔑べつしたような目線に、俺は黙り込んだ。

　それもそのはず。昨日は女装喫茶の内装造りを遅くまでやっていて、家に帰ったあとも疲れから即ダウンしてしまったのだ。

「うわー、サイテー。あんた、もしかしてデートとかしたことないの？」

「なっ……バカにすんな！　それくらいあるに決まってんだろ！」

　といっても、近この衛えとゲーセンに行っただけだが。あのときは涼すず月つきが全部段取りを決めてたしなぁ。レジャーランドのときも一緒である。

「おまえこそどうなんだよ」

「え？」

「『え？』じゃねえよ。そこまで言うんだったら、デートくらいしたことあるんだろうな」

　なんだか悔しくて問い返すと、案あんの定じよう宇佐美は「なっ」と顔を強こわ張ばらせてから、すぐさまカアアアっと赤くなった。

「バ、バカにしないでよバカチキ！　あ、ああああるに決まってるでしょっ！　アタシはこれでも経験豊富なんだもんっ！」

「じゃあおまえがリードすればいいじゃねえか。経験豊富ならさ」

「うっ……」

　口をむ～っと△の形にしてしまった。やっぱり見み栄えを張ってたか。しかもこの反応。もしかしてこれが初デートだったりして。

「な、何よその目は！　そうよ！　初めてよっ！　だから何!?　誰だれだって最初はドキドキするものだもんっ！」

　ツンと目を逸そらしながら宇う佐さ美みは偉そうに胸を張った。うわー、開き直りやがったよ。つーか、ドキドキねぇ。思いのほか緊張してんだなぁコイツ。

「プランを立てようにも学園祭を一緒に回るぐらいしかないぞ。テキトーに模も擬ぎ店てんとかを見に行こうぜ？」

「……う、うんっ」

　言い争ってても仕方ないので助け舟を出すと、宇佐美はコクンと小さく頷うなずいた。

　……まったく。

　大人おとなしくしてりゃ、コイツもそこそこ可愛かわいいんだけどさ。

「けど、調子に乗らないでよね。別に、あんたに従うわけじゃないんだからっ」

「おまえ、ちょっとは黙ってらんないのかよ」

「黙って犬のように従えっていうの!?」

「そこまでは言ってねえだろうが！」

「ヤダっ、いくら恋人だからって、首輪で繋つながれて夜の公園なんて……」

「相変わらず愉快な発想してんなぁおまえ！」

　どうも会話が噛かみ合わねー。というかやっぱりコイツって発想がエロいというか、思春期丸出しというか。まさか狙ねらってやってんじゃねーだろうな。

　まあ、何はともあれ。

　とりあえず――デート開始である。

　俺おれたちは肩を並べて模も擬ぎ店てんの並ぶ一角へと足を踏み出した。

　どうせなら手ぐらい繋つないだほうがそれっぽく見えるかもしれないが、女性恐怖症の俺にとっては死神と握手するのと変わらない。

　最近わかったことなのだが、恐怖症の発作は肌と肌が直接触れるほど顕著に起きやすいのだ。だから直じかざわりは危険なのである。ジョ×ョで例えるなら『ザ・グレイトフル・デッド！』って感じ。

「あ、見てバカチキ」

　と、考えてるそばから宇佐美が俺の掌てのひらを握ってぐいっと引っ張った。

　ひいっ。肌に触れる微かすかに温かい指の感触。ぞくぞくとあわ立つ鳥とり肌はだ。やっぱり直は素早い。コイツがぎゅっとやけに強く握ってくるから余計だ。

「お、おい、放せって」

「なに？　ひょっとして恥ずかしい？」

　宇佐美は俺の返答を聞くよりも早く、その顔をニヤリとほころばせた。

「ふふん。なぁんだ。デートしたことがあるくせに、大したことないんじゃない。ほらほらほらっ」

「うわ、よ、よせって！」

　必死の抗議も空むなしく、あろうことか宇う佐さ美みは手を繋つないだまま、ぎゅぅ～っと動物園のコアラよろしく俺おれの腕に自分の腕を絡めてきやがった。

　こ、この性しよう悪わるウサギ……！

　さっきの仕返しのつもりか。さてはただ単に俺の困る顔が見たいのか。

　しかも……うわー、コイツって意外に着やせする方だったんだ。

　身体はほっそりしてるけど……やっぱり、こっちは女の子だ。本人は俺をいじめることにご満悦で気付いてないが、さっきからヒジ辺りに、その……ふにゅふにゅっと大変よろしくない感触が押し付けられている。どこの天国の拷問だよ。

　これじゃ恐怖症の発作が出ないようにするので精一杯だ。

「ほら、ちょっと美お味いしそうじゃない？」

　俺の気も知らずに、宇佐美はのん気に模も擬ぎ店てんに並べられた商品を眺めていた。

　たこ焼きである。

　羨うらやましい。どうせやるんならうちのクラスもこういう普通の出し物にすりゃあよかったんだ。

　ソースの香ばしい匂においを嗅かいでいたら急に腹が「ぐぅ」と鳴った。そういや昼飯がまだだった。

「あんた、お腹なかすいてるの？」

「そうだよ。奢おごってくれんのか？」

「逆よ。あんたが奢りなさい。デートは男が奢るもんだって、前に聞いたもん」

　またそれかよ。この女、俺をスポンサーか何かと勘違いしてるぞ。つーか、友だちもいねえくせに誰だれから聞いたんだよ。部活の後輩とかかな。

「このうさみんめ。誰が奢るか」

「えー。ケチケチケチ。このケチチキン」

「なんとでも言え」

「飛ばないチキンは、ただの家畜だ」

「それは当たり前だろ!?」

「見ろ！　チキンが家畜のようだ！」

「だから言われなくてもわかってるよ！」

「――チキン！」

「目がぁっ、目がぁあああ……っていい加減にしろコラ！」

　うわー、ジ×リ大好きだなぁコイツ。

　つーか今までだって学食とかで散々奢ったんだ。なんの見返りもないのにこれ以上無駄な投資ができるか。

　俺おれが渋っていると、宇う佐さ美みは「むっ」と口唇くちびるを尖とがらせた。

「しょうがない。じゃあこのデートが終わったら、アタシが手料理をご馳ち走そうしてあげる。だから今ここで奢おごってよ」

「どんな取引だよ」

「いいじゃない。それに……今月はちょっと厳しくってさ。その……あんまり手持ちがないんだ。水着も買っちゃったし」

「手持ちがないって……」

　まさか金欠か。散々学食やら帰宅途中に立ち寄った商店街やらで俺に奢らせたのはそのためだったのか。なんだよこの逆ヒモ状態。

「色々あってバイトもクビになっちゃったし、料理はできるけど材料がないから、最近はあんまりロクなもん食べてないし……」

「ロクなもんって……じゃあ、何を食べてんだよ？」

　ついつい興味本位で聞いてしまった。

　その瞬間、宇佐美の瞳ひとみにフッと暗い影が落ち、深海から届くようなひどく重い声で、

「――マヨネーズ」

「……は？」

「ねぇ知ってるバカチキ。山で遭難した人が、偶然持っていたマヨネーズと水だけで一週間も耐え凌しのいで生還したことがあるんだって」

「………」

「パン屋さんでもらった食パンの耳につけるとすっごく美お味いしいんだ。それにカロリーもいっぱいあってね……」

「もういい宇佐美。悪かった。俺が悪かったから」

　強引に話を終わらせる俺。

　なんだか、コイツの見てはいけない一面をうっかり覗のぞいてしまった気がした。

　宇佐美マサムネ。

　意外にも、庶民派であった。

　つーか、自炊してるってことはもしかして一人暮らしとかしてるのかな。

　むー、最近はお嬢様とかスバル様とか、そういう住む世界が違う女の子ばっかりと一緒にいたからこういうのは新鮮だ。紅くれ羽は？　うん、あいつは別の意味で住む世界が違う。

　ああ、でもコイツって、なんとなく涼月と相性悪そうだよなぁ。

　話を聞いてると、住んでる環境も思いっきり逆っぽいし。

　お嬢様と一般庶民。

　ちょっとした勘だけど、この二人を会わせるのだけは絶対に止めた方がいい気がする。コイツなら「一般庶民をナメんじゃねぇ」とか言ってライバル心を燃やしてケンカ売りそうだし。まあ、俺おれはそういう変に気が強いところは嫌いじゃないけど。

　あと性格的にも真ま逆ぎやく。

　涼すず月つきは自分の内面を徹底的に隠してお嬢様として八方美人に生きているが、宇う佐さ美みはその反対。コイツは不器用にも自分の内面を思いっきりさらけ出して生きてる気がする。たぶん、人と付き合うのには邪魔になる部分まで。

　涼月お得意のデタラメも、コイツには通用しなさそうだし。

　だから――この二人は、ある意味対極の存在なのかもしれん。

　嘘うそつきオオカミ女と、嘘が大嫌いな性しよう悪わるウサギ。

　涼月奏かなでと宇佐美マサムネ。

　願わくば、この二人が俺の前で出遭あわないことを……。

「それに、アタシは今あんたに奢おごって欲しいの。そっちの方がデートっぽいでしょ？」

「デートっぽいってなぁ……」

　そんなにデートがしたいのかよ。まさかコイツ、進路調査票に『銀座No.１ホステス』とか書いて教師を困らせるタイプか。もしくはデートっぽいことに憧れてるだけのちょっと背伸びしたがりの女の子か。何にしても奢ってもらうだけがデートじゃねえだろ。

「……すいません、たこ焼き一つ」

　結局、渋々ながらに俺は売り子にオーダーを伝えていた。

　自分でも情けないと思うが、奢らないとずっと俺の腕にひっついてそうだし。食べ物を与えれば少しは大人おとなしくなるはず。なんか野ウサギにエサをやっている気分。

「約束だぞ。等価交換だ」

「任せなさい。こう見えても、アタシは結構料理が得意なの」

　言いながらも、宇佐美はたった今購入した発泡スチロールの容器に入ったたこ焼きをロックオン。爪つま楊よう枝じに刺してフーフーと息を吹きかけてから口に入れて「はふはふっ」と熱そうに頬ほお張って、「ん～っ」ととろけるような表情でうっとりしている。

　俺も見習ってもう一本の爪つま楊よう枝じでパクリと一口。うん、なかなかいける。どうせならエロ本なんかよりこっちを近この衛えにプレゼントしときゃよかったんだ。

「ねー、バカチキ」

　たこ焼きを食べながらブラブラ歩いていると、宇佐美が呟つぶやいた。

「あんた、さっき誰だれかとデートしたことがあるって言ってたでしょ。それって……スバル様？」

　花より団だん子ご。隣の女の子より目の前のたこ焼きを突っつくことに集中していた俺はついつい「そうだよ」と答えてしまって、瞬間後悔した。

　そりゃそうだ。近衛は男の子ってことになるから、はたから見れば男とデートしたって公言してるようなもんである。

　むむ、どうしようと思っていると……案あんの定じよう、宇う佐さ美みは俺おれの返答を聞いてたこ焼きを頬張ったまま固まっていた。なんか冬眠前にエサを溜め込んでるリスみたい。

「うわー、信じらんない。なんであのスバル様があんたなんかとデートするわけ？　まさかお金とか積んだ？」

　積まねえよ。ホストに貢みつぐセレブじゃねえんだぞ。

「大したことじゃねーよ。あいつと仲良くなったから遊びにいっただけだ」

　嘘うそは言っていない。まだ出会ってなかった頃ころと比べれば、ちょっとはスバル様との距離を縮めていたと思う。もっとも、今はすべてリセットされてしまったが。

「……ふぅん」

　なぜか、宇佐美は俺の質問を聞いて釈しやく然ぜんとしないようだった。なんだよ、なんか疑わしいとこでもあるのか。

「それにしても、おかしな話」

「何がだよ？」

「だって、あんたって特別でもなんでもない普通の人間じゃない。この数日間恋人のフリをしててわかった。ＲＰＧでたとえるなら『村人Ａ』がいいところよ」

「悪かったな、普通で」

「普通……ね。だから、おかしいのよ。特別でもなんでもないあんたが、あのスバル様と仲良くなれたなんて」

「そんなこと言われてもな」

　そういやコイツ、初めて会ったときもそんなことを俺に聞いてきたっけ。

　――どうしてスバル様の友達になれたの？

　答えは簡単だ。

　俺が近この衛えの秘密を知ってあいつと共犯関係になってしまったからである。

　別に、そこまで特別なことはしちゃいないし、もちろん俺自身が特別であったわけでもない。近衛はずっと自分の秘密を共有できる人間を――友だちになれる人間を求めていた。俺はそのポジションに当てはまっただけ。

「なんでいきなりそんなこと聞くんだよ」

「そんなの決まってるじゃない。あの人のことが……だっ、大好きなんだもんっ」

　俺からツンと目を逸そらしてから、恥ずかしそうに頬ほおを染める宇佐美。

　コイツも紅くれ羽はと同じパターンか。スバル様のことになると途端に女の子らしくなっちまう。普段の高飛車っぷりはどこへやら。

「まぁ、確かに近衛はかっこいいけどさ」

　あいつは男とは思えないほど凛り々りしくて端正な顔をしてる。というか実際男じゃないんだが。あの顔じゃ、確かに惚ほれちまうのも無理はないかもしれないけどさ。

「……違うもん」

　しかし。

　宇う佐さ美みは俯うつむきながら俺おれの言葉を否定した。

「かっこいいとか、そういうんじゃないわ。アタシが好きなのは、あの人の顔とかじゃないの」

「？　じゃあ、おまえは近この衛えのどこが好きなんだよ」

「……フン。あんたなんかに教えてあげない。特別でもなんでもないくせに、スバル様の友だちになれたあんたなんかにはね」

　さっきまでのしおらしさはどこへやら。打って変わって俺を敵意たっぷりににらみつけてくる。うえー、俺ってやっぱ嫌われてんのな。

「嫌いよ。嫌い嫌い嫌いっ。あんたなんか、大っっっ嫌い。今日だって、隣にいるのがスバル様ならよかったのに」

　と。

　言いつつも、宇佐美はなぜかたこ焼きを爪つま楊よう枝じで刺して俺の前に突き出した。

「？　なんだ？　ひょっとしてタコが入ってないのか？」

「このバカチキ。言ったでしょ？　アタシたちは恋人のフリしなくちゃなんないのっ」

　言って、ずいっとたこ焼きが俺の口元へと運ばれる。あー、そういうことね。わざわざイチャイチャして周りの目を惹ひきつけようってことか。

　でも、ちょっと恥ずかしい。

　徐々に周囲の目線が集まりつつある。当たり前だ。学園の……しかも群衆のど真ん中でやってるんだからわりとバカップルだ。

「は、早くしてよっ。アタシだって恥ずかしいんだからっ」

　らしくない消え入りそうな声。コイツも俺と同じ心境っぽい。まあこんなあからさまなことしてちゃなぁ。

「あと、食べるときは目をつむってて。なんか目線が合うと恥ずかしい」

「はいはい、わかったよ」

　言われた通り、目をつむって口をあーんと開ける。にしても目線が合うと恥ずかしいとは。やっぱり、コイツ人と接するのに慣れてないっぽい。

　数秒の間があった後、口唇くちびるにふにふにと柔らかい何かが触れる感覚。

「ん？」

　あれ？　でもたこ焼きの表面ってこんな感触だったっけ？　なんかたこ焼きにしちゃあ弾力がありすぎる気が……。

「んんっ!?」

　疑問に思ったのも束つかの間。

　いきなり、俺おれの口の中に生温かい何かが侵入してきた。

　うわ、なんだこれ。

　これじゃ強引に押し込んだような感じだ。しかもたこ焼きにしちゃ味が薄い。おかしいな、ちゃんとソースは塗ってあるはずなのに。

「むごっ!?」

　さらに俺の口内に押し込まれる何か。くっ……苦しい、このままじゃ陸の上で窒息死する。かなり愉快な死に方だ。中世の拷問だってこんなむごいマネはしねえぞ。

　せめてもの抵抗のために、侵入してきた何かに歯を立てようとしたが。

「……ごっ!?」

　ごぎゃああっ！　熱っ！　なんだこれ!?　すげえ熱い！　しかも辛からっ！　どう考えてもたこ焼きじゃねーぞこれ！

「て、てめえ！　一体何を！」

　ゲホゲホと咳せき込みながら、俺は目を開けて精せい一いつ杯ぱいの抗議をした。瞬間、俺の口から食べかけの何かがアスファルトに落下。

　見ると、そこにあったのはたこ焼きじゃなく、なんとたい焼きだった。

　くそっ、さては丸々一匹口の中に押し込みやがったな。しかもよく見ると、中身はあんこじゃなくて赤い……タバスコか！　どっかの模も擬ぎ店てんの商品だろうと思ったら、近くに店と看板があった。商品名『鮮せん血けつたい焼き』。なんてグロいもんを売ってやがるんだ。

「てめえはエサをやる親鳥か！　俺はペンギンのヒナじゃねぇんだぞ！」

　未いまだにヒリヒリする舌で必死に文句を言うと――。



「ふん、いい気味だな」



　蔑さげすむようなアルトボイス。

　声のほうに目線を向けると、そこには仏ぶつ頂ちよう面づらをした見慣れた顔が透き通った瞳ひとみでこちらを見つめているわけで。

「こ、近この衛え!?　お、おおおおまえ！　こんなところで何してんだよ！」

　そう、近衛スバル。

　未だにさっきのチャイナドレスを身にまとっているスバル様が、驚きよう愕がくする俺の前で不機嫌そうに腕を組んでいた。

　その隣には宇う佐さ美み。コイツも俺と同じように驚愕で固まっている。

「おまえ、仕事はどうしたんだよ！」

　我がクラスのご指名No.１である近衛は一人だけ特別シフトが組まれていて、労働基準法もビックリの過か酷こく労働をしいられていたはずだったのに。

「逃げてきた」

「逃げてきた!?」

「世の中には、もっとボクに合った素晴らしい職場があるんだ」

「なんかアルバイトをクビになったニートみたいなこと言ってる！」

「それに、お嬢様がいないのにあんな店で働くつもりはない。そんなことより、ボクにはもっと大だい事じな用がある」

　ずいっと、近この衛えはこちらに顔を寄せてきて、

（これから、おまえを監視する）

　小声でそう告げたのだった。

（監視って……なんでそんなことされなきゃなんないんだよ！）

（ふん、決まっているだろう。そこにいる彼女に、おまえがボクの秘密をバラすかもしれないからな）

　俺おれも小声で抗議すると、近衛は当然のように答えやがった。

（その子とは随分仲が良いみたいだしな。さっきから腕を組んでひっついて歩いたり、仲良くたこ焼きを食べたり、極めつけは……こ、こんな公衆の面前でイチャイチャと……っ）

　げっ。さてはコイツ、俺が教室を出るところからずっとつけてきやがったな。頭の中で電柱に隠れながらこっそりと俺たちを見張る近衛の姿が浮かぶ。張り込み中の刑事かよおまえは。

（そんなわけで、ボクもおまえたちと一緒に学園祭を回ることにした。別にいいだろう？　ボクはおまえの友だちだ。友だちなら、おまえがちゃんと清らかな交際をしてるかチェックする義務があるはずだっ）

（………っ）

　……ダメだ。

　言ってることはメチャクチャだが、経験上、こうなった近衛はテコでも動かない。

　ああ……やっとさっきの涼すず月つきの言葉の意味がわかった。

　あのスバル様が、あの程度でへこたれるわけがなかったのだ。

　まさか、破った約束を強引に果たしにくるとは。

（ちょ、ちょっとバカチキ！　何をコソコソ話してるのよっ！）

　後ろから宇う佐さ美みが小声で問い詰めてきた。さすがのコイツもスバル様の突然の乱入に慌てまくっている。

（……悪い。突然だけど、俺たちは近衛と三人で行動しなくちゃいけないらしい）

　ストレートに伝えると、宇佐美は「なっ」と口を開けたまま固まった。

（ふ、ふざけないでっ！　それじゃ計画の意味がないじゃないっ！　そんなことしたらどうなるかわかって――）

　と、そこまで言って宇う佐さ美みは黙った。

　突とつ如じよ向けられた近この衛えの視線が、彼女から言葉を奪っていた。

「というわけで、色々話し合った結果、ボクも同行することになった。よろしく頼む」

「はっ……はぃ……よろしくおねがいしましゅ……」

　なんというワンサイドゲーム。

　憧れのスバル様を前にして、宇佐美は子ウサギのごとく縮こまってしまった。

「さあ、行くぞ。ボヤボヤしていたら、学園祭が終わってしまう」

　言って、近衛は俺おれの手首を握って歩き出す。

　ひいっ。この執しつ事じ、俺が女性恐怖症だって知ってるくせに……！

「あっ！　ちょ、ちょっと待ちなさいよバカチキっ！」

　あいている方の手を宇佐美がぎゅうっと握ってきやがった。

　うわあああなんだこの状況。

　ヒソヒソと周囲がやけにざわついている。さっきまでイチャイチャと見せ付けていたバカップルに新たな人間が加わったからな。しかもそいつはチャイナドレスの学園の王子様である。はっきり言ってメチャクチャなシチュエーションだ。観覧料が取れるぞ。

「おい、どこに行く気だよ」

「おまえたちがさっき行った模も擬ぎ店てんだ。ボクも、たこ焼きが食べてみたい」

「食べてみたいって……」

　まさかたこ焼き初体験？　まぁ先月までカップ麺めんすら食べたことなかったんだし、不思議じゃないけど。

「わざわざ行かなくてもいいだろ。ほら、俺がさっき宇佐美に買ったヤツがあるし」

「……むっ。うるさいな。ボクはちゃんと自分の分が食べたいんだ」

　ふん、と不機嫌そうに息を吐いて近衛は俺たちを模擬店へと引っ張っていく。

　店の前まで行くと、さっきの売り子が俺たちを見て明らかにぎょっとしていた。そりゃそうだ。さっき来たバカップルが今度は三人で来やがったんだ。しかも仲良くみんなで手を繋つないで。不思議に思わない方がおかしい。

「むー、これがたこ焼きか」

　近衛はジーっと専用の機械で焼かれるたこ焼きとにらめっこ。ホントに初めてなんだな。

　ふと、今度はその視線が俺に向けられて、

「ジロー、奢おごってくれ」

　なんて。

　さも当然のように言いやがった。

「なんで奢らなきゃいけないんだよ」

「仕方ないだろう。実はサイフを教室に忘れてしまったんだ」

「忘れたって……じゃあさっきのたい焼きは？」

「あれは通りすがりの親切な人が恵んでくれた」

「親切な人って……」

　いや、冷静に考えればこの無愛想なスバル様にそんなことをするやつはいない。

　さては、さっき俺おれが宇う佐さ美みにたこ焼きを奢おごるのを見てやがったな。たぶんサイフを忘れたってのも恵んでもらったってのも全部デマカセ。

　なんでか知らないが、宇佐美にヤキモチを焼いてるっぽい。そんなに俺の金でたこ焼きが食べたいのか。

「どうした？　まさか奢ってくれないのか？　その子には奢ってあげたのに」

「うっ……」

「もとはと言えば、ジローが約束を破ったことがいけないのに」

「………」

「……ジロぅ」

　薄っすらと潤うるんだ透き通った瞳ひとみに、すがるように上目遣い。なんだかオモチャを買って貰もらえなくて拗すねちゃった子供みたいな感じである。

「……わかったよ。ちゃんとおまえにも奢る」

　俺はサイフから野の口ぐちさんを出して売り子に渡していた。もちろん、購入動機がちょっと拗ねて意地を張っている近この衛えが可愛かわいかった……ってことは秘密。

　さっきの会話が聞こえてしまったのか、ヒソヒソと周りの生徒たちが囁ささやき合っている。「約束ってどういうこと？」「まさかあいつ、スバル様をフッたの？」「え？　じゃあなんで三人でいるの？」「ひょっとして……修しゆ羅ら場ば？」

　うわー、俺のよからぬウワサが大量生産されていく。

　俺と近衛が付き合ってるっていうウワサは元々あったからな。それが宇佐美の登場で余計にややこしくなってるのかもしれん。

　中には「あいつ、女子を二人もはべらせやがって」「落ち着け。スバル様は男だぞ」「この際男だろうが関係ねえ。あの野郎、羨うらやましすぎる……！」なんて、物ぶつ騒そうなご意見もチラホラ。どうせなら代わってくれ。

「こっちよ、バカチキ。そろそろ校舎内なかを回らなきゃっ」

　俺と同じように周囲の状況を悟ったのか、ぐいっと俺の手を引っ張る宇佐美。

「あっ……まふぇ！　ふぉくをおいてひぃくなっ！」

　はふはふと満足げにたこ焼きを頬ほお張ばっていた近衛も追ってきた。

　そのまま、逃がさないと言わんばかりに俺の腕にダイビングハグ……って、うわあああこのバカ執しつ事じ！　まさか女性恐怖症の治療のつもりか!?　これじゃ荒療治を通り越してショック療法だぞ！

　宇う佐さ美みも俺おれに飛びつくスバル様を見てあんぐりと口を開けていた。

「ちょっ……どうしてそんなにくっついてるんですかっ！」

「黙れ。ボクはジローの友だちだ。友だちならこれぐらい普通だ」

「普通じゃないですっ！　くそっ、だったら、アタシは……！」

「なっ……ず、ずるいぞ！　そんなに身体を押し付けて！」

　俺と付き合ってるというウワサを流すのが目的の宇佐美と、俺が約束を破って別のヤツと学園祭を回ってるのが気に入らない近この衛え。

　ぎゅっと、俺の身体に引っ付いてくる二人。傍はたから見たら両手に花だが、実際は両手にマシュマロに近いよ。

　もはや鼻血が出ないように我慢するので精せい一いつ杯ぱい。ただ歩いているだけなのに足元がフラフラする。サハラマラソンのクライマックスだってここまで疲労はしねえぞ。

「おかしいですよ！　どうして男同士なのにそんなに仲が良いいんですかっ！」

「うっ、うるさい！　ボクはジローの友だちなんだ！」

「アタシは恋人ですっ！」

「ぐっ……くそぅ、先に学園祭を一緒に回るって約束したのはボクの方なのに……っ！」

「な、なあ、そろそろどっかのクラスに入ろうぜ？」



    


  
    
      



    


  
    
      　息も絶え絶えになりながら提案する俺おれ。このままだと確実に殺される。女の子に抱きつかれて死ぬとかどうなんだよ。天国に行けそうなことだけは間違いないが。

「むっ」

　俺の言葉を聞いた近この衛えが足を止めた。何やら気になる出し物を見つけたらしい。視線を追うと、そこにはたくさんのヌイグルミが飾られた外装の教室。

　看板に書かれた宣伝を見ると、喫きつ茶さ店てんスタイルの店内で、犬耳やら猫耳やらキグルミやらアニマルルックで接客するんだとか。喫茶店の他ほかにヌイグルミの販売もやってるっぽい。

「………むー」

　興味深そうに、教室を見つめている近衛。何がそんなに気になるんだろうとよく観察すると、教室の前に並べられたヌイグルミの中に、やけに歯がギザギザした羊がいた。

　そう、沈黙ヒツジ。

　あの映画のあの博士をモデルにして製作したとしか思えない猟奇グッズである。最近聞いた話ではそのシュールなデザインが逆に受けて、恐ろしいことに着々と購買層を増やしているんだとか。世の中何が流は行やるかわかんねえもんだ。

「……ジロー」

　近衛は甘いお菓子をねだる子供みたいに、上目遣いで俺を見つめてきた。はいはい、わかってますよ。おまえはあの羊の大ファンだもんな。

　俺としてもこの状況から解放されるんだったらなんだっていい。

　ただ――一つ気になることがあるとしたら、看板に書いてある喫茶店の名前だけ。



『どうぶつ喫茶・午前二時の断だん末まつ魔ま』



　とんでもねえネーミングセンスだ。まだオバケ屋敷って言われたほうが信じられるぞ。

　そんなことを思いつつも、俺と近衛が教室内に入ろうとすると――。

「……まさか、ここって……」

　隣で宇う佐さ美みが呟つぶやいた。

　なぜか、その顔はやけに青ざめている。

「……うん。間違いない。ここってあいつらのクラスだし、そういえば喫茶店やるって言ってたし……」

「………？」

　あいつら？　ひょっとしてこのクラスに知り合いでもいるのか？

　不思議に思っていると、不意にガシャーンと中から食器の割れるような音が響いた。

「ちくしょう！　バレたか！」

　ひどく焦った様子で、どうぶつ喫茶から一人の男子生徒が飛び出してきた。なぜか手には小型のデジカメを持っていて、激しく肩を上下させて息をしている。

　……えーっと、なんだコイツ？

　あまりの様子に声をかけようとしたら、教室内から次々と悲痛な叫びが上がった。

「ゆ、許してください！　出来心だったんです！」「おい、早くここから逃げ……ぎゃあああっ！」「部長！　熊くま井いがやられました！」「熊井！　しっかりしろ熊井！」「お、俺おれのことはいい……みんな、早くっ」「うわあああ熊井ぃいいい！」「クソッタレ、ここは地獄か!?　せめて一矢報い……おごぱあああっ!?」「保健委員！　保健委員はどこだ!?　誰だれか、今すぐ保健委員を呼んでくれぇ―――――っ！」

　教室内から上がる悲鳴の数々。さっき飛び出してきた男子生徒も、仲間を助けるためだろう。猛然と中に飛び込んでいって、数秒後には、白目を剥むき口から泡を吹き出して失神するという変わり果てた姿で廊下に帰還してきた。

　――惨劇。

　惨劇である。

　今この教室内では間違いなく惨劇が行われている。それも第二次世界大戦中の西部戦線も真まっ青さおの凄せい惨さんなヤツが。

　――やがて。

　さきほどの喧けん騒そうはどこへやら、突然教室内は気味が悪いくらいに静かになった。

　どうやら、争いが終結したらしい。

　……もう大丈夫なのか？

　様子を確認するために中を覗のぞこうと、恐る恐る教室の入り口から顔を出すと――。



「にゃにゃ？　こんなところで何してるの？」



　聞き慣れた無む邪じや気きな声。

　数人の男子生徒が倒れた教室内。

　その中心に立っていたのは、ショートカットが似合う小柄な体たい躯くの女の子。どうぶつ喫茶の衣装なのか、頭に小さなネコミミと、ちょこんと可愛かわいらしいシッポを着けたソイツは、顔を出した俺を見て、にこやかに笑ってから頭を下げた。

「にゃはは。いらっしゃいませだね、兄さん」

「……おう。じゃまするぜ、妹」

　そう、坂さか町まち紅くれ羽は。

　見誤るはずもない我が妹君は、屍しかばねの散らばる教室内で、照れたように微笑ほほえんでいた。



    


  
    
      



    


  
    
      

　　　♀×♂



「あのね、お客さんのなかに写真部の盗撮ゲリラ部隊が潜入してたんだよ」

　惨劇の終わった教室内。

　客として入った俺おれたちに、紅くれ羽はは無む邪じや気きに笑いながらそう説明した。

「でねでね、うちの女の子のきわどい写真をこっそり撮ってたみたい。だから『めっ！』ってしてあげたんだ」

「『めっ！』って……ちゃっかり全滅させてんじゃん」

「大丈夫大丈夫。兄さんと毎朝やってることをしてあげただけだもん」

　ああ、それでか。さっきのヤツらが一人残らず担たん架かで保健室に運ばれていったのは。実行犯の兄としては、せめて後こう遺い症しようが残らないことを祈るしかない。

　どうぶつ喫茶・午前二時の断だん末まつ魔ま。

　まさかコイツのクラスの出し物だったとは。

　今見ると売られているヌイグルミもやけに沈黙ヒツジが多い気がする。つーかヌイグルミだけじゃねえ。マグカップや時計……よくよく見れば接客しているキグルミも沈黙ヒツジ。ここは専門店か？

「うわぁ……」

　目をキラキラさせながら、近この衛えは俺おれたちから離れて一人でヒツジグッズを観賞している。無理もない。あいつにとってここはパラダイスだぞ。

「すごいでしょ。これ全部うちのクラス委員長の家から持ってきたんだよ。なんかこのヒツジを作ってるオモチャメーカーの社長さんの子供なんだって」

　子猫ルックとなった紅くれ羽はは笑顔で沈黙ヒツジのヌイグルミを抱きしめている。

　あれ？

　コイツって、このキャラクターが苦手じゃなかったっけ？

「なあ、おまえってこういうオカルト系グッズって苦手だっだよな？」

「うん。でもね……この子は特別だよ」

「はい？」

「この子を見てたら急に可愛かわいく思えてきちゃってさ。今ブームなんだよ。この顔を見たら『絶対に買ってあげなくちゃ！』ってみんな思っちゃうんだって」

「へぇー……」

　もしや洗脳か。なんらかの精神的作用を引き起こす視覚ドラッグが違法使用されてる可能性がある。じゃなきゃこんな不ぶ気き味みなヒツジがブームを巻き起こすとは到底思えん。

「つーかおまえ、ちゃんと接客できてんのか？　兄ちゃんすげえ心配だよ」

　さっきは屍しかばねの山を築いてたし。

　というか、接客以前にこのクラスのヤツらがさっきの虐ぎやく殺さつ劇を何事もなかったかのようにスルーしてるのがすげえ気になる。果たして、我が家のリトルモンスターは人間社会にちゃんとなじめているんだろうか。

「にゃー、失礼なこと言わないでよ。うちのクラスはしっかりしてるからさ。ちゃんと接客マニュアルも作ってあるんだ」

「ホントかよ。じゃあ試しに、マニュアルの第五項目を言ってみろ」

「えーっと……『商品は全部日本製ってことにしとけ』」

「………」

「あれ？　『万引き犯がいたら校舎裏まで連れて行って、生まれて来たことを後悔させてやる』だったかな？」

「もういい。このクラスがどんな営業理念を持ってるかはよくわかった」

　ひでえクラスだ。ひょっとしてボッタクリ店なんじゃねえか。

「あっ。でもでも、その委員長の子から人気のある商品のランキング上位三位はちゃんと教わったんだよ。たとえば……ほら、三位はあの『ヒツジ抱き枕まくら』！」

　紅羽が近くに飾られていたやや大きめの沈黙ヒツジを指差した。

「ちなみに、あれを買った人のお礼コメントっていうのも教えてもらったんだ」

「お礼コメント？」

「たとえばあの枕まくらだと……『この枕のおかげで毎日安眠です』『ときどき殴ってストレス解消に使ってます』『もはやこの枕がないと仮眠すら取れません』」

「なんか……微妙にやばそうなコメントがあるのはスルーしていいのか？」

「で、ランキング二位はあの『ヒツジ藁わら人にん形ぎよう』」

「それもうヒツジ関係ないよね!?」

「コメントは『おかげで学年成績トップになれました』『思ったより早く遺産が手に入りました』『我が一族三百年の悲願を達成できて誠に感謝しております』」

「怖こええ！　つーか最後のコメント本当に現代人!?」

「そして注目の第一位は……ジャジャーン！　みんな大好き『ヒツジチェーンソー』！」

「最近の若者文化は一体どうなってるんですか!?」

「え？　知らないの？　今女子高生の間で大人気なんだよ」

「嘘うそつけ！　そんな思春期女子は嫌だよ！」

「コメントは『辛つらかったリハビリを乗り越えることができました』『シゲルくんが登校拒否から立ち直ってくれました』『生きるって……素晴らしいことなんですね』」

「みんなチェーンソーで何かしらの悟りを開いてる!?」

「……兄さん。悲しいけど、これが今のこの国の現状なんだよ……」

「亡命してぇえええええええっ！」

「……あんたたちって、意外に仲が良いい兄妹きようだいなのね」

　俺おれたちの隣で宇う佐さ美みが苦笑していた。

　いや、そんなことないだろ。どんなに楽しい会話を繰り広げようとも、毎朝行われるリアルプロレスごっこですべてチャラになるからな。

「にゃはは、こっちもビックリですよ。まさかうさみん先輩がうちの兄さんの知り合いだったなんて」

「……坂さか町まち。あんた、アタシが何回そのあだ名で呼ぶなって言ったか憶おぼえてる？」

「やだなぁ、そんなにツンツンしちゃって。あたしたち仲良しじゃないですか」

「あっ、コラ……やめろっ！　やめろって言って……ひゃぅ」

「にゃにゃにゃ？　うさみん先輩ったらお肌スベスベ～」

「ひぅ、ばかぁ、ちょ、やめ、ふぁ……へ、変なところ触るなぁ……っ」

　何やら抱きついたままぷにぷにとボディタッチを強要する紅くれ羽はとそれを必死に防ごうとする宇佐美。そのままプロレス技に移行しないだけマシだと思う。

　というか、紅羽も俺と宇佐美が恋人同士だというウワサを知らないっぽい。イベント直前でこれじゃ、やっぱり宇佐美の計画は上う手まくいかないんじゃ……。

「いい加減にしなさいよ！　後輩のくせにっ！」

「うわぁ、何もそんなに怒らなくても。だって、うさみん先輩はよく練習サボるから会うチャンスも少ないですし。せっかく強いのに」

「強いって……あんたの方がよっぽど強いじゃない。部内ランキングも上だし」

「まぁそれもそうですけど、蹴けりでは負けちゃってますよ。あれはきっとセンスの問題。蹴りだけに関して言えば、きっとうさみん先輩が手芸部トップじゃないかと」

　にこやかに笑いながら、紅くれ羽はは宇う佐さ美みから離れた。

　あ、そっか。コイツら同じ部活だったっけ。

　浪ろう嵐らん学がく園えん手芸部。

　一体どんな部活なんだろう。活動内容だけ聞くと、過激派テロ組織に勝るとも劣らないアクティブさだからな。

「んじゃね、兄さん。あたしはそろそろ客寄せの外回りに行ってくるよ。楽しんでてね」

　考えていると、紅羽はブンブンと手を振りながら教室から出ていった。

　楽しんでてって言われてもな。俺おれにヌイグルミを愛めでる趣味はない。それがこの羊ならなおさらである。

「やっぱり、あんたらって仲良いいのね。家では『お兄ちゃん』とか呼ばれてそう」

「ざけんな。そんなこっ恥ぱずかしい呼び方は死んでもさせねえよ」

　といっても昔はそう呼ばれていたが。でも今はなんか恥ずかしいし。かといって兄貴とも呼ばれないが。

「つーか、おまえだって紅羽と仲良いいじゃねーか。部活の後輩なんだしさ」

「……ううん。違うわ。あれはあいつが明るく接してくれるだけよ」

「……？　ひょっとして、おまえって紅羽のことが苦手？」

　紅羽は普段からやけにテンション高いからな。俺としては人懐っこくて構わないと思うんだが、宇佐美はそうじゃないのかもしれない。

「苦手っていうより……羨うらやましいのかな」

「羨ましいって、あいつがか？」

「まぁね。なんていうか、あいつって本当に自分に正直に生きてるじゃない。天てん真しん爛らん漫まんに元気良く、どこまでも素直に。ああいうのを見ちゃうと、ちょっとね。それに、あいつはアタシみたいにひねくれてないし。むしろ疑うことを知らなそうな感じ」

「………」

「たぶん、そこが一番羨ましいのかな。アタシと違って、ひねくれずに周りの人間のことをちゃんと信用して生きてる。別にそこまで悩んでるわけじゃないけど、あんたの妹みたいな性格の方が、生きてて楽しいのかなって思っただけ。あと、あんたみたいな仲のいい家族がいるのも……」

　宇佐美は、ちょっとだけ悲しそうに呟つぶやいた。

　………。

　まさかコイツ、結構気にしてるのかな。

　自分の性格がやけに素直じゃないことを。

「………」

　そういえば、どうしてコイツはこんなひねくれた性格してるんだろう。

　この他人を信用しない態度は俺おれのことが嫌いだからってわけじゃなさそうだし、だとしたら何か理由でもあるんだろうか。

「ん。まぁいいわ。それより、あんたもスバル様とヌイグルミ見てくれば？」

「見てくればって、計画の方はいいのかよ」

　近この衛えが合流してしまった分、俺と宇う佐さ美みが付き合ってるっていうウワサは流れ辛づらくなったんじゃ……。

「もういいんだ。イベントまであとちょっとだし、今さらあがいても仕方ないもん。それに――悔しいけどあんたとスバル様は友だち同士。アタシは邪魔者かなって」

「………」

「ていうか、もう疲れたんだ。実質、今日のデートだってほとんど意味がなかったし。結果的には、アタシにとって何のプラスにもならなかった。だから、ホントに疲れちゃった」

「……宇佐美」

「コラ、辛しん気き臭くさい顔するな。言っとくけど、あんたに対するアタシの感情が変わったわけじゃないもん。あんたなんか大嫌いだし、イベントでも負けるつもりはないんだからっ」

「……そうかよ」

　まったく、この性しよう悪わるウサギめ。

　相変わらず、外見以外は可愛かわいくないヤツ。

「それじゃ俺はちょっと近衛のところに行って来るぞ」

「うん。まぁ問題ないわ。今はあいつもいないみたいだし」

「……あいつ？」

　聞き返すと、宇佐美は「なんでもない。こっちの話」と呟つぶやいた。

　そういや、一つ気になることがあった。

　宇佐美はこの教室に入る前に「あいつらのクラス」って言っていた。このクラスにいる知り合いが紅くれ羽はだけだとしたら辻つじ褄つまが合わなくないか？

　考え事をしつつも、教室に展示されたヌイグルミ……というか沈黙ヒツジを観賞している近衛の方へと向かう。

　にしてもすげえ数だ。たしかメーカーの社長の子供がいるんだっけ？　はっきり言ってすげえ不ぶ気き味み。この前心霊番組で見た曰いわくつき人形を供養してる神社みたい。

「センパイ」

「うおっ!?」

　突然、横から呼び止められてビクッとしてしまった。驚いて見ると、そこにいたのはキグルミ。

　例の沈黙ヒツジである。

　うわー、近くで見るとやっぱでけえ。動いてる姿がどことなく気味悪い。こんなのが夜道で襲ってきたらとてもじゃないが正気を保てないと思う。

　しかもセンパイって……コイツ、俺おれのことを知ってるのか？

「あのぅ……会いたかったです、センパイ」

　沈黙ヒツジは俺の手をとってぎゅうっと握手をした。

　声から察するにたぶん……女の子か？

　しゃべり方的には大人おとなしそうな雰囲気なんだけど……。

「おまえ、誰だれだ？」

　キグルミに訊たずねた。

　すると、キグルミは行儀良くちょこんと頭を下げて。

「――ナクル。ナクルの名前は鳴なる海みナクルっていいます。紅くれ羽はちゃんと同じ手芸部の一年生で、このクラスの委員長です。あ、ナクルって下の名前で呼んでもらっても結構ですよ。ちなみに、紅羽ちゃんは『ナルナル』って呼んでますけど……」

「！」

　鳴海ナクル。

　紅羽や宇う佐さ美みと同じ手芸部だって……？

　だとしたら、さっき宇佐美が言ってた『あいつ』ってのはこの子のことなのか？

　疑問に固まる俺に、ナクルと名乗った女の子は「でも、今はこう名乗った方がいいかもしれませんね」と言って――。

「はじめまして、坂さか町まち近きん次じ郎ろうセンパイ。改めて自己紹介します。ナクルは『スバル様を温かい眼差しで見守る会』――会長、鳴海ナクルです」



　　　♀×♂



「見守る会!?　しかも会長って……」

「シーっですっ。あんまり大きい声を出しちゃダメですよぅ。あそこにいる宇佐美先輩に気付かれちゃいます」

　キグルミ……いや、ナクルは俺の口をその大きな手で塞ふさいだ。

　見ると、宇佐美はテーブルで何やら飲み物を注文していて、近この衛えの方は展示された沈黙ヒツジたちに目が釘くぎ付づけ。たぶんこっちには気付いてないみたいだけど……。

「ほら、宇佐美先輩は『Ｓ４』じゃないですか。ナクルは『見守る会』の会長なので……その、あんまり仲が良くないんです。それに中学時代も……」

「中学？」

「はい。実は、ナクルと宇う佐さ美み先輩は中学校で同じ空手部にいたんですけど、その頃ころから、ナクルは嫌われていたので……」

　大きな身体（といってもキグルミだが）で、ナクルはシュンとうなだれた。

　キグルミのせいで顔はわからないが、やっぱり大人おとなしい性格の女の子らしい。にしても空手部ね。やっぱりあいつ、格闘技経験者だったか。

「そもそも、この会長っていうポジションも嫌だったんです。でも『見守る会』を作るとき、みんなナクルがいいって言うから。ナクルはちょっと漫画が描けるだけなのに……」

「漫画？」

「あ、よろしければご覧になりますか？」

　言って、ナクルはキグルミの腹にあるポケットから何やらスケッチブックを取り出した。カンガルーみたいな構造だな。

　受け取ってページを捲めくると、そこにはメガネをかけた男の子と、女の子みたいな綺き麗れいな顔の男の子。ふぅん、絵はなかなか結構上う手まいような。もっとよく見ようとさらにページを捲ると――。



　いきなり背景に華はなが咲き、男たちが全ぜん裸らになった。

　しかも息を荒げながら恍こう惚こつとした表情で抱き合っていた。

　どう見ても、俺おれと近この衛えをモデルにしているようにしか見えなかった。



「ふふふ。どうですか。これならセンパイにも満足してもらえると思って。なんならそこのテーブルでコーラでも飲みながらゆっくり堪能しますか？　ナクルは炭酸系がちょっぴり苦手なのでオレンジジュースを希望しま……あいたぁ!?」

　スパーンと。

　俺は受け取ったスケッチブックでキグルミの頭をぶっ叩たたいていた。

　……迂う闊かつだった。

　いくら大人おとなしそうな雰囲気を出そうが、コイツは『見守る会』の会長――つまり、俺と近衛がＢＬ的な関係だというウワサの元凶。しかもあの手芸部の部員なんだ。

　高確率で、変なヤツに決まってるじゃねーか。

「ううっ……ごめんなさい。謝ります。すみませんでした……」

　叩かれた頭をさすりながら言うナクル。ん？　意外に素直に謝ってきたな。ちょっと強く叩きすぎたか？　キグルミだから多少は大丈夫だと思ったのに。

「でも安心してください。次はちゃんとセンパイに満足してもらえる絵を描きますから」

「謝るポイントが激しく間違ってんだよ！」

「え？　もしかして、シチュエーションの方がダメでしたか？　斬ざん新しんだと思ったのに……執しつ事じだらけの水泳大会」

「何その頭悪そうなシチュエーション!?」

「ストーリーは、センパイのメガネをかけて突とつ如じよ開催された執事水泳大会。奪われたメガネを取り戻すため、センパイとスバル様は協力してそれに挑むんです。でも、メガネがないために普段の実力を発揮できないセンパイ。絶体絶命のピンチかと思われたそのとき、スバル様が『ジロー、ボクがおまえのメガネになるよっ』と頬ほおを赤く染めながら……」

「なんでそこまで俺おれのメガネがフィーチャーされてんのさぁあああっ!?」

　ああああ、ツッコミどころが多すぎてわけわかんねえ。

　やばい。

　鳴なる海みナクル。

　コイツ……最近出会った中でもトップレベルの変人だぞ。

「え？　今さら何を言ってるんですか。センパイと言ったらメガネじゃないですか」

「俺ってそんなキャラ付けだったんだ！」

「はい。センパイがメガネじゃなかったら『見守る会』は創つくられなかったんじゃないかとも言われています。ナクルも含めて、けっこうメガネファンが多いんですよ、この学園」

「………」

　そうだったんだ……。

　いやね、おかしいとは思ってたんですよ。スバル様はまだしも、一般生徒の俺までが一部の人たちに支持されてるのが。そうか。何もかも、このメガネがいけなかったのか……。

「……俺、コンタクトにしようかな」

　何なに気げなく呟つぶやくと、ナクルは「はいいっ!?」とスットンキョウな声を上げた。そしてそのままブルブルとまるでこの世の終わりがやって来たかのように震えている。

「なんて愚かな！　センパイは悪魔に魂を売るつもりですか!?」

「いや、大げさすぎだろ」

「そんなことはありません！　ナクルたちにとってコンタクトは呪のろわれたアイテム！　レーシック手術は黒くろ魔ま術じゆつの儀ぎ式しきですっ！」

「そう言われてもな。そういや、おまえもメガネかけてんのか？」

　キグルミだから見ただけじゃわからないが、これだけのことを言うんだから本人もメガネをかけていてもおかしくないような。

「もちろん。このキグルミの下にはメガネをかけています」

「ああ、やっぱり」

「というか……メガネと下着しか身に着けていません」

「それってどういう意味!?」

「え？　言葉通りの意味ですよ。このキグルミの中は……その……えっ、えっちな格好なんですっ」

　きゃっと恥ずかしそうに顔を押さえながら（キグルミで顔は隠れているのに）ナクルは言いやがった。いや、急に恥ずかしがられても。というか……え？　キグルミの下がメガネと下着だけって、なんでそんな羞しゆう恥ちプレイみたいなマネを……。

「ナ、ナクルだって恥ずかしいんですっ。でもこれも創作のためには仕方がないことで」

「創作のため？」

「ナクルは実体験をもとに書くタイプなんです。だから、次なる新作のコンセプト。メガネとパンツのみでキグルミに入るという変態プレイを強要されながらも、スバル様への愛のために戦うセンパイの気持ちが理解したくて、ナクルはこんな格好を……ひでぶっ!?」

　熱く語るキグルミの顔面に、俺おれは思いっきりケンカキックをかましてやった。

　……ヘ、ヘンタイだ。

　変人どころじゃねえ。この後輩、大人おとなしそうな雰囲気してるけど、中身はとんでもねえヘンタイだぞ。

「ううっ……ひどいです。ナクルの格好が羨うらやましいからって、いきなり蹴けるなんて……」

「羨ましくねえよ」

「羨ましくない……はっ!?　もしやセンパイも服の下にパンツを穿はいているんですか!?」

「穿いてるに決まってんだろうが！」

　逆に穿いてない方が問題である。

　というか、俺がノーパンであることを前提にするな。

「なあ、メガネのどこがいいんだよ？　こんなの邪魔なだけじゃねーか。俺だって、目が悪くなきゃこんなもんかけてねーぞ」

「!?　なっ……何を言うんですか！　メガネこそ人類の文化の象徴！　センパイはかの偉人が残した格言を知らないんですか!?」

「格言？」

「はい。偉い人はこう言いました……」

　ちょっとだけ、ナクルはタメを作ってから、



「パンがなければ、メガネをかければいいじゃない！」



「…………」

　……いや。

　それって、何にも解決してないじゃん。

　メガネをかけても飢えて死ぬだけである。

　凄まじい暴ぼう君くんだ。

「わかったよ。おまえがＢＬとメガネが大好きだってことはよくわかった。けど、その会長様が俺おれのところに何の用だよ？」

　まさか取材に来たのか。だとしたらこっちに気付いていない近この衛えか宇う佐さ美みの所に行こう。コイツの妄想に付き合う気はさらさらない。

「はい。実は、重要なお話があるんです」

　話がメガネからずれたせいなのか、ナクルは若干声に落ち着きを取り戻した。

「――逃げてください」

「は？」

「大至急、この学園から避難してください。もうすぐ、ナクルたち『見守る会』と『Ｓ４』の対決イベントが秘ひ密みつ裏りに行われるんです。二つの団体の威信をかけた大戦争。その結果によっては、センパイにも危害が及んでしまいます」

「………」

　えーっと、宇佐美が言ってたヤツか。『Ｓ４』が勝ったら俺に制裁が加えられるとか。でも、あいつと取引したから、俺の身の安全は保証されてるはずなのに。

「はっきり言います」

　困惑する俺に、ナクルは畳たたみ掛けるように続けた。

「宇佐美先輩に何を言われたのかはわかりませんが、あんまりあの人を信用しない方がいいと思うんです」

「信用しない方がいいって……どういう意味だよ」

「あぅ……そんなに怒らないでください。ナクルだって、宇佐美先輩のことを悪く言いたくないんですが、これはセンパイのためなんです。ここ最近、センパイは宇佐美先輩とよく一緒にいますよね？」

「まぁ、そうだけど」

「そのせいで『見守る会』の間にもセンパイと宇佐美先輩が付き合ってるんじゃないかってウワサも流れたりしました。しかし、その程度じゃ『見守る会』は揺るぎません。だってナクルたちは、センパイとスバル様を信じてますから」

　自信たっぷりに宣言するナクル。いや、勝手にＢＬ的な関係だって信じられても激しく困るんだけど。

「ナクルの予想だと、センパイは宇佐美先輩に取引を持ちかけられたんじゃないですか？　センパイたちが付き合ってるっていうウワサを流して『見守る会』を混乱させようとか。見返りは、センパイの身の安全……ってところです」

「むっ……」

　予想外の名推理に俺おれは黙るしかなかった。

　鳴なる海みナクル。

　意外にも、かなり鋭いっぽい。どっかのお嬢様ばりの勘の良さだ。これでメガネとＢＬ好きのヘンタイじゃなかったら尊敬するのに。

「でも、それには大きな間違いがあるんですよ」

「間違い？」

「はい。――落ち着いて聞いてくださいね。協力したらセンパイの安全が保証されるというのは、ほぼ間違いなく宇佐美先輩の嘘です」

「……は？」

　………。

　いやいや。

　何を言ってるんだコイツは。

　困惑する俺に、ナクルは真剣なままの口調で続ける。

「ナクルたち『見守る会』も最初は『Ｓ４』の一部だったんですよ。今は思想の違いから分裂してしまいましたが、元々二つの団体は所属会員も含めて一つだった。だから、わかるんです」

「わかるって……何がだよ？」

「それは……センパイは宇う佐さ美み先輩に騙だまされちゃってるってことです。だって、宇佐美先輩がセンパイに危害が及ぶのを防ぐのは不可能だから」

「！」

　不可能だって？

　どういうことだ。

　コイツの言うことが正しければ俺にも制裁とやらが加えられるんだろうけど……宇佐美がそれを防ぐことができないってのは……。

「さっきも言いましたよね。ナクルは一時期『Ｓ４』にいたって。なので、わかるんです。宇佐美先輩があの団体の中でどんなポジションか」

「ポジション？」

「はい。宇佐美先輩はスバル様のことが知りたくて『Ｓ４』に入っただけで、他ほかの会員さんとも全然仲良くしようとしてませんでした。だから……その、言いたくないんですけど、あまり評判も良くないんです」

「………」

　だとしたら――ナクルの言うことが本当だとしたら、宇佐美と俺が交わした取引は――約束はなんだったんだ。

『アタシが『Ｓ４』の上層部に掛け合ってあげるから』

　はっきりと宇う佐さ美みはそう言っていた。

　――でも。

　もしそれが、全部あいつの嘘だったとしたら――。

「つまり、宇佐美先輩個人の意見で『Ｓ４』をコントロールするのは不可能なんです。同時に『Ｓ４』が勝った場合、センパイに制裁が加えられることは間違いありません。だから――」

　早くどこかに逃げてください――と言いかけて、ナクルは黙った。

　――蹴けり。

　蹴りである。

　横から飛んできた強烈な蹴りが、鳴なる海みナクルをふっ飛ばしていた。

「はうっ!?」

　悲鳴と共に床を転がるナクル。もふもふしたキグルミを着ているのがラッキーだった。たぶん中身は無傷で済んでいるだろう。

　だから、今の問題は――。

「あーあ、あんたのせいよ、ナクル」

　トゲトゲしい声。

　見ると、そこにはツインテールを揺らしながら、忌いま々いましそうにつま先で床をコツコツと蹴る女生徒の姿。

　宇佐美マサムネ。

　彼女は、たった今蹴り飛ばした後輩をにらみつけていた。

「迂う闊かつだった。まさかそんなキグルミを着て隠れてたなんてね。警戒してたのに、気付くのがちょっと遅れちゃったか」

「うっ……宇佐美先輩……」

　床の上で必死に立ち上がろうと手をバタバタさせるナクル。しかし、キグルミの体格ゆえに上う手まく立ち上がれないっぽい。

　対する宇佐美は、大きく息を吐いてから視線をこっちに向けた。

「ねぇ、ナクルから何を聞いたのバカチキ。もしかして、アタシがあんたを騙だましてるってことも聞いちゃった？」

「宇佐美……おまえ……」

　困惑する俺おれ。

　そんな俺を見て、宇佐美は皮ひ肉にく気げに笑ってから。

「……ゴメン、バカチキ。あんたがナクルから聞いたことは全部ホント。最初から――アタシはあんたを騙してた。アタシはどうしてもイベントに勝たなくちゃいけないの。イベントにさえ勝てれば、あんたなんかどうなろうと構わないわ」

　――瞬間。

　宇う佐さ美みの右みぎ脚あしが弾はじかれたように上がる。

　蹴けり。

　さっきのナクルのときと同じ鋭い蹴り。

　あの紅くれ羽はが言っていた。

　蹴りではコイツに負けていると。

　それも頷うなずける。

　空手部に入っていたと聞いたが、たぶんこれは空手仕込みじゃなくて――自己流。

　けれど、確かな威力と速さで繰り出された宇佐美の右脚は、確実に俺おれのミゾオチに突き刺さろうとして――。

「!?」

　彼女の驚きよう愕がくとともに、直撃まであと少しというところで、横から伸ばされた手に止められた。

「おまえ……どういうつもりだ？」

　威い嚇かくするようなアルトボイス。

　そう、近この衛えスバル。

　さっきナクルが蹴られたので騒ぎに気付いたんだろう。咄とつ嗟さに横から走りこんできたチャイナドレス姿の近衛は、宇佐美の蹴りを強引に受け止めていた。

「……くっ」

　悔しそうに息を吐いて、宇佐美は逃げるようにどうぶつ喫茶から走り去っていく。

「………っ」

　なんだよこれ。

　今の宇佐美の言動と豹ひよう変へん振り。

　……ふざけんな。

　だったら、あいつは本当に俺を騙だましてたっていうのかよ。

　しかもどうしても勝たなきゃいけないって……まさか『見守る会』を潰つぶす以外に、何かイベントに勝ちたい理由があるのか？

「ジロー……これは、どういうことなんだ？」

　走り去った宇佐美を見送ってから、近衛は俺に訊たずねてきた。

　無理もない。コイツからしたら俺の恋人だっていう女の子がいきなり襲ってきたんだ。疑問に思って当然である。

　だから、きっとこうなった成り行きを話すべきなんだろうが……。

「………」

　沈黙。

　近この衛えの質問に、俺おれは口を閉じるしかなかった。

　……どうすればいい？

　仮に宇う佐さ美みやナクルの言う通り、俺が騙だまされただけだったとする。だったら、俺はただ近衛に事情を説明すればいいだけだ。

　そうすれば――すべての事情を話せば、近衛と仲直りできるかもしれない。

　けど――。

「――っ！」

　それはつまり、俺が近衛を騙していたということを告白することにもなる。

　事実、俺は宇佐美と付き合っているって近衛に嘘うそをついて、大だい事じな約束まで破ってしまっている。

　そのことを考えていて――一瞬だけ、躊ちゆう躇ちよしてしまった。

　近衛に本当のことを言うのを――。

「……うん。ジローが言いにくいことなら、無理に喋しやべれとは言わない」

　俺の心境を悟ったのか、近衛は落ち着いた声で言った。

「ただ、今何が起きてるかぐらいは教えてくれ。たとえば、さっきあの子が言っていたイベントというのはなんなんだ？」

　透き通った瞳ひとみで俺を見つめてくる近衛。

　これは……さすがに隠し切れないか。

「イベントっていうのは、おまえのファンクラブの集会のことなんだ。おまえは知らないかもしれないけど、今この学園では二つの団体が抗争してて、その片方は俺とおまえが友だちになったことを快く思ってないヤツらで、そいつらがそのイベントで勝ったら……その、俺に危害が及ぶらしい」

　簡潔にイベントのことだけを説明する。

　すると、近衛は「うん」と小さく頷うなずいてから、

「ボクも……ちょっと前から、ジローのことを良く思っていない人たちがいることは知っていた。けど、まさかそんなイベントにまで発展しているとはな。それで――」

　ボクたちはどうするんだ？

　そんな風ふうに訊たずねてきた。

「どうするって……」

「このままそのイベントとやらが始まるのを黙って見ているのか。それともその団体が勝ったときのことを考えてどこかに逃げるのかだ。でも、たとえ逃げたとしてそれで済むことなのか？」

「………」

　……そうだ。

　たとえ逃げたとしても『Ｓ４』は学園にある団体。俺おれもこの学園に通っている生徒である以上、いつまでも逃げられるとは思えない。だったら――せめてイベントで『見守る会』が勝つように、何か協力した方が得策かもしれん。

「――ナクル。何か俺たちに手伝えることはないか？」

　他ほかのクラスメイトたちに助けられて立ち上がったナクルに、俺は質問していた。

　対決イベント。

　戦争って呼ばれるくらいだ。きっと激しいものに違いない。宇う佐さ美みとの約束が嘘だとわかってしまった以上、俺にできることがあるんなら、何でもやるしかねえ。

　ナクルは、俺の言葉に考え込むように黙ってから。

「――わかりました。つまり、センパイたちは逃げないでナクルたちが勝てるように協力してくれるってことですね。はい、ナクル的にはオススメできませんけど、それもありだと思います。けど……」

「……けど？」

「それには――一つお願いがあります」

　やけに真剣な態度でナクルはそう告げた。

　そのまま、意を決したように口を開いて――。



「センパイが、スバル様のオッパイを揉もんでください」



「…………」

　………。

　……おい。

　気のせいか？

　今、シリアスな雰囲気にそぐわないとんでもない要求が飛び出したような。

「実は……最近ちょっとスランプなんです。新作のワンシーン。突然やってきた転校生の女の子に不覚にもドキドキしちゃうセンパイ。それに嫉しつ妬としたスバル様は、胸にパットを入れて『ほら、ジロー。これでボクも女の子だ』って言って自分の胸を……みにゃ!?」

　俺と近この衛え。二人の拳こぶしがキグルミの顔面をジャストミートしていた。

「あぅぅ……ひどいです。二人して殴なぐるなんて……」

「うるせえ！　おまえがバカなこと言うからだ！」

「でっ……でもそこまでバカなことですか？　これが男と女だったらセクハラで即通報ですけど、センパイたちは男同士ですよね。なら、軽いボディタッチは合法なんじゃ」

「なっ……」

　た、確かに。

　言われてみればそうかもしれないけど。

「それに、スバル様もパッドをしてますよね。チャイナドレスの胸が膨らんでますし。しかもハリウッド特殊メイクなみに精巧でリアルなパッドですね。せっかく気合の入った女装をしてるんですから、それくらい良いいじゃないですかぁ」

「……パッド？」

　思わず近この衛えに目を向ける。すると、確かにその胸には小さな慎ましい膨らみ。……え？　でもおかしくない？　普段コイツは男装するためにコルセットを……。

「……はっ!?」

　瞬間、俺おれは驚きよう愕がくとともに気付いた。

　よく見ればこのチャイナドレスはかなり胸の開いたデザインをしている。

　ひょっとして、コルセットが見えちゃうからつけられなかったんじゃないか。ならば、この膨らみは人工じゃなくて紛れもなくスーパーナチュラル。しかも、男装執しつ事じのコイツが学園でブラなんか着けるわけにもいかないから……。

「………」

　……やべえ。

　なんか、ちょっとドキドキしてきちゃったぞ。

「ほ、ほら、早くしてください。軽くでいいんです。それでナナナナクルのインスピレーションは満足しますからっ」

　心なしか息を荒げながら言うナクル。

　うわー、ちょっと気持ち悪いなー、コイツ。

「うっ……」

　対する近衛は、顔を赤くして恥ずかしそうに黙り込んでいた。

　そりゃそうだ。ここで下へ手たに弁解したら、どうして男なのにそんなこともできないんですかってことになる。最悪、自分が女の子だって気付かれるかもしれない。

　それは俺も同じ。変に迷ったら、要いらない疑いを招くだけである。

「………っ」

　これは……やるしかないのか。

　たぶん、服越しに一瞬触るだけなら女性恐怖症の発作も出ないはずである。

　そう、ほんの一瞬だけ。

　別にやましいことをしようってわけじゃない。

　これは、近衛の秘密を護まもるためなんだ……！

「――――」

　ざわざわと周囲のヤツらが俺と近衛の言動にざわつく中。

　ゆっくりと。

　俺おれはうるうると瞳ひとみを潤うるませながら赤せき面めんしている執しつ事じに手を伸ばした。

　その掌てのひらが、真まっ赤かなチャイナドレスに触れて……。



　――ふにゅっ。



「……んんっ」

　消え入りそうな弱々しいアルトボイス。

　必死に我慢しようとしたが、思わず漏れてしまったような可愛かわいらしい吐息。

「……ふぁっ」

　二度目の声が聞こえた瞬間、俺は弾はじかれたように手を離した。

　時間にしたら三秒くらいだったと思う。

　だが、慎ましいけれども……確かに柔らかいその感触が掌てのひらに残ってしまった。

「ふふふ。ありがとうございましたっ。これでセンパイたちもイベントに参加できます。いやぁ、それにしてもいい目の保養に……はにゃ!?」

　顔を真まっ赤かにした近この衛えの執事ナックルが、キグルミの顔面を捉えた。

　いい気味だこのヘンタイめ……と、内心ほくそ笑んだが――次の瞬間、恐るべきことに俺の顔面にも近衛のグーが迫っていた。



    


  
    
      



    


  
    
      　………。

　まあ、ですよね。

　こんなことしといて、タダで済むわけないもんね。

「のぶらっ!?」

　俺の顔面に突き刺さる執事ナックル。その衝撃で流れ出る鼻血。結局、女性恐怖症の発作じゃなくても鼻血を出すことになってしまった。

　……けれども、不思議と俺の胸に後悔の念は少しもなかった。

　だって……ねえ？

　男の子なら、わかってくれるでしょ？



    


  
    
      
　

第４話　戦争ピボット





　唐突だが、この浪ろう嵐らん学がく園えんには二つの体育館がある。

　一つは俺おれたちがいつも授業なんかで使っている体育館。そっちは俺が入学する数年前に建てられたとかで、新しく内装もキレイだ。

　もう一つは、旧体育館。

　こっちは新しい体育館ができたおかげですっかり用なしになった施設。しかもウワサでは墓地を潰つぶして建てたらしく、そのせいで曰いわくつき物件となってしまい、無理に壊そうとすると学園や建築会社に祟たたりじみた不幸が舞い込むんだとか。

　そんな、使われなくなったけど、壊すに壊せない施設――旧体育館。

　今まさに、そこである集会が行われていた。

「センパイ、こっちです」

　未いまだに沈黙ヒツジ姿のナクルが、俺と近この衛えを道案内。

　窓に暗幕が張ってあるせいで日光が遮断され、灯あかりが天井にある電灯ではなく、床や壁に設置された無数の小型ライトだけなのでひどく薄暗い。

　おまけに、ざわざわと何やら雑談している会員たちが纏まとってるのは全身を覆う真っ白いローブと目玉用に穴が二つついた白い三角のフード。はたから見たらどう見ても悪魔宗教か地下マフィアの会合である。

　……この中に、宇う佐さ美みもいるんだろうか。

「全部で何人ぐらいいるんだ？」

「正確な人数はわかりませんけど……確実に百人は超えてると思います。でも、それでもここに集められた人たちは『Ｓ４』や『見守る会』から今日のイベントのために選抜されたメンバーなんです。とても会員全員を収容するのは無理ですから」

　さすがはスバル様ファンクラブの二大勢力。

　しかもその手は教職員にまで及んでいるとか。じゃなきゃこんな大規模なことをするのは不可能だけれど。

「………」

　俺おれの後ろを歩く近この衛え（当然白ずくめ）は神妙な感じで黙っていた。

　無理もない。自分のファンだっていう人間がこれだけ集まってるんだ。きっと面食らってるんだろう。

　ああ、この衣装があってよかった。こんな場所にスバル様が紛れ込んでるなんてバレたら暴動が起きるかもしれん。

　それは俺も同じ。いや、もっとひどい。なにせバレたら即八つ裂きである。

「着きました。センパイたちはここに座ってください」

　ナクルは空いている二つのパイプ椅い子すを指差した。

　座りながら、改めて全体を見渡す。

　旧体育館内はまるで旧東西ドイツのように、床に貼はられたラインテープで二つのエリアにきっちり分かれている。たぶん『Ｓ４』と『見守る会』で分かれているんだろう。両方のエリアにはたくさんのテーブルと椅子が設置してある。

「なんか、大掛かりなディベートでもするみたいだな」

　テーブルの上には何やらボタンまで置いてある。なんだこれ？　なんかバラエティー番組とかに出てくるみたいな。

「イベントの最中は、真ん中に設置されたラインを越えることは禁じられてるんです。そうしないと本気で暴動が起きますから」

「ふうん。でも、よく俺たちの分の席が空いたな。メンバーは選抜されてるんだろ？」

「はい。ちょっと強引に席を譲ってもらいました。今から行われる対決イベントは、センパイとスバル様がいた方がちょっと有利なんです」

　むむ、さすがは『見守る会』会長。聞いたところによると、ナクルは『見守る会』の中ではカリスマ的な存在で、みんなあの同人誌の熱狂的なファンなんだとか。

「センパイの方こそ、クラスの出し物の方は大丈夫なんですか？　たしか喫きつ茶さ店てんでしたよね？」

「……あっ」

　いけね、すっかり忘れてた。

　シフトだとそろそろ俺おれの仕事時間だったはずである。しかもここにはスバル様もいる。ちゃんと営業できてんのかなぁ。

「……ん？」

　不意に、ポケットのケータイに着信。

　噂うわさをすれば何とやら。

　ディスプレイには『黒くろ瀬せヤマト』の文字が浮かんでいた。ああ、よかった。ちゃんと生きてたんだあいつ。女子トイレにダイブして以来安否が不明だったからな。

　そんなことを思いつつ、ポチリと通話ボタンを押して電話に出ると――。

『もしもし!?　ジローか!?』

　やけに慌てた黒瀬の声が聞こえてきた。なぜか、ハアハアと息も乱れている。

「お、おぅ。どうした黒瀬？　やっぱ仕事をサボったのマズかったかな？」

　周りに聞こえないように小声で答える。うーん、でも今さら教室に戻るわけにもいかないしなぁ。これは、何か上う手まい言い訳を考えねば……。

『いや、いい。むしろ帰ってくんな』

「？　どうした？　客が暴動でも起こしたのか？」

　目玉であるスバル様の勇姿が見れなくなったからな。客が荒れ狂う暴徒と化して大規模な抗議活動を開始したのかもしれん。

『……ああ、そうだな。そっちの方がまだよかったかもしれねえ』

　驚くべきことに黒瀬はそんなことを口にした。まだよかったって……どういうことだ？　客の暴動以上に恐ろしい何かが、俺たちのクラスで起きたってのか。

「な、何があったんだよ？」

　ひどく嫌な予感を感じながらも、俺は震える声で訊たずねた。

　すると、黒瀬は一言だけ、かなり簡潔に言った。

『――ホンモノが来た』

「……は？」

『いや、だからホンモノが来たんだって！　どこでウワサを聞きつけたのかしらねーが、女装が本職な方々が大挙して押し寄せて来やがったんだよ！』

「女装が本職って……まさか!?」

　クラスメイトから告げられたあまりにも残酷な真実に、俺は目眩めまいすら覚えていた。信じられない。いくらコスプレ女装喫茶だからって、まさかホンモノが……女装がお仕事の方々がご来店なさるとは……。

「理由は？　どうしてそんな人たちがうちのクラスに？」

　ライバル店を潰つぶしにきたとか。いや、それもおかしい。だってうちは今日だけの特別営業だし。

『……ドラフトだ』

「ドラフト？」

『ああ。もしくはヘッドハンティングって言ったほうがいいかもしれねえ。ヤツら、俺おれらの意思を無視して教室で一方的なドラフト会議をおっぱじめやがった。すでに、何人かは持っていかれた……！』

「もっ、持っていかれたって……！」

『はは、笑えねぇよな。この就職氷河期に、まさかこんな形で内定が貰もらえるなんてさ……』

　黒くろ瀬せはひどく自虐的に笑った。

『客とうちの女子たちはなんとか逃がした。けど、俺たち男子は、逃げる前に退路をヤツらに塞ふさがれちまった。だから――俺たちは、これから玉ぎよく砕さい覚悟の特攻に出る』

「なっ……まさか、おまえらっ！」

　やめろ！　勝てるわけがない！　命を粗末にするだけだ！

『あばよジロー！　スバル様によろしくな！』

「く、黒瀬ぇ―――――――っ！」

　脳裏にガチムチナース姿の黒瀬が「うおおおっ！」と熱く叫びながら猛然と敵陣に突っ込んでいく映像が鮮明に浮かぶ。しかし『うわっ、やっ、やめっ……あ、あっ、アッ――

――っ！』という謎なぞの悲鳴とともに電話はプツっと切れた。

「……くっ」

　ああ……さらば、我が親友よ。おまえの犠牲は決して無駄にしない。俺は……少なくとも俺だけは、絶対に生還してみせる！

　俺は心の中で黒瀬に別れを告げ、止めどなく流れる熱い涙を拭ぬぐった。

「………。ジロー、大丈夫か？」

　耳打ちされて、ふと我に返った。

　見ると、近この衛えがひどく心配そうにこっちを見つめていた。

「なんだかものすごく深刻な表情で叫んでいたが……あんまり騒ぐとボクらの存在がバレてしまうぞ」

「あ、ああ、悪い。ちょっと色々あってさ」

　少し声のトーンを落としながら答えた。

　確かに、さっきの電話で周囲の目がこちらに向いてしまった気がする。

　近衛の言う通り、ここで正体がバレるのはマズい。本気で殺されかねん。これからは、絶対に大声を出さないようにしないと……。

「あ、ステージを見てください。そろそろ始まるみたいですよ」

「！」

　ステージの方を見ると、同時にパッとスポットライトが照らされる。

　舞台の上。

　そこには、ポツンとマイクを持った人影が一つ。俺おれたちと同じ白しろ装しよう束ぞくなのだが、なぜかフードではなく、羊の……しかも沈黙ヒツジのマスクを着けている。

　ピタリと。

　その人物の登場にざわついていた群衆が静まり返った。

「――あの人が『Ｓ４』の創設者であり、リーダーです」

　小声でナクルが呟つぶやいた。かなり小さめの声なのに場が静かすぎるせいで周囲に聞こえてないか心配になってしまう。

「スバル様が入学したとき、たくさんのファンクラブができたんですけど、そのいくつかを瞬またたく間に統合して『Ｓ４』を創つくったリーダー。でも……そのリーダーでも『Ｓ４』と『見守る会』の分裂は防げませんでした」

「だから今回のイベントが起きたってわけか」

「はい。普段は滅めつ多たに表舞台に出てこない人なんです。『Ｓ４』の運営もほとんど電話とかメールで他ほかの幹部に指示を出してるくらいで。今日現れたということは、あの人もこのイベントに負けたくないんだと思います」

「………」

　上等じゃねーか。

　今ステージにいるあいつが『Ｓ４』のトップ――敵の親玉ってワケだ。

　きっと俺にとっての宿敵に違いない。

　あいつを――あいつらをこのイベントで負かさない限り、この学園での俺の安全は保証されないのだ。

「――はん。誰だれだか知らねえが、負けるわけにはいかねえな」

　気合を入れるために、小声ながら呟いた。

　――が。

「えっ？」

　なぜか、ナクルがきょとんとした声を出した。

「ちょ、ちょっと待ってくださいセンパイ。誰だか知らないって……何を言っているんですか？」

「………？」

　どういう意味だ？

　何を言ってるんですかって、それじゃ俺おれがあいつの知り合いみたいじゃん。

　――と。

「皆さん、本日はよくお集まりくださいました。それでは――」

　ソイツ――いや、彼女は。

　よく通る――凛りんとした声で告げてから、マスクとローブを剥はぎ取って――。



「――戦争を、始めましょう」



　現れたのは、艶やかな黒髪をツーサイドアップにした女の子。

　仮面を剥ぎ取って素顔をさらした彼女は、軽く頭を下げてから、高らかに自分の名前を歌い上げた。

「申し遅れましたが、本日の司会は『シューティングスタースバル様』代表、私立浪ろう嵐らん学がく園えん二年生――涼すず月つき奏かなでが務めさせていただきます」



　　　♀×♂



「ふざけんなああああああっ！」

　………。

　うっかり。

　うっかりである。

　俺は、舞台上の涼月にあらん限りの大きな声でツッコミを入れていた。

　………。

　……いや。

　だって、おかしいでしょ？

　なんでおまえがそこにいるんだよ。しかも『Ｓ４』のリーダーで創設者って何？　ひでえ裏切りだ。今の俺の心境は織お田だ信のぶ長ながとカエサルと三人で肩を組みながら「俺たち親友だな！」って仲良くポルカを踊っている感じ。敵は光みつ秀ひで、ブルータス、そして涼月奏である。

　だから、ついついツッコんでしまったわけなんだけど――。

「バカ！　大声を出すなとあんなに……！」

　近この衛えの叱しつ責せきが聞こえたが遅かった。「え？　もしかして……」「今の声は……」なんて呟つぶやきとともに、近くの席に座っていた人たちが俺と近衛に飛びついてきて……って、うわ、やめろ、そんなことしたら……！

　バッと。

　強引にフードとローブが取られ、俺の身体があらわになる。

　集まる視線。

　静寂。

　一瞬の静寂が場を支配してから――。



『ぎゃああああああああああああぁ―――――――っ！』



　そんな、火山の噴ふん火かのごとき凄すさまじい絶叫が会場のあちこちから上がった。

　見ると、隣には同じように白しろ装しよう束ぞくを暴かれて素顔をさらしたスバル様。

　……やっべえ。

　バレちゃったじゃん。

「きゃあああどうしてスバル様がここに!?」

「いやあああしかもチャイナドレス着てるううっ！」

「スバル様！　抱いて！　抱いてくださぃいいいっ！」

　突然の学園の王子様の登場に会場は某×ＪＡＰＡＮのライブばりの混こん沌とんの渦と化した。

　だが、黄色い声と同時に、

「あのクソメガネぇえええっ！」

「わざわざ殺やられにくるとはいい度胸じゃねえかぁあああっ！」

「殺せッ！　殺せッ！　殺せッ！」

　そんな感じで古代ローマのコロシアムばりの罵ば声せいも飛んでくる。もちろん、すべて俺おれ宛あてのお便り。喫煙の発覚した未成年アイドルのブログだってここまで炎上はするまい。

　文字通り、空気が変わった。

　旧体育館を埋め尽くす興奮と熱気――そして、狂気。

　視線の向こうには今にもボーダーラインを越えてこっちに突撃してきそうな『Ｓ４』のメンバーたち。

　くそっ……やっちまった。

　……殺される。

　このままじゃ、イベントが始まる前に俺は確実に殺されて――。

「――静せい粛しゆくに」

　凛りんとした響き。

　涼すず月つきだ。

　舞台上の彼女の一声によって、ピタッと会場は水を打ったように静まり返った。

「皆さん、今ここで争うのは止めましょう」

　そう言って、涼月は穏やかに微笑ほほえんだ。

「今日のイベントは、私が二つの団体の争いに決着をつけるために準備したものです。というのも、最近私の力不足もあってか、『Ｓ４』と『見守る会』の争いが頻発するようになってしまいました。そもそも、私が『Ｓ４』を創つくったのは、自分の執しつ事じのファンの方々に無駄な争いをして欲しくないからなんです」

　どこか申し訳なさそうな声。

　涼すず月つきは神妙な口調で続ける。

「スバルが入学して以来、多くのファンクラブができ、たくさんの抗争が続く戦国時代的状態が続いていました。私の執事のために皆さんが争っている。そんな状況を避けるために、私は『Ｓ４』を創ったんです。だから、お願いします。余計な争いは止めてください」

　涼月の言葉に近この衛えが「お嬢様……」と呟つぶやいた。

　この様子だと近衛も涼月が『Ｓ４』のリーダーだということを知らなかったらしい。さては、近衛に気を使ってるのを悟られないように上う手まく隠していやがったな。

　確かに、涼月の言うことも一理あるかもしれん。

　コイツは自分の執事である近衛のことを愛してるって俺おれに公言したくらいだ。

　だったら近衛のファンが無駄な争いや騒ぎを起こさない――いや、このお嬢様のことだ。

　自分たちに迷惑をかけないよう、生徒を上手くコントロールするために『Ｓ４』を創ったとしても頷うなずける。

　けど――。

「ですから、皆さん。すべてはこのイベントに勝った方が決めましょう」

　涼月は穏やかな表情で言いやがった。

「今日の目的はそれです。その勝敗によっては、私はそこにいる坂町くんがどうなっても構いません」

　平然とした表情で言い切って、お嬢様は俺の方を見つめてきた。

　……ああ、やっぱりか。

　デビル涼月。

　やはり、すんなり丸く収める気はないらしい。

　さてはまた俺を追い込んで楽しんでやがるな。助かりたかったら――自分であがけってことか。

「……はん」

　上等だぜ、お嬢様。

　乗り越えてみせようじゃねーか。

　何もかも、おまえの思い通りに事が運ぶと思うなよ。

「――スバル。あなたはどうする？　あなたは本当にそっち側でいいの？」

　スピーカーで訊たずねる涼月。

　近衛は少し考えてから「――はい」としっかりと頷いた。

「ボクはお嬢様の執しつ事じです。でも――こんな争いが起きたのはボクのせいでもあります。だったら、ボクは誰だれも傷つかない方法を選びます。選ばせてください」

　毅き然ぜんとした態度でそう告げる。

　涼すず月つきは自分の執事の言葉に頷うなずいてから、



「では、始めましょう。『Ｓ４』ｖｓ『見守る会』。スバルと坂さか町まちくんをかけての大戦争――『第１回スバル様カルトクイズ大会』の開催です」



　開幕宣言と同時に『うおおおおおおおおお―――――っ！』と両団体の雷らい鳴めいのごとき大歓声が再び会場の空気を震わせた。

「……カルトクイズ大会？」

　沸きあがる歓声の中、俺おれは隣の席に座っているナクルに訊たずねた。

「はい。それが今日のイベントの対決種目です。これから出題されるスバル様についての問題を答えて、より多くのポイントをゲットできた団体の方が勝ちになります」

「……このボタンはそのためってわけか」

　テレビのクイズ番組よろしく、早押しで答えるルールらしい。

「でも、状況はあまりよくないんです」

「？　どうしてだ。こっちには近この衛えがいるんだぞ」

　本人の問題が出されるんだから、自分のことは自分が一番わかるんじゃ……。

「はい。ですが、それでやっと対等といったところです。というのも、先日スバル様ファンクラブの恒例イベント『スバル様カルト試験』が行われました」

「………」

　どんな試験だよ。スバル様一級とか、そういう資格でも貰もらえんのか。

「その試験の結果を統合すると、僅きん差さでナクルたちの方が負けてるんですよ。だから、スバル様がこっちにいてやっと勝率は五分五分になると思うんです」

　ちなみに宇う佐さ美み先輩も正解率上位にランクインしていました、とナクルは付け足した。

　なるほどね。

　要は今の段階じゃどっちに転ぶかわからないってことか。

「ふん。問題ない。これから出題されるのはボクについてのクイズなんだろう。だったらボクが答えられないはずがない」

　近衛が自信満々に言った。

　それに『見守る会』には俺もいる。俺だって、四月からずっと近衛と友だちだったんだ。一般生徒よりはスバル様について詳しいはずである。

　ならば、勝機はこっちにある……！

「それでは、クイズ開始です」

　スピーカーで響き渡る涼すず月つきの声。

　よし、まずはこの第１問を軽く答えて――。



「第１問――スバルが二週間前の火曜日に購買部で購入したパンはなんでしょう？」



「んなもんわかるかぁ―――――っ！」

　思わず俺おれはツッコミを入れていた。

　いや、どう考えてもカルトすぎだろ!?　その証拠に当の近この衛えも「うっ……」と困った様子で口唇くちびるを噛かみ締めている。当たり前だ。俺だって自分が二週間前に何を食ったかなんて憶おぼえていない。こんなの答えられるはずが……。

「はい！　コッペパン、チョココロネ、メロンパン、タマゴサンドです！」

　ピンポーンという音とともに俺の隣でボタンを押したナクルが答えた。すぐに「正解です」という涼月の声が響いて……って、マジで当てやがったコイツ!?

「え？　何を驚いているんですか。確かに、スバル様がその小さい身体で購買のパンを四つも食べたのはビックリですけど」

「いやいやいや！　それもちょっとビックリだけどさ！」

「じゃあどうして？　今のが一番レベルの低い問題なのに」

「マジで!?」

「はい。こんなのファンクラブメンバーなら誰だれだって知ってることです」

　平然と答えるナクル。周りの会員たちも「あちゃ～、緊張してボタン押すの遅れちゃったよ～」とか「よかった～、最初の問題はレベル低いね～」と漏らしていた。

　………。

　おかしい。

　絶対おかしいよコイツら。

　すでにファンじゃなくてストーカーの域に達してるよ。

「次の問題です」

　考える間もなく、涼月の声。

　くそっ……あきらめてたまるか。

　そのうち、俺にも答えられる問題が……。

「第２問――昨日きのうスバルが教室で飲んでいたジュース……」

　おおっ！　よし、これならわかる。なにせ俺はクラスメイトだ。確か近衛が昨日教室で飲んでたのは午後ティー……。



「……を学園の自販機に補充している業者の社員のプロフィールは？」



「２問目にしてスバル様関係ねぇ―――――っ！」

　あまりの衝撃に絶叫する俺おれ。

　しかし、今度は『Ｓ４』サイドからピンポーンという電子音とともに「はい！　カルロス上うえ原はら！　家族を国に残して出稼ぎに来ている日系ブラジル人！」という答えが飛び、しかも正解だった。

　なんで!?　なんでそんなこと知ってんの！　どうやったらカルロスさんの個人情報までゲットできんの!?　逆にそこが気になるよ！

　驚きよう愕がくする俺の目線の先では、正解をゲットした『Ｓ４』の面々がにわかに沸き立っていた。「よし、この調子でスバル様を取り戻すの！」「きっとあのメガネに操られているだけなんだわ！」「奪還せよ！　我らが神を奪還せよ！」

　エルサレムを奪還せんとする十字軍のノリである。うえー、この様子だと『Ｓ４』のヤツらは近この衛えが俺に騙だまされてこっちに協力していると思い込んでいるっぽい。

　やっぱりこの勝負、どうやっても勝つしかない。

　じゃないと、間違いなく俺の首が飛ぶ……！

「くっ……！」

　とはいえ。

　涼すず月つきによって出題される難問の数々。

「スバルのクラスを教えている英語教師が、教員免許を買うのに払った金額は？」なんて教育現場の闇やみを暴く社会派問題から、果ては「スバルも最近ちょっとやばいんじゃないかと思っているこの国の財政状況。それを改善する的確な方法は？」なんてスケールのでかすぎるものまで。

　どれもこれも、幼い子供に「ねー、赤ちゃんってどうやってできるの？」って訊たずねられるぐらいの難問だと思うのだが、驚くことにファンクラブの会員たちはことごとく答えていく。

　ああ……甘く見てたよ、スバル様ファンクラブ。

　まさかここまでとんでもねえ団体だったとは……。

「くっ……くそぅ、ボクのことなのに、１問もわからないなんて……！」

　近衛は薄っすらと瞳ひとみを潤うるませ「う～っ」と唸うなりながら本気で悔しがっていた。

　うん、落ち着け近衛。そこまで悔しがるとこが逆に可愛かわいいんだけど、そもそも半分以上おまえのことじゃないから。

「大丈夫です。なかなかいいペースで答えられてますよ。ナクルたちも頑張ってますから、たぶん今の感じなら五分五分です。それに、今回の大会の正解率一位の人には豪華賞品が用意されているらしいので、みんなやる気満々なんですよ」

　さっきから何問も正解しているナクルが安あん堵どの表情を浮かべた。

　クイズ大会のルール的に、各問題が何点なのか、両団体がいくつ正解してどれくらいポイントが入っているかは解答者たちに開示されないっぽい。きっと最後に発表するんだろう。紅白×合戦みたいな引っ張り方しやがる。

「五分五分……ってことは勝率は半々か……」

　そう考えると落ち着かなくなってきた。

　ああ、制裁ってなんだろう。ウワサに聞く『スバル様に手を出した人間は中世魔女裁判のごとく火ひ炙あぶりにする刑』か。ブラックジョークの類たぐいだと思ったのに、実在していたとは。

「皆さん、長い時間お疲れ様でした。ついに、次が最終問題になります」

「！」

　涼すず月つきの声でふと我に返った。

　最終問題。

　今までの成績が両団体拮きつ抗こうしているとしたら、この問題で勝敗が決まる。

　よし、この問題だけは絶対に答えないと……！

　ゴクリと緊張につばを飲み込む。

　他ほかのヤツらも同じ心境のようで、なんとも言えない緊張が会場を支配している。

　そして、張り詰めた空気が支配する中で。

　涼月は――ゆっくりと口を開いた。



「第99問――スバルの……ファーストキスの相手は誰でしょう？」



　瞬間、会場内が凍りついた。

　ファーストキス？

　ポカンと。

　会場にいるほとんどの人間がそんな感じで黙り込んだ。『Ｓ４』＆『見守る会』のスバル様マニアたちもことごとく沈黙している。

　そう……当の近この衛えスバル本人を除いては。

「おっ、お嬢様!?」

　椅い子すから立ち上がった執しつ事じくんは顔を真まっ赤かにしてあわあわと慌てている。さすがにこんな問題が出てくるとは思っていなかったっぽい。

　でも、このリアクション。

　もしかして――答えを知ってるのか？

「……よし。答えてくれ近衛！」

　意を決して言うと、近この衛えは「なっ……」と絶ぜつ句くした。

「何を言っているジロー！　正気か!?　こんな場所でバラしたら大変なことになるぞ！」

　む、確かに。

　なにせあのスバル様のファーストキスを奪った人間を暴ばく露ろするのだ。そのラッキー野郎はこの会場にいる……いや、学園の全女子から壮そう絶ぜつな恨みを買う。最悪藁わら人にん形ぎようと五ご寸すん釘くぎで呪じゆ殺さつとかされちゃうかも。

　だが、そんなの関係ねえ。

　ここで負けたら俺おれの命が危ないのだ。

　悪いが、その不幸な……というか羨うらやましすぎる野郎には犠牲になってもらうぜ……！

「頼む、近衛。一生のお願いだ」

「うっ……」

　耳まで真まっ赤かになった近衛は薄うっすらと瞳ひとみを潤うるませて黙り込んでしまった。

　さすがにこの衆人環視のなかで自分のファーストキスの相手を告白するのは恥ずかしいのかもしれん。

　沈黙するスバル様。

　判決を待つ法廷のごとく静まり返る会場内。

　どれくらい長い時間が経たっただろう。

　――ついに。

　近衛は、俯うつむいたままでその花びらにも似た小さな口唇くちびるを動かして――。



「……………ジロぅ」



　ちょこんと、その可愛かわいらしいきれいな指で俺を指差したのだった。

「…………」

　………。

　いや。

　いやいやいや。

　いきなり何を言ってるんですかこの執しつ事じくんは。

　突とつ如じよ投下された爆弾発言に、俺は訂正を求めて口を開こうとしたが――。



「正解。ちなみに場所は今年の四月にリニューアルオープンしたレジャーランドです」



　追い討ちのごとく、舞台上の涼すず月つきがシチュエーションまで暴ばく露ろしやがった。

　………。

　……あれ。

　えーっと、あはは、困ったなぁ。

　本気で意味がわからないんですけど。

「といっても、事故みたいなものです。そのとき坂さか町まちくんはレジャーランドのプールで溺れてしまって、それを必死になって助けたスバルは、慌てるあまりついつい人工呼吸しちゃったらしいんです」

　俺おれの思考を無視して淡々と説明を付け加える涼すず月つきさん。

　いや、確かに溺れたけど……え？　でも、あのとき俺は無事に助かったわけで……。

「う、うそだろ、近この衛え。いま涼月が言ったことは、全部デタラメなんだよな？」

　最後の希望を込めて。

　俺は近衛を問いただしていた。

　しかし、スバル様はフルフルと小さく首を振って、

「……違う。お嬢様の言ったことは、全部本当のことだ」

　途切れ途切れになりながらも、恥ずかしそうにそう告げた。

　――瞬間。



『な、なんだってぇ――――――――っ！』





    


  
    
      



    


  
    
      　俺おれの心境を、会場全体の声が代だい弁べんした。

　すぐさま「ど、どういうことですか!?」「詳しく教えてください！」「スバル様の口唇くちびるはブルーハワイ味でしたか!?」と周囲の『見守る会』のヤツらが押し寄せてくる。

　うげっ。コイツら興奮のあまり我を失っている……！　まるでオームの群れだ。さっきまで冷静だったナクルまで「メメメメメガネは!?　当然キスのときメガネはかけていたんですよね!?」と半はん狂きよう乱らんに壊れていた。

　そんな中、ズドドドッと響き渡る凄まじい地鳴り。

　思わず目を向けると、そこには俺めがけて突進してくる『Ｓ４』の皆さん。クイズ大会の勝敗なんかどうでもよくなったっぽい。どいつもコイツも俺を殺すために目を血走らせながらボーダーラインを飛び越えて突撃してきた。

　――殺される。

　このままじゃマジで殺される。

　瞬時にそう判断した俺は、一いち目もく散さんに逃走を開始していた。

「あ、逃げた！」「追え！　逃がすな！」「ＳＡＴＳＵＧＡＩせよＳＡＴＳＵＧＡＩせよ！」後ろから追いかけてくる怒ど号ごうの数々。ひいっ、これじゃスペインの牛追い祭りだ。

　人間、本気で命の危機を感じたときは思わぬ力が出せるという。

　まさしく今、俺はそれを実感していた。死を意識した我が両足は江×２時50分ばりの健脚で旧体育館を疾走縦断。終着駅はただ一つ。俺をこんな状況に突き落としやがった悪魔のところである。

「あら、ジローくん。どうしたの？　ずいぶん元気がいいのね」

　息を荒げながらステージの上に跳び上がると、涼すず月つきはクスクスと口唇を歪ゆがめながらマイクを使わずに言いやがった。

　うわー、すっげえ楽しそうこの女！

　苦境に立った俺を見て心底面白がってやがる！

「おい！　どうにかしろ涼月！」

「どうにかしろって、何を？」

「決まってんだろ！　このままじゃ俺はあいつらにぶっ殺される！」

「うふふ。どうして？　さっきの問題で、クイズ大会の結果は87対62の大差で『見守る会』の勝ちだったのに」

「今さらそんな勝利なんてどうでもいいんだよ！」

「大丈夫。決定的なシーンはちゃんと編集でカットしておくから」

「カットできんの!?」

「むしろジローくんがカットされちゃいそう。八つ裂きに」

「思いっきり放送事故じゃん！」

「ジローくんは、後でスタッフが美お味いしくいただきました」

「このままじゃマジで美味しくいただかれちゃうんだって！」

　会話をしてる間にも、ステージの下には今まさにこちらに特攻せんと迫る『見守る会』＆『Ｓ４』の連合軍が。すさまじい気き迫はくだ。サマーバーゲンに参戦する主婦だってここまでのオーラは持っていまい。

「……ごめんなさい。私だって、本当はこんなことしたくなかったのよ」

　いきなり涼すず月つきはらしくないしおらしさで謝ってきた。

　え？　何そのリアクション。さすがのお嬢様もこの惨状を見て罪ざい悪あく感かんが芽生えたのか。

「でもね。私って、嬉しくなるとついやっちゃうの」

「どっかのピエロみたいなこと言ってる!?」

「ああ、こんな場所でキスのことを暴ばく露ろしたら絶対面白いんだろうなって」

「面白いのはおまえだけだ！」

「この会場にスバルがジローくんと現れたときから『絶対何か面白いことが起きるんだろうなぁ』ってワクワクしちゃって」

「起きるんじゃねえ！　おまえが起こしてんだよ！」

「うふふ、そうね。でもね――」

　涼月は、なぜか楽しそうに微笑ほほえんでから、

「私って――な人にはいじわるしたくなっちゃうタイプなの」

　ちょっと恥ずかしそうに、そう告げた。

　なんだそりゃ。おまけに途中の言葉が小さくてよく聞き取れなかったし。

「……ちくしょう」

　ああ……もうダメだ。こうなったのも全部このオオカミ女のせいだ。くそっ、コイツが学園のアイドルだってことがすげえ頭に来る。いくら可愛かわいい顔してようが中身はコレだぜ？　よく告白されるらしいけど、みんなだってコイツの本性を知ったら――。

「――――」

　――瞬間。

　俺おれの身体を電撃が駆け抜けた。漫画で表現するなら確実に頭上に豆電球が点灯してる。限界まで追い詰められた俺の身体が何らかの脳内麻薬を分ぶん泌ぴつさせたのかもしれん。

　――閃ひらめいた。

　そうとしか言いようがない。

　あまりにも突然だが、この状況を打破するかもしれない方法を思いついてしまった。

「………っ！」

　でも、その方法にはちょっと勇気がいる。

　なにせ、俺おれにとっては初体験だし、命を守るためとはいえ、横にいる涼すず月つきに――いや、この会場全体の人間に嘘うそをつくことになる。

　言っちまえばハッタリだ。

　それでも――。

「――涼月、マイク貸してくれ」

　静かに、俺は涼月にそう伝えた。

「？」と不思議そうにしながらも、涼月は俺にマイクを手渡した。

　よし、後は度胸だ。

　目の前には、今まさにステージへと跳び上がらんとするファンクラブメンバーたち。

　ソイツらに、俺はあらん限りの大声で――叫んだ。

「みんな聞いてくれ！」

　スピーカーから拡散される俺の声。うわー、なんか歌手にでもなった気分。ここで「俺の歌を聴け！」とか叫んだら確実に暴動が起きるよ。

　そんな俺の声でも、必死の気き迫はくが伝わったのか、ラッキーなことに群衆の動きが遅くなった。

　チャンス。

　ここから、一気に畳たたみ掛ける……！

「一つだけ言わせてくれ！　今日のイベントはみんなが俺と近この衛えが付き合ってるって思ったらから起きたんだろ！　でも……実際は違うんだ！　俺と近衛は付き合ってるわけじゃないんだ！」

　弁解が届いたのかいくつかの「え？」という疑問の声が上がり、戸惑いが生まれる。その戸惑いはゆっくりとだが確実に伝わっていき、ついにはステージの上に届く寸前で群衆の足は完かん璧ぺきに止まった。

　全員がこっちを見ている。

　百人を超える視線を身体に集めながら、俺は強くマイクを握る。

「ああ。近衛とは付き合ってるわけじゃなくてただの友だちなんだ。俺が……俺が好きなのは……」

　そう言って、一度大きく息を吸い込んだ。

　そして。

　しっかりと――起き死し回かい生せいの言葉を口にする。

「俺が……俺が本当に好きなのは――ここにいる涼月奏なんだぁ―――――っ！」



　　　♀×♂



　あまりにも不意打ちな俺おれの叫びに、群衆は一瞬でざわめいた。

「え？　まさか、今のって……」

「も、もしかして……告白？」

「きゃあ！　うそ、こんなに大勢いるところで……！」

　ざわざわ、そしてきゃあきゃあと体育館に響き渡る困惑の呟つぶやき。

　……よし。

　ここまでは計算通りだ。

　そう、告白である。

　これこそが、俺の考えた起き死し回かい生せいの策だった。

　ご存知のとおり、涼すず月つきはモテる。この前もラブレターなんて貰もらってたぐらいだし、それこそ断ってきた告白の数は夜空の星の数に届く、浪ろう嵐らん学がく園えん全男子の憧れの的だ。

　だから、いきなりここで俺が告白しても何ら不思議じゃない。ちょうど男子の間には、俺が涼月目当てで近この衛えに近づいたなんてウワサもあるぐらいだし。それに好都合なことに、俺と宇う佐さ美みが付き合っているってウワサもあまり広まっていない。

　完かん璧ぺきにハッタリ――涼月風に言えばデタラメである。

　これで少なくとも俺と近衛が付き合ってるなんていう意識は消えたはずだ。あとは近衛のファーストキスが俺だったなんて大問題もあるが、それを払ふつ拭しよくするのはこれからだ。

　そう――俺は、これから涼月にフラれる。

　最初からわかってたことだ。だって、あの涼月奏かなでが俺のことを好きなわけがない。だったら俺の告白なんか受けるはずないのである。

　こんな大勢の前で学園のアイドルに告白し、そしてフラれる。

　その強烈すぎるインパクトで、すべてをチャラにする！

　あとは、涼月が俺の告白を断ってくれれば……。

「………」

　涼月は。

　珍しく、少しだけ驚いたように固まっていた。

　しかし、すぐに何かを感づいたのか、俺から静かにマイクを奪い取って――。



「――ありがとう、坂さか町まちくん」



　そんな風ふうに、微笑ほほえみやがった。

　………。

　ありゃ？

　なんか予想してたリアクションと違うぞ。

　まさか、絶対にないと思うが、ＯＫしちゃうなんてことは……ないよな？

「でも――ごめんなさい」

　しかし。

　涼すず月つきはすぐに自分の言葉を翻ひるがえして。

「こんなところでこんな風に告白されても、私はあなたと付き合うことはできないの」

「！」

　い、今の発言。この女、まさか俺おれの計画に気付いたのか？　うえー、なんて勘の良さだ。まぁいつもなら戦せん々せん恐きよう々きょうとするんだが、今はこれでいい。

　このまま、テキトーな言葉で俺の告白をしめくくってくれれば……。

「――それに」

　が。

　涼月は、俺の予想を裏切るように落ち着いた声で続けた。

「あなたは確かにいい人だと思うわ。けど、きっとそれはクラスメイトとしてってことだと思うの。はっきり言うと――あなたはいい人止まりなのよ」

「!?」

　なんだか、男として非常に言われたくないことを言われた気がした。

　……あの、涼月さん？　もういいんですよ？　あなたはもう俺をフったんですから、これ以上傷口に塩を塗りこむようなマネをしなくても。

「ああ、ごめんなさい。あなたはとってもいい人なのに、どうして断らなくちゃいけないんだろう。本当にいい人なのに」

　ザクッ。

「いい人なんだけどね。友だちとしてのあなたはとてもいい人。でも、恋人ってことになるとちょっと……ね」

　ザクッ、ザクッ。

「だから、ごめんなさい。本当にごめんなさい。でも、坂さか町まちくん。最後にこれだけ忠告させて。いつまでもいい人のままで終わっていたらダメよ。困ったときは相談して。私はいつでもあなたを応援しているわ。大丈夫――あなたは、いい人だもの」

　言って、涼月はとてもとても優しい笑顔で微笑ほほえんだ。

　………。

　あれ、おかしいな。

　どうしてこんなに悲しい気分になるんだろう。

　気付けば俺は、逆転サヨナラ負けを屈した甲子園球児のようにがっくりと床に座り込んでいた。

　いい人。

　なぜか、その言葉が俺おれの胸をザクザクと切り裂いた。なんだか傷口に塩どころか、これでもかと劇薬を塗りたくられた気分……。

「あの……よかったら、これで何かおいしいものでも食べてください」

『Ｓ４』か『見守る会』か、どちらかのメンバーが俺の傍そばに五百円玉を置いた。

　それを皮切りに「うん、あたしはさっきの悪くないと思ったよ」「がんばろ。生きてりゃいいことあるって」「ごめん、あんたのこと誤解してた。だからもう泣かないで」などなど。

　そんなやけに優しい気遣いの応援メッセージとともに、次々と小銭、ガム、チョコ、リポビ×ンＤなど……様さま々ざまな差し入れが積まれていく。

　さっきまで俺を殺そうと躍やつ起きになっていた人たちも、すっかり気分をそがれてしまったっぽい。……うん、計画通り。計画通り、俺は助かったのに。おかしいな、どうしてこんなに涙が止まらないんだろう……。

「センパイ！」

　聞きなれた声。見ると、そこにいたのはナクルだった。

「負けちゃダメです！　いっそのことその失恋をバネに違う趣味に目覚めちゃいましょう！　これからナクルたち『スバル様を温かい眼差しで見守る会』も、そういう方向で頑張っていきますからっ！」

「………」

　そういう方向で頑張るってなんだろう。ひょっとして新しいネタを発見できて喜んでないかコイツ。たとえば、女の子にひどいフラれ方をしたせいでそっちの道に目覚める俺とか。ああ、でももういいや。もはやツッコむ気力もない。

　ともあれ。

『Ｓ４』と『見守る会』の対決イベント――『第１回スバル様カルトクイズ大会』は両団体の和解ということで決着がついた。

　俯うつむく俺の横でがっちりと握手を交わす両団体のリーダー、涼すず月つきとナクル。これからは争うことなく各おの々おの別の活動をがんばりましょう。そんな結論で落ち着いたんだとか。俺の扱いは、スバル様の恋人からただのクラスメイトにランクダウンしたワケ。

　実に平和的な結末である。

　……うん、俺一人の犠牲でこの結末に持っていけたのだとしたら、それはとてもいいことなんだと思う。そう思うことにしよう。

　やがて、ファンクラブのメンバーが全員去っていったあと、涼月と俺だけが舞台上に残された。近この衛えの姿もないから、外でファンにサインでも求められているのかもしれん。

「どうしたの、ジローくん。そんなに落ち込んだりして。たぶんだけど、こうなることはあなたの計画だったんでしょう」

　いつもの平然とした調子で話しかけてくる涼すず月つき。

　いや、そりゃそうだけども。

「だったら感謝して欲しいわ。あなたが同情を買うようにわざとひどいフリ方をしたのに」

　くたばれこの悪魔めぇええええっ。

　何度も何度も、俺おれは心の中で絶叫した。

「ふふ。そんなに怖い目をしないで。いいじゃない。あなたの命が助かったんだから」

「まあ、それもそうだけどさ……」

　よいしょっと力を込めて立ち上がる。

　いつまでも落ち込んでても仕方ない。うん、今すべきことはこの女の悪質なデタラメを一いつ刻こくも早く忘れること。しばらくは夢に見そうだが。

「でも――ジローくん」

　涼月は、立ち上がった俺に訊たずねてきた。

「さっきの告白……もし私が了承していたら？」

「は？」

「だから、告白よ。もし私があなたの告白をＯＫしてたら、あなたはどうしてたの？」

「………」

　えーっと。

　いきなりそんなこと言われてもな。

「そしたら、『ごめん、嘘うそだった』って謝ってたんじゃねーか。でも、それだけはないと思ったし。だって、おまえが俺の告白をＯＫするなんて、そんなことがあるわけないだろ？」

「………」

　涼月は「ふぅん」と小さく呟つぶやいた。

　……ん？

　なんか、どことなく表情が不機嫌になったような……。

「ねぇ、ジローくん」

　急に。

　涼月は、エサをねだる子猫のような甘えた声で俺の名を呼んだ。

「実は私、結構怒ってるのよ」

「へ？」

「だって、命を守るためとはいえあんなに大勢の前で嘘の告白をするなんて、男の子として最低よ。私は深く傷ついたわ」

「いや、それは……」

　確かに、それは言い訳できないけどさ。

　でも、傷ついたって……マジで？

　このお嬢様がそんな簡単にダメージを負うとは思えないんだが……。

「なので――今から復讐をします」

「……はい？」

　突然の報復宣言に困惑する俺おれを置いていくように、涼すず月つきは言葉を紡いだ。

「だから、復ふく讐しゆうよ。あなたには、これから私と同じ目に遭あってもらうわ」

　と。

　それは、あまりにもいきなりだった。

「――っ!?」

　ぎゅぅぅぅぅぅっと。

　何を思ったのか、涼月は満面の笑顔を浮かべて俺の身体に抱きついてきた。

　そして――入れたてのホットココアのようにとろける甘い声で――一言。



「――だぁーい好きっ♪」



「……っ！」

　瞬間、鼻の辺りに熱い感触。



    


  
    
      



    


  
    
      　鼻血である。

　間違いなく、女性恐怖症の発作だった。

「……ぐはっ!?」

　思わず声が漏れた。

　直じか触りも何も関係ない。服越しだが、全身に感じる女の子特有の柔らかな感触。

　おまけにあのデレたセリフである。

　まだ意識を保っているのが奇跡みたいなもんだ。

「おっ……おまえ……っ！」

　しかも、抱きついてるせいで涼すず月つきのふみゅふみゅとした……その、確かな殺傷力を持った二つの凶器が押し付けられている！　うわあああなんか近この衛えとは……いや、宇う佐さ美みとも違う！　なんていうか……パネェ！　涼月……いや、デレ月さん、マジパネェっす！

「はい。これでチャラにしてあげるわ」

　悪戯いたずらっぽく言って、涼月はさっさと俺おれの身体から離れやがった。

「…………」

　……ああ。

　たった今決めた。

　これからは、何があっても絶対にコイツを怒らせるのはやめよう。

　デビル涼月。

　なんというムチとアメ。

　まさか、一度フッてからデタラメの告白をやり返してくるとは。

　つーか……さっきのセリフは反則だろ。

　はっきり言って――すっげえ可愛かわいかった。

「さあ、そろそろ行きましょう。もうすぐ後夜祭が始まるわ。せっかく助かったんだから、今からでも学園祭を楽しんだ方がいいんじゃない？」

　なんでもないことのように言う涼月。相変わらず機械のごときクール＆ビューティー。スイッチを切り替えるのが早すぎるぞ。

「確かに助かったけどさ。つーか、ずっと気になってたんだけど、俺と近衛がイベントに来なかったらどうするつもりだったんだ？」

　鼻血をティッシュで拭ふきながら訊ねる。そう、ここに来たのだって偶然だったんだ。

　もとはといえばあいつが……宇佐美のことがなければこんな場所には……。

「ああ、それは大丈夫よ」

　涼月は事も無げに答えた。

「だって、今日のイベントはデキレースだったもの」

「……は？」

「だから、デキレース。勝敗は最初からほぼ決まってたの。実はイベントの前に――『Ｓ４』のメンバーの中からクイズの得意な子が一人やめちゃったのよ」

「クイズの得意な子？」

「ええ。私のところに直接退会のメールが届いたわ。『最初からそんなイベントに興味はなかった』って。ちょっと問題のある子だったけど、結構な戦力だったから、抜けた時点で負けるのはほぼ決まってたの。まぁ他ほかのメンバーには言ってなかったんだけどね」

「………。涼すず月つき、そいつの名前はなんていうんだ？」

　なんとなく。

　俺おれはそんなことを訊きいていた。

　いや――なぜか、訊かなければいけない気がしたのだ。

　しかし。

「……？　何を言ってるの？　てっきりあなたは知ってると思ったのに」

　不思議そうな返答。

　そして、彼女はゆっくりと口唇くちびるを動かして――。



「――宇う佐さ美みよ。やめた子の名前は宇佐美マサムネ。あなたの彼女さんじゃないの？」



    


  
    
      
　

第５話　ライリーライリーライヤーライヤー





「ちょ、ちょっとジローくん。どこに行くの？」

　涼月の問いかけを無視して、俺は走り出していた。

　……どういうことだ？

　ステージの上から飛び降りながら毒づく。

　宇佐美がイベント前に『Ｓ４』をやめていた。

　しかも、最初からイベントに興味がなかっただって？

　だったら……なんであいつは俺を騙だましてまで恋人のフリなんかしてたんだ。

　嘘うそ。

　宇佐美は言っていた。

　俺のことをずっと騙してたって。

　でも――。

「………っ！」

　それが、俺への制裁のことだけじゃないとしたら。

　あいつがあれほどまでに『Ｓ４』が勝つことに固こ執しつを……いや固執するフリをしてたのは、すべて俺おれを騙だますためで、最初から――そう、初めからもっと別の目的のためだけに俺と恋人ごっこをしてたんだとしたら……。

「……ダメか」

　ケータイであいつに電話をかけるが、案あんの定じよう繋つながらない。

　あのバカウサギ、さては電源を切ってやがるな。

　予感。

　上う手まく言えないけど、なんだかとても嫌な予感がする。

　一いつ刻こくも早くあいつのところに行かないと取り返しのつかないことになってしまうような、そんな気さえする。

　駆けてきた勢いそのままに旧体育館から飛び出る。

　時間はすっかり夕暮れを過ぎていて、あたりが暗くなり始めていた。

　このまま夜になったら、きっと余計に見つからない。

　けど……どこだ？

　あいつはどこにいる。

『Ｓ４』をやめてたってことはきっとイベントには参加していなかったはずだ。だとしたら、紅くれ羽はのクラスで別れて以来ってことになる。

　ちくしょう、どうにかして探さないと……。



「……ジロー」



　俺の名前を呼ぶアルトボイス。

　旧体育館を出たところ。

　声のした方を見ると、ポツンと一人でそこにいたのは……。

「近この衛え？」

　そう、近衛スバル。

　彼女は、旧体育館の前で俯うつむいて立ちすくんでいた。

　そういえば、コイツ今までどこにいたんだろう。

　さっきのイベントが終わってから姿が見えなかったっけ。てっきり外で俺たちを待ってるのかと思ってたのに。

「………」

　いや、これはちょうどいいのかもしれない。

　もしまだ宇う佐さ美みが学園内にいるとすれば、一人で探すより二人の方がいいに決まってる。ここは、近衛に事情を話して協力してもらって――。

「!?」

　瞬間――頬ほおに衝撃が走る。

　ビリビリと痺しびれるような痛み。

　驚くことに、近この衛えが俺おれの顔に思いっきりビンタをかましていた。

「しっ……知らなかったぞっ！」

　彼女は。

　怒りに声を震わせながら、言葉を紡いで――。

「おまえは……お嬢様のことが好きだったんだな……っ！」

「！」

　……しまった。

　近衛にさっきの告白の件を説明するのを忘れていた。そりゃあいきなり自分の主あるじが俺に告白されたんだ。驚くのも無理ないし、この様子じゃかなり頭に来てるらしい。

「聞いてくれ近衛！　さっきのは仕方なく――」

「うるさいっ！　おまえの言い訳なんか聞きたくないっ！」

　瞳ひとみにかすかに涙を溜めながら、彼女は俺を拒絶した。

「……ジロー、ボクにはおまえがわからない。一体どういうことなんだ？　いきなり恋人ができたって言ったり……今度は本当に好きなのはお嬢様だって言ったりして……じゃっ……じゃあジローは、ボクのことをずっと騙だましてたのか？」

「！」

　真相を言い当てられて、俺は一瞬だけ息を飲んで黙ってしまった。

　しかし、すぐに驚きは後悔へと変わった。

　沈黙した俺を見て――近衛の表情が変わる。

　俺の瞳ひとみに映ったのは、複雑な感情を含んだ彼女の大きな瞳――。

「……そうか。そうだったのか……」

　彼女はひどく震える声でそう呟つぶやいた。

「おおかた、ボクと学園祭を回るのが本当は嫌だったんだろう？　だから、おまえはボクのことをずっと騙だましてたんだな。この学園祭の間、ずっと……っ」

「……っ！　違う！　俺は、おまえのために仕方なく……！」

　そう、きっかけは近衛のためだった。

　俺は近衛の秘密がバレないために、コイツに嘘うそをついて……！

「………っ」

　……いや。

　それだけじゃない。

　それなら、宇う佐さ美みが去ったあの教室で俺は近衛に事情を説明すればよかったんだ。

　けれど、俺はそれをしなかった。

　どうしてだ？

　そんなの決まってる。

　こんな風ふうに、近この衛えに嘘うそをついていたことを問い詰められるのが嫌だったからだ。

　いくら近衛のためだろうが、俺おれは近衛を騙だまして……しかも大切な約束まで破ってしまった。

　二人で学園祭を回ろう。

　コイツは、あんなに楽しみにしてたのに。

　俺は約束を破ってしまった。

　それでも、事情を話せばきっと近衛だってちゃんとわかってくれたと思う。

　けど……あのとき俺はそれをしなかった。

　ただこんな風に近衛に問い詰められるのが嫌で……怖くて、なんとなく先送りにした。

　全部――俺の弱さのせいだ。

　その結果が――。

「……嫌いだ」

　ひどくかすれたアルトボイス。

　――近衛は。

　その透き通った瞳ひとみで俺を見つめて、はっきりと断言して――。



「おまえなんか、もう友だちじゃない……っ！」



　必死に張り上げた涙なみだ声ごえで叫んでから、近衛は俺から逃げるようにくるりと背を向けて走り出してしまった。

「くっ……近衛！」

　追いかけろ。

　すぐさまそう思った。

　なのに。

「……くそっ！」

　俺の足は、一歩踏み出したところで止まってしまった。

　ここで近衛を追いかけたら……宇う佐さ美みはどうなる？

　早くあいつのところに行かなきゃいけないのに。

　でも、所しよ詮せんそんなの俺の勘にすぎないじゃないか。

　今は目の前の近衛を追いかけるべきだ。

　それなのに――俺は何を迷ってるんだ。

　なんで迷ったまま……どっちつかずのままで、こんなところで立ち止まってんだよ！



「ジローくん！」



　後ろから、凛りんとした声が響いた。

　振り返ると、そこにいたのは涼すず月つき。

　俺おれを追いかけてきた彼女は、冷静な声で俺に話しかけてきた。

「今スバルがいたみたいだけど……何があったの？」

「それは……」

　押し黙る俺を涼月はまっすぐ見つめてきた。

　さっきの近この衛えの様子から、彼女も事態の深刻さを悟ったらしい。

「教えて、ジローくん。私だって全部は知らないの。だから、あなたがこの学園祭で巻き込まれたことを、全部ちゃんと説明して」

「………」

　その落ち着いた声に促されるように、俺は所々つまりながらも説明した。

　宇う佐さ美みとの取引のこと。

　彼女がついていた嘘うそのこと。

　今すぐ彼女の元に行かなければいけない気がすること。

　そして――近衛スバルのことを。

「……わかったわ」

　すべてを聴いて、涼月は落ち着いた調子で応えた。

「ジローくん。あなたは宇佐美さんを探しに行って」

「……っ！　けど……」

「スバルのことは心配しないで。きっとあなたじゃ繋つながらないでしょうけど、私ならケータイでスバルを説得できるし、繋がらなくても自分の執しつ事じの行きそうな場所ぐらい見当がつくわ。けれど――」

　たぶん、宇佐美さんはあなたにしか助けられない。

　涼月はひどく真剣な口調でそう告げた。

「大丈夫。スバルには、私が今あなたから聞いた事情をすべて話しておくわ。あの子だって、本当のことがわかればあなたを許してくれる。そうしたらちゃんと仲直りして……きっと、また友だちに戻れるはずよ」

　どこか安心できる穏やかな声。

　彼女はとまどう俺に優しく微笑ほほえんでいた。

　……ああ。もしかしたら。涼月がこんなに簡単に俺に協力してくれたのは、四月の事件があったからかもしれない。

　涼すず月つきもずっと近この衛えと友だちに戻りたかったけど、長い間それができなかった。

　だから……そのときの自分と、今の俺おれを重ねてくれて――。

「……すまない、涼月」

　それだけ伝えて、俺は再び駆け出していた。

　近衛のことは、涼月に任せるしかない。

　なら、今の俺は宇う佐さ美みを探すことに全力を尽くすべきだ。

「――いや、」

　探すんじゃねえ。

　会いにいく。

　今から、俺はあいつに会いにいく。

　なんとなくだけど、あの性しよう悪わるウサギはあそこにいる気がするんだ。

　夜に染まりつつある空の下。

　俺は精せい一いつ杯ぱいアスファルトを踏みしめた。

　行き先は――浪嵐学園第二校舎。

　あいつのお気に入りの場所。

　二人だけの秘密。

　そう言って、俺とあいつが約束を交わした場所――。



　　　♀×♂



「……ビックリした。よくここがわかったわね、バカチキ」

　屋上。

　浪ろう嵐らん学がく園えん第二校舎の屋上。鉄製のサビついたドアを開けると、そこから見える空はもはや完かん璧ぺきに闇やみに染まり、銀色の三日月が浮かんでいた。

　その月明かりの下。

　宇佐美マサムネはそこにいた。

　ちょうど、屋上に設置された鉄柵の向こう側に。

「よかったじゃない。あんたがここに来たってことは、たぶん『見守る会』が勝ったんでしょ？　まぁ、最初から勝つってわかってたんだけどさ」

　言って、宇佐美は鉄てつ柵さくの向こう側で身体をこっちに向けた。

　……やっぱりか。コイツは、最初から『Ｓ４』の勝利なんて興味がなかった。いや、それどころかイベントの前に自分がやめることで『見守る会』を勝たせた。

「……説明しやがれ」

　全速力で階段を駆け上がってきたせいで掠かすれてしまった声で訊たずねた。

「なんで、俺おれのことを助けた？」

　そう、宇う佐さ美みは『Ｓ４』を負けさせて、俺に危害が及ばないようにしていた。

　あんなに俺のことを嫌ってたくせによ。

「……うん。まあ、迷惑料かな」

「迷惑料？」

「ほら、アタシのせいであんたはスバル様との約束を破っちゃったわけだし。あとアタシと恋人ごっこするっていう約束を果たしてくれたお礼よ。でも――」

　もう終わり。

　呟つぶやいて、宇佐美はスカートのポケットからケータイを……女の格好をした近この衛えの画像が入ったケータイを取り出した。そして何のためらいもなくそれを地上へとスローイング。この校舎は四階建てだ。きっと拾いに行っても、もう壊れて使えないだろう。

　それは、ケータイじゃなくても同じことで――。

「ねぇ、バカチキ。最後に、ちょっと訊きいてもいいかな？」

「なんだよ。俺に答えられることならなんでもいいぞ」

　応えながら、俺は慎重に宇佐美との距離を詰める。あそこまでは残り約十数メートル。どうにかして、たどり着くしかない。

「……ありがと。じゃあ……えっと、あんたってエスパー？　超能力とか持ってる？」

「持ってねえよ。つーか、超能力っていっても色々あるぞ」

「そっか……じゃあ、読心術。あんた、テレパシーとか使えちゃう？」

「ざけんな。俺はどこの宇宙人だ」

　喋しやべりつつも、少しずつすり足ぎみで近づいていく。ゆっくり、彼女を刺激しないように。

「あはは、だよね。そんなの使えるわけないし、超能力なんてあるわけない。うん、きっとそんな便利なものを持ってるヤツなんていないのよ」

「……何が言いたいんだよおまえは」

　聞き返すと、宇佐美は寂しそうに笑った。彼女までの距離は――残り、約十メートル。さっきからポケットでケータイが振動しているが、今はそれどころじゃない。

「いや、みんなすごいなぁって思ってさ」

「は？」

「だって、みんなテレパシーも持ってないのに……他人の心の中が見えるわけじゃないのに、ちゃんとお互い仲良くできちゃってるんだよね。心が通じなくても、ちゃんと他人を信用できてる。みんな当たり前のようにそれをやってる。けど――」

　アタシにはそれができなかった。

　そんな風に、彼女は告白した。

「たぶんね、アタシは生まれつき不良品だったんだよ。物心ついた頃ころから……なんていうか……人間不信？　うん、そんな感じで他人を信用することをしなかった。――ううん。できなかったの」

「……なんだよそりゃ」

　そんなこと俺おれは考えたこともねえよ。だって、仲良くなればいいじゃん。テレパシーなんかなくても、そいつの近くにいけば信頼関係なんて自然に結べるだろ。

「たぶんあんたにはわかんない。アタシからしたら、なんであんたらが何を考えてるかわかんない他人と上手じようずに付き合ってられるのかが、ぜんぜん理解できないから」

「………。ひねくれてんなぁ、おまえ」

　思わず呟つぶやいてしまった。

「うわー、あんたもはっきり言うわね。だけど、こんなアタシでも一応みんなに溶け込もうと頑張ったんだよ？　中学校だってちゃんと部活に入ったし、学こ園こでもそう。まぁ入った部はちょっと変な部だったけどさ」

「………」

「でも、どこでも一緒だった。結局、人と付き合うことが――他人を信用することができない。もしかしたらみんなアタシに嘘うそをついてるんじゃないかって疑いながらしか、アタシは生きて来れなかった。だから、アタシはいつも一人ぼっちだった」

「……家族は？　他人がダメでも親とか兄弟がいるじゃねーか」

　たぶん、一番最初に信頼関係を築くのは他人じゃなくてソコなんじゃないかと思う。だって我が家ですら一応家族のことは信用してるし。いくらフルボッコにされようが、母さんも紅くれ羽はも、ちゃんとした俺の親であり、兄妹きようだいだからな。

「いや、それがアタシん家ちって親が二人とも仲悪くてさ。物心ついた頃ころから、いっつもケンカばっかりで、アタシにもお互いの悪口をふきこんでばっかりだったもん」

「……」

「それに信頼できる兄妹もいないし。そういう家に嫌いや気けが差したから、アタシは今アパートに一人暮らしなんだ。言ったでしょ？　料理には自信があるって」

「まあ、確かに一人暮らしなら料理も上う手まくなるな。でも、それについて親はなんて言ってんだよ？」

「別に？　なんにも言ってこないよ。勝手に暮らせばみたいな」

「勝手にって……」

「放任主義ってヤツ？　うちの親ってちょっと立場があって偉い人間らしくて、世間体を気にしちゃって離婚しないみたいなんだ。家を出るときも『一人暮らしに必要な最低限の金さえ渡せばいいよな？』って言ったし、アタシのことはホントにどうでもいいみたい」

　皮ひ肉にく気げに微笑ほほえむ宇う佐さ美み。

　人間不信。

　コイツは生まれつきって言ってるけど、もしかしたら両親の影響が強いのかもしれない。普通なら一番信用できるはずの親を――家族を信頼できなかった。たぶん、そのことがコイツに傷を残してしまった。

　彼女までの距離は――残り五メートル。

「でも……そんなアタシでもこの学園に入ってちょっとだけ変化があったんだ」

「変化？」

「うん。この学園に来て……初めて他人を好きになったの。それが――スバル様」

「………」

「正直一ひと目め惚ぼれだった。だってあの頃ころのスバル様は、誰だれも寄せ付けない孤独な王子様。だから、見てて思ったの。ああ――もしかしてこの人もアタシと同じなんじゃないかって」

「………っ！」

　確かに。

　宇う佐さ美みの言う通り、一年前の近この衛えはそうだった。自分が女の子ってバレるかもしれない恐怖から、友だちを作りたくても作れない。唯一の主あるじも自分の刃物恐怖症のせいで仲良くできない。だから、あの頃ころの近衛は、それこそ一人ぼっちだった。

「だから、この人なら――スバル様ならアタシの気持ちもわかってくれるんじゃないかって思った。スバル様なら――アタシの友だちになってくれるんじゃないかって」

「………」

　……そうか。

　コイツも四月の近衛と一緒だったのか。

　ただ単に自分が信用できる人間が……友だちが欲しくて……。

「それから、スバル様のことが知りたくて、苦手な他人がいっぱいいるファンクラブにも入った。ちゃんとスバル様の傍そばに行って仲良くもなりたかったけど、そのときのアタシはまだ一年生だし、時間はあると思って先送りにした。でも――」

　二年生になって――スバル様に友だちができた。

　はっきりと憎しみのこもった声で、宇佐美は告げた。

　……ああ。

　その友だちというのは、紛れもなく――。

「そう。あんたよ、バカチキ。最初はありえないって思った。でも、あんたとスバル様が仲良く喋しやべったり、お昼を食べたりして一緒にいるのを見てたら、信じるしかなかったわ。あのスバル様にも、友だちができちゃったんだって」

　友だち。

　今年の四月、俺おれは近衛の友だちになれた。俺があいつの秘密を知ってしまったから、友だちになることができた。近衛を――一人ぼっちじゃなくすることができた。

「あんたと出会ってからスバル様は変わっちゃった。ちょっとだけ笑うようになったし、あの涼すず月つき奏かなでとも、主と執しつ事じっていうより友だち同士みたいな感じになったわ。そうなったきっかけは、全部あんた。――ねぇ、ここまで言ったら気付かない？」

「……何にだよ？」

「鈍いわね。アタシがあんたなんかと恋人ごっこをした理由に決まってるじゃない。わざわざ『Ｓ４』を勝たせるためなんて嘘うそまでついてそんなことをした理由」

「……っ。まさか、おまえ……」

　もし宇う佐さ美みが、近この衛えが俺おれのせいで変わったんだと思ったとしたら。

　一人ぼっちだったスバル様を、俺が特別な力で変えたと信じ込んだとしたら。

「ピンポーン、大正解。アタシがあんたに近づいた理由はソレ。あんたなら……スバル様を変えたあんたなら、アタシを変えてくれるかもって思ったから。もしかしたら、そういう特別な何かを持ってるんじゃないかって、柄がらにもなく信じちゃったんだ」

「………っ！」

　このバカウサギ。

　そんなわけねーだろ。

　だって、おまえも言ってたじゃねえか。『あんたって特別でもなんでもない普通の人間じゃない』って――。

「結果は、特に何も変わらなかった。あんたは普通の人だったし、アタシも全然変われない。けど、今日の学園祭のデートで……やっぱり仲良しなあんたとスバル様を見て、やっと気付いたの。ああ――きっとスバル様は自分で変わっただけなんだって」

　でも――アタシにはそんなこと一生できそうにない。

　宇佐美は、そう告げて儚はかなげに微笑ほほえんだ。

「………」

　――悔しいけど、あんたとスバル様は友だち同士。アタシは邪魔者かなって。

　どうぶつ喫茶で宇佐美はそう言っていた。

　確か、その言葉には続きがあって――。

「前にも言ったでしょ？　もう疲れたんだ。せっかくあんたを騙だましてデートしたのに、わかったのはアタシがどうしようもないってことだけだった。それがわかったらなんだかどっと疲れが出ちゃってさ。ここまで来ちゃったわけ」

「………」

　ようやく、俺は鉄てつ柵さくの前までたどり着いた。

　彼女までの距離は――残り、約一メートル。

「はい、これでアタシの話はオシマイ。あ、でも最後に言わせて。やっぱり、アタシはあんたが嫌いだわ。特別でもなんでもないあんたが、アタシは嫌い。あと、スバル様も嫌い。一人で勝手に変わっちゃったスバル様が、アタシは嫌い。……そして、何より――」



　こんな自分が、アタシは一番大っ嫌い。



「……っ！」

　焦しよう燥そうに駆られて、残りわずかな距離を一気に縮めて手を伸ばす。

　しかし、それが逆効果だった。

　揺れるツインテール。

　月明かりの下。

　俺おれの行動に驚いたのか、彼女は反射的に後ずさろうとして――。



　　　♀×♂



「おっ……おまえさ、ちょっとダイエットした方がいいんじゃねえか……！」

　鉄てつ柵さくの隙すき間ま。そこから必死に両手を伸ばして宙ぶらりんの宇う佐さ美みの手首を掴つかみながら、俺は軽口を叩たたいた。

　はるか下にあるのは校庭で行われているキャンプファイヤーの灯あかり。後夜祭か。確かフォークダンスだっけ？　ちくしょう、人がこんなことしてんのにのん気なもんだ。

「……ぎっ!?」

　くそっ、すげえ重いっ。今の状況はなんとか宇佐美の片手を掴んでいる状態。しかし、その腕にはまったく力が入っていない。壊れた人形みたいだ。

「………っ！」

　ギリギリと指に力を込めるが、最悪なことにもう一つ嫌な問題が浮上してきた。

　ぞわぞわと鳥とり肌はだが立って、鼻の辺りに集まる熱い感覚。

　そう、自分で言いたくもないが、女性恐怖症の発作である。

　……自分のことながら信じられない。

　こんなときに発作が起きるとか、どれだけチキン野郎なんだよ……！

「……あんた、何してんの？　さっさと離した方がいいわ。なんだったら暴れようか？」

　鉄柵の隙間。

　微かすかに互いの表情を確認できるそこから、宇佐美は冷たく言い放った。

　……この性しよう悪わるウサギ。

　こんなときだってのに、やっぱりひねくれてやがる。

「ぐっ……!?」

　クソッタレ。女の子の手を握らなくちゃって強く意識したせいか、案あんの定じよう鼻血が噴き出しやがった。

　これは、助けるには俺おれだけの力じゃ無理だ。

　なんとか、コイツを説得するしかねえ……っ！

「おい、この性しよう悪わるウサギ」

　指に力を込めながら、俺は言った。

「さっきはおまえの秘密を教えてもらったからさ、今度は俺の秘密を教えてやるよ。実は――俺って女性恐怖症なんだ」

「……は？」

　案あんの定じよう、宇う佐さ美みはきょとんとしやがった。

「いや、マジで。家庭の事情でさ、女の子に触れられるのがすげえ苦手なんだ。わかりやすく言うと、女の子に触ると拒絶反応で鼻血が噴き出して、ひどいときには失神する」

「…………」

　沈黙。

　宇佐美は、数秒だけ黙ってから。

「ぷっ、あははっ！　何よその恥ずかしいチキン体質！　あっ、なるほど！　だからあんたってＢＬなのね！」

「………」

　うわー、もうちょっと緊張感ってものを持てねえのかコイツ。

「笑うなって。俺だって真剣に悩んでんだ。今だって、おまえの手を掴つかんでるのが苦しくて仕方ねえ。だから――ほら、さっさと俺の手を掴めよ。今なら、女の子一人ぐらい引き上げる力は残ってるからさ」

　発作で息を荒げながらも、なんとか俺は言った。

　沈黙。

　再び、数秒の沈黙が場を支配して――。



「……ゴメン、バカチキ」



　宇佐美はたった一言で、そう返しやがった。

「……もういいの。もう疲れちゃった。友だちもできずに……誰だれにも……誰にも必要とされないでこのまま一人ぼっちで生きていくんなら……死んじゃった方がいい」

「………っ！」

　……ダメだ。

　言葉に含まれた疲労と絶望。

　たぶん俺が何を言ってもコイツは聞き入れない。

「……バカ野郎っ」

　だが、あきらめるわけにはいかない。

　理由なんか知らねえ。

　もしかしたら、恋人ごっこをしているうちに情でも移ってしまったのかもしれない。ときどき見たコイツの笑顔がやけに可愛かわいかったとか、どうぶつ喫茶で見せた哀かなしそうな表情が印象に残っているだけかもしれない。

　ただ一つわかるのは――あのお嬢様の言う通り、今コイツを助けられるのは俺おれ一人しかいないってことだ……！

「ぐぅ……っ」

　必死に引き上げようとするが、やはり俺だけの力じゃ上う手まくいかない。

　それどころか、強く掴つかめば掴むほど恐怖症の発作が俺の意識を蝕むしばんでいく。

　止めどなく流れる赤い血液。

　もはや、視界すらボヤけてきた。

　徐々にだが――確実に、指から力が抜けていく。

「こ、このバカウサギ……っ」

　意識を振り絞って声を出す。

　けど――それが限界。

　もう言葉を出す気力もない。

「――――」

　……ちくしょう。

　情けねえ。

　本当に……あまりにも弱すぎる。

　俺は――女の子一人すら助けられねえのかよ。

　遠のく意識。

　自分のあまりの不ふ甲が斐いなさに――俺は口唇くちびるを噛かみ締めた。



　――その瞬間。



　不意に――屋上に設置されたスピーカーから「ブツンッ」と大きなノイズが聞こえた。

　――校内放送。

　校内放送である。

　そのスピーカーから流れ出してきたのは――驚くことに聞き憶おぼえのある声だった。

　

『……ジロー。ボクの声が聞こえるか』



　響き渡ったのは、澄み切ったアルトボイス。

　その声で、俺おれは意識を取り戻していた。

　だって俺は、この声を知っている。

　近この衛えスバル。

　そう――あり得ないことに、近衛の声は屋上に設置されたスピーカーから、学園内全体に響き渡っていた。



『聞こえていることを前提で話す。何度もおまえのケータイにかけたんだが、おまえは出なかった。だから、ちょっと無理を言って校内放送を貸してもらった』



「………っ！」

　あのバカ執しつ事じ。

　貸してもらったって、校内放送をジャックしやがったのか？

　確かにさっきからケータイの着信なんてチェックしてなかった。

　けど――なんでわざわざこんなことを……。



『……お嬢様から、全部聞いた』



　その言葉で――俺は、すべての事情を把握した。

　たぶん、涼すず月つきが近衛に追いついたんだろう。

　そして、すべてを伝えた。

　宇う佐さ美みのことも、何もかも――。



『……ジロー。おまえは、きっとボクのことを嫌いになったんだろう？』



　……嫌いになった？

　何を言ってるんだ。だって、嫌われたのはむしろ俺の方なのに。



『……すまなかった。どうか許して欲しい。お嬢様から全部聞いて、自分が間違っていたって……誤解していたってわかった。ジローは……全部ボクのためにやってくれたんだろう。それなのに……ボクは……』



　おまえに、あんなひどいことを……っ。

　近この衛えは、ひどく震えた声でそう呟つぶやいた。

　ああ、間違いない。

　近衛は――いま泣いているんだ。



『でも……ボクもあんなことを言ってから、すごく後悔した……』



　途切れ途切れになりながらも。

　震える声で、近衛は続けた。



『ジローを……大切な人をなくしたって思った。もう楽しく喋しやべったり、一緒にゴハンを食べたりできないって思うと、すごく哀かなしかった。そのあと、お嬢様の話を聞いて……もっと取り返しのつかないことをしたって気付いた。それで、一いつ刻こくも早く謝りたくて……』



　……やめてくれ。

　なんでだよ。

　そんなの全部俺おれが悪いのに。

　さっさとおまえに本当のことを言わなかった俺が悪いに決まってるのに。

　なのに――なんでおまえがそんなに必死に謝ってんだよ。



『だから……もし、ボクの声が聞こえていたら……ボクに会いに来てくれないか』



　ひどく掠かすれた荒い呼吸。

　それでも、近衛は必死になって言葉を紡いだ。



『かっ……勝手なことを言ってるっていうのはわかってる。でも……ボクは……ジローに謝って……仲直りして……友だちに戻りたいんだ……っ。だから……だからぁ……っ！』



　ヒクヒクという涙なみだ声ごえとともに、ブツンと放送は切れた。

　きっと涼すず月つきがこれ以上喋しやべらせるのは無理だと判断して、強引に切ったんだろう。

　――でも。

「――――」

　もう十分だ。

　ぎゅっと、指に強い力が戻ってくる。

　当たり前だ。

　俺おれは一いつ刻こくも早く近この衛えに会いに行かなくちゃいけないんだ。

　だって、そうだろ？

　これ以上――あいつを泣かせるわけにはいかねえんだよ。

　それに――。

「――聞いてくれ、宇う佐さ美み」

　発作を押し殺しながら、俺は必死に声を振り絞った。

　宇佐美からの返事はない。

　それでも、俺は声を出し続ける。

「約束したろ。模も擬ぎ店てんでたこ焼きを奢おごったとき、おまえ言ったよな？　俺に手料理をご馳走するって。その約束、まだ果たしてないぞ」

「………」

「おまえ、料理上う手まいんだろ。だったらちゃんとご馳ち走そうしろよ。いや、こんなことになったんだ。一回だけとは言わず、これからもずっとその約束を果たし続けろ」

　我ながらムチャクチャな理由だと思ったが、情けないことにそれしか引き止める言葉が思いつかなかった。

　コイツを――宇佐美を死なせたくない。

　だって、なんだか宇佐美は俺と出会ったばかりの頃ころの近衛に似てる気がするんだ。人を寄せ付けないトゲトゲしい態度とか、友だちが欲しくても作れなかったところとか。

　だから――ほっとけない。コイツを護まもるためなら、なんでもしてやりたくなる。

　コイツを見てると――昔の近衛を――一人ぼっちで苦しんでた頃の近衛を見てるみたいで、なんだかすげえ哀かなしくなっちまうんだよ……っ。

「その為ためなら、俺はなんだってしてやる。おまえの料理を食べ続けるためならなんだってする。おまえの悩みだって聞く。おまえの友だちにだってなってやる。俺は特別じゃない普た通だの人間だけど――それくらいならできるっ」

「………」

「だから……だからさ！　もういいとか言ってんじゃねーよ！　約束はちゃんと果たせ！　約束は相手がいなきゃ果たしてもらえねえ！　だから、俺はおまえを必要としてるんだ！　誰かに必要とされてるのも気付かないで、勝手にいなくなろうとしてんじゃねえっ！」

「………っ！」

　大きく息を飲む音が聞こえた気がした。

　再び、沈黙が訪れる。

　やがて――その静けさを切り裂くように。



「……ねぇ、今の言葉……ホント？」



　微かすかに震える声が響いた。

　声は、詰まりそうになりながらも、必死に言葉を紡いでいく。

「ホ、ホントに……アタシの友だちになってくれる？」

「ああ、なってやる」

「でも……アタシ、こんなにひねくれてるんだよ？　それなのに、ホントに友だちになってくれるの？　ホントに……ホントにアタシのこと――必要としてくれるの？」

　ボロボロと涙を零こぼしながら彼女はすがるように口唇くちびるを動かした。

　俺おれは、それにしっかりと応えてやる。

「本当だ。おまえの友だちになる。だから、ちょっとだけでいいから俺を信じてくれ」

「…………」

　宇う佐さ美みは。

　俺の言葉を噛かみ締めるように黙り込んだ。

　そして――。

「……バカチキ」

　彼女は、静かに俺の名を呼んだ。

「今から――アタシは嘘うそをつくわ。なんでもないただの嘘。でもあんたがアタシを信じてくれるなら――ちょっとだけでいいから、その嘘を信じて」

　不安げな懇こん願がん。

　その声に俺は「おぅ」と短く応えた。

　すると、彼女は震える口唇くちびるで呟つぶやいて――。



「――アタシ……やっぱり死にたくない。スバル様みたいに……変わってみたいっ」



　だから……助けて……っ。

　ひどく掠かすれた声で――彼女はそう告げた。

　本音。

　きっとそれは嘘なんかじゃなくて、宇佐美が俺のことをわずかでも信じてくれたから零こぼした、素直になれない彼女なりの一生懸命な本音だったんだと思う。

　その証拠に――彼女は、空いていた方の掌てのひらで俺の手をぎゅっと掴つかんだ。

　――俺は。

　彼女の信頼に応えるために、その小さな掌を――より強く、しっかりと握り締めた。



    


  
    
      
　

第６話　さよならスバル様。





「おはよう、ジロー」

　翌日。

　学園祭翌日。いつものように紅くれ羽はに叩たたき起こされてから学園に登校していると、通学路の途中で近この衛えに会った。

　というか、待たれていたっぽい。

「……おう。どうしたんだよ、涼すず月つきと一緒に登校しなくていいのか？」

「うん。なんだかジローがボクの秘密をバラしそうな気がするから、監視して来いって」

「………」

　デビル涼月め。あの女、さてはいらねえ気を使いやがったな。らしくねえことしやがる。これから雪でも降るかもしれん。

　――あの後。

　例の屋上での一件の後、俺おれと近衛は仲直りした。

　顔を合わせたときはどっちも謝ってばっかりで、近衛はずっと泣いていた。

　しかも校内放送をジャックしたせいで、近衛のあの謝罪が全校生徒にリスニングされ『スバル様を泣かせやがったな！』と和解したはずの『Ｓ４』の方々に闇やみ討ちをかけられたりとホント大変だったが、それでもなんとか仲直りして……友だちに戻ることができた。

　けれど。

「…………」

　互いに無言で、肩を並べて通学路を歩く。

　……気まずっ。

　なんというか、昨日きのうケンカしたばっかりだからお互いに意識してるのがバレバレである。それに、例のファーストキスの件もあったし。

　けど……ケンカの件に関して言えば、悪いのはどう考えても全部俺だと思う。

　だって、紅羽のどうぶつ喫茶で全部説明していればこんなことにはならなかっただろうし。近衛だって、あんなに泣くこともなかった。

　だから、なんとかこっちから歩み寄りたいんだが……。



「あっ。おはよっ、バカチキ」



　突然、衝撃が身体を襲う。

　――原付である。

　かなりの低速で走ってきた原付バイクが、俺おれを後ろから跳ね飛ばしていた。

「………っ！　てめえ！　朝っぱらから何かましてんだよ！」

　前に倒れかけた身体を立て直しながら叫んだ。

「うるさいわね。スキンシップよ。さわやかな朝のあいさつ」

　朝の日差しに輝くフワフワしたツインテール。

　ヘルメットを外しながら、当然のように彼女は……宇う佐さ美みマサムネは言いやがった。

　どんなスキンシップだよ。おまえは俺の妹か。こんな暴力的なスキンシップが許されるのはうちの家庭内だけだぞ。

「……むっ」

　宇佐美を見た途端、近この衛えは眉み間けんに小さくしわを寄せた。むむ、もしかしてコイツのことをよく思ってないのかな。元々俺たちのケンカの原因はコイツみたいなもんだし。

　無言でにらみ合う近衛と宇佐美。

　……やばい。

　これって、逃げた方がいいんじゃねーか。

　二大怪獣大決戦。

　そんな雰囲気である。

　最悪の場合、俺が身を挺ていしてこの街を守らねば。

　そんなことを考えていたときだった。



「――あなたが好きです。スバル様」



　あまりにも唐突に――宇佐美はそんなことを言い出した。

『は？』と二人分の気の抜けた声。もちろん、俺と近衛である。あまりの衝撃に固まる俺たちをよそに、彼女は続けた。

「ううん、違う。あなたのことがずっと好きでした。でも――それももう終わりです。アタシの初恋は、たった今終わりました。だから、一応それを伝えておこうと思って」

　やけにすっきりした顔で、宇佐美は言い切った。

　……ああ。

　たぶん、これはコイツなりのふっきり方なんじゃないかと思う。

　もうスバル様に憧れるのはやめる。

　孤独な王子様と、自分を重ねあわせるのはやめる。

　一種の通過儀礼。

　これから変わるための……これから前に進んでいくために必要な一区切り。

「………」

　大丈夫。

　きっと変われるさ。

　だって近この衛えだって、一人で変わったわけじゃない。たった一人で孤独から抜け出したわけじゃないんだ。

　そう――友だちがいれば、変わるのを手助けしてもらうことができる。

　迷っていても――背中を押してもらうことができる。

「じゃあ、アタシは先に行きますね。今からなら、部活の朝錬に顔出せそうなんで」

　気が晴れた顔で、バイクのスロットルを握る宇う佐さ美み。

　高まるエンジン音。

　――ふと。

　その爆音の中でも聞こえるように――彼女は、上目遣いにこちらに顔を近づけて呟つぶやいた。

「――治してあげる」

「は？」

「あんたの女性恐怖症よ。それ、アタシが治すのを手伝うって言ってるのっ。もうすぐ夏休みだし、時間はたっぷりあるわ。アタシが、あんたをＢＬの道から救い出してあげる」

「………」

「それに……あんた悩んでるんでしょ？　だったらちゃんと協力するわ。だって……」



　――アタシとあんたは友だちなんだもんっ。



　ぎゅぅぅぅっと。

　宇佐美は強引に俺おれの指を掴つかんで――指きりをした。

　そう、それは信頼できる相手とだけ交わせる、約束の仕方――。

「あと……これからはアタシのことを名前で呼んで」

「は？」

「だっ……だから、これからはアタシのことを名前で――マサムネって呼んでって言ってるのっ。友だちなんだからそれくらい普通でしょっ」

「普通って……」

　うわー、なんか恥ずかしいな。俺が女の子を名前で呼ぶのなんて紅くれ羽はとあのナクルって一年くらい。妹と後輩である。

「ほら、早くしてよっ」

　宇佐美は相変わらずのトゲトゲしい声で促した。

　……はあ。

　しょうがねえな。

　それじゃ、いっちょやってみますか。

　一度だけ、俺おれは大きく深呼吸をしてから――。



「――マサムネ」



　ゆっくりと宇う佐さ美みの――いや、マサムネの名前を呼んだ。

「っ」

　なぜか、マサムネはツンと目を逸そらして黙ってしまった。しかも、ほっぺたがカアアアッと真まっ赤かに染まっている。

　……こ、この性しよう悪わるウサギっ。さては自分で言っときながら、いざ呼ばれてみて急に恥ずかしくなりやがったな。くそぅ、俺だって恥ずかしいのに……。

「やっぱり、宇佐美って呼ぼうか？」

　あまりの反応に意見するとマサムネは「なっ……」と息を飲んだ。

「バ、バカ！　そんなことしたら絶対許さないんだからっ！」

　むーっと口唇くちびるを尖とがらせている。

　……まあ、そう言われたらしょうがないけどさ。

　でも――悪くないことだとは思う。

　名前で呼び合うのはきっと悪くないことだ。

　それで――コイツが俺のことを友だちだって思えるなら――。

「………ねぇ」

　――と。

　マサムネは、胸の前で指をモジモジさせながら、消え入りそうな声で呟つぶやいて……。

「……………もぅ一回……」

「……は？」

「だっ、だから、その……もぅ一回、マサムネって呼んでっ」

「………。マサムネ」

「っ！」

「マサムネ、マサムネ、マサムネ……」

「っ！　バカ！　バカチキ！　そんなにいっぱい呼ばなくていいのっ！」

　顔をますます真っ赤にして怒るマサムネ。それから俺から目を逸らして「……ばか」と小声で呟つぶやいてから、頬ほおを桃色に染めたまま照れくさそうに口唇をきゅぅっと結んでいる。

　……なんだよ。

　言ってるわりには、満更でもなさそうじゃねえか。

「……バカチキ」

　――と。

　マサムネは。

　上目遣いのまま、思わず見み惚とれるぐらいに、可愛かわいらしい笑顔で微笑ほほえんで――。



「――またねっ」



　名前で呼ばれたのが恥ずかしかったのか、それとも嬉しかったのか。再会を約束する言葉をちゃんと告げたあと、エンジンをふかして風のように疾はしり去っていった。

　まさに、脱だつ兎とのごとく。

「………。にしてもなぁ」

　治してあげる……か。

　なんていうか、かなり一方的に宣言されてしまった。確実に俺おれのせいなんだろうけど……おかげで、余計にややこしいことになってしまったというか。

　――でも。

「……ったく、あの性しよう悪わるウサギ」

　やっぱりさ。

　あいつって――笑ってる方がすっげえ可愛いじゃん。



    


  
    
      



    


  
    
      　初しよ夏かの太陽の下。

　俺おれは疾はしり去る原付を眺めながらそんなことを思った。

　季節は六月も終盤。

　マサムネの言う通り、もうすぐ俺たちにとって待望の高校二年の夏休みが始まる――。

「……ジロー」

　遠のいていくエンジン音をバックに、隣にいた近この衛えがちょっとだけ不安そうに呟つぶやいた。

「ボクたちも……友だちだよな？」

「――ああ、もちろん」

　即答すると、彼女は安心したように微笑ほほえんでから、コクンと頷うなずいて歩き出した。

　遅れないように、俺も日差しに焦がされるアスファルトへと一歩を踏み出す。

　………夏休み、か。

　これはいつも以上に騒がしくなりそうだぞ。

　近衛スバル。

　涼すず月つき奏かなで。

　坂さか町まち紅くれ羽は。

　そして――宇う佐さ美みマサムネ。

　男装執しつ事じ、お嬢様、妹。それと……一般庶民？　これだけのメンツに囲まれたら平穏になんかなるはずがない。あと、なぜだか知らないがあのメガネジャンキーもからんできそうな気もするし……。

　なんというか、せっかく学園祭っていう非日常が終わったってのに、その分日常が賑やかになりそうだ。

「……まぁいいや」

　なんて。

　そんな風ふうに先を思いやりながらも、俺はとりあえず後悔だけはしないようにしておいた。

　だって……ねえ。

　今さらそんなことしてもなんかアレでしょ？

　中途半端な後悔は要いらない。

　きっと今は――俺たちが前に進むためには必要のないものだ。

　それに後悔なんかしても仕方ない。

　もう学園祭は終了した。

　今さらそんなことしても……。



　それこそ――後の祭りだろう。



    


  
    
      


あとがき





　お久しぶりです！　先日、軽トラックにはねられました。あさのハジメです。

　はい、この前ちょっとした事故に遭あいまして……。時期も二巻発売直後だったので、担当様から「大丈夫!?　というかなんで二巻のラストみたいなことしてんの!?」と非常にタイムリーかつ的確なツッコミをいただきました。しかも今巻の冒頭もアレですからね。私はどっかのチキン野郎みたくタフじゃないので、二度目がないことを祈っています。

　さて、この『まよチキ！』もおかげさまで三巻目に突入です！　今回は学園祭編ということで「宇う佐さ美みマサムネ」と「鳴なる海みナクル」の二人が新キャラとして登場し、女の子成分を大増量！　より騒がしく、ドタバタしたラブコメとなっております。

　ちなみにこの二人、プロットでは双子の姉妹で、しかもマサムネがナクルの妹という設定でした。しかし徐々に双子設定が消え、スキマを埋めるようにナクルの性格がどんどんアレになっていったわけです。でもおかげでいいキャラになったと思います。きっと！

　では、今回はあまりページに余裕がないのでそろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の庄司しようじ様。今回も表紙を見た瞬間、「ややややばいですね！」と錯さく乱らん気ぎ味みなメールを送ってしまった私を許して下さい。今後ともよろしくお願いします。

　ツインテールの素晴らしさを私に教えて下さった菊きく池ち政せい治じ様。マサムネのキャラデザインをいただいた瞬間、そのあまりの可愛かわいさに五畳半の部屋の中心で怪かい鳥ちようのごときシャウトを上げました。今回もご多忙の中、本当にありがとうございます。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、デザイナー様、出版や販売に関わって下さったすべての方々、色々とアドバイスをして下さったライトノベル作家の皆様。そして、この本を手に取って下さったすべての読者の皆様。こうして『まよチキ！』の三巻が出たのもひとえに皆様方のおかげです。心から、ありがとうございます。

　さてさて。またちょっとした予告なのですが、四巻は夏休みのお話になりそうです。男装執しつ事じ、お嬢様、妹、一般庶民、ヘンタ……いえ、メガネっ娘こ。彼女たちとチキン野郎。水着あり浴衣ゆかたありのトロピカルサマー盛りだくさんでお送りできればと思います。

　そして、最後に重大な告知なのですが……なんと！　この『まよチキ！』がコミックになります！　七月発売の『月刊コミックアライブ』より連載開始予定で、作画はにぃと様に担当していただきます。コミカライズということで、こんなに嬉しいことはありません。ぜひぜひ小説版ともどもよろしくお願いします！

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、ますますアクセル全開ノンブレーキで突っ走って行きたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

あさのハジメ



    


  
    
      

　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。

　　２巻発売直後に時速20キロで走ってきたトラックにはねられるも、奇跡的に無傷で生還。しかしはねられた現場で軽いパニックになり、思わず近くに男装執事とお嬢様と妹がいないか探しそうになったので、いちおう病院に行った方がいいのかもしれないと思っている今日この頃。



　イラスト

　菊池政治（きくち・せいじ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞した作品の挿絵を担当。東京都在住。

　　最近何を食っても胃がもたれて、油モノが特にヤバくて胃薬飲んでも下手すると軽くお昼寝しないと回復しないくらい内蔵が弱ってます。いちおう病院に行った方がいいのかもしれないと思っている今日この頃。

　　ＨＰ「アメリカン拳法」

　　http://www13.plala.or.jp/tibi2001/



    


  
    
      

まよチキ！３



発行日　　２０１０年９月24日

著　者　　あさのハジメ

イラスト　菊池政治

発行人　　三坂泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



(C) Hajime Asano



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『まよチキ！３』（２０１０年４月30日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。



    


  OEBPS/Images/embed0012_HD.gif





OEBPS/Images/embed0006_HD.gif





OEBPS/Images/embed0013.gif





OEBPS/Images/embed0011.gif





OEBPS/Images/embed0010.gif





OEBPS/Images/embed0014.gif





OEBPS/Images/embed0008.gif





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.gif





OEBPS/Images/embed0005.jpg





OEBPS/Images/embed0003.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
{ /

lﬁlﬂh& an\ ‘

Ku lha Sikillch

BIIH

ERBOB. ﬁ:unmrxﬂe

Py

SRV E TG

N
;2 AL
w&&&'{ﬁ%\
7

p






OEBPS/Images/embed0004_HD.gif





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		第１話　ウサギとチキン


		第２話　屋上シークレット


		第３話　学園祭エキサイティッド


		第４話　戦争ピボット


		第５話　ライリーライリーライヤーライヤー


		第６話　さよならスバル様。









Guide



			Cover








OEBPS/Images/embed0007_HD.gif





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
S

AT HC
oL ot

-

. = A
R

N

R
AN






